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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　ピリオドに至る日








「死にてぇ……」


　今日も今日とて僕ぼくはいつもの呟つぶやきを吐はきつつ、机つくえに胸むねをぐったりと預あずけていた。男だん性せいとしては少し伸のびすぎた髪かみが机の上にサラリと落ちる。暗くら闇やみの中窓まどガラスに映うつる人間は、ただでさえ女顔で小こ柄がらなのに今や下手するとそこらの女子高生より遥はるかにしおらしく、上半身だけが映っているのもあって、自分でも「誰だコイツは」と思うほどだったが……間ま違ちがいない。こんな情なさけなく覇は気きのない顔の男はこの世に一人、僕、式しき見み蛍けい以外にありえなかった。


「放課後」と定てい義ぎできる時間帯なのか疑うたがいたくなる暗黒空間。もはや部活組さえ帰き宅たくした教室内に、僕は、今、一人で着席している。用よう務む員いんさんに見つかるといけないため蛍けい光こう灯とうはつけずにいるせいで、薄うす暗ぐらい室内でどんよりした青年が一人で「死にたい」と呟いているという、なかなか傍はたから見ると物ぶつ騒そうな情じよう景けいができあがっていたが、そんなことを気にしている余よ裕ゆうは生あい憎にく現げん在ざいの僕にはなかった。お腹なかがきゅるきゅるとなる。……腹はら減へった。夕飯食いたい。美お味いしいもの食べたい。庶しよ民みん的でいいから美味しいものを食べたい。いや、やはりどうせなら高級料理がいい。ステーキが食べたい。イマドキ高級料理というワードからすぐにステーキを想そう像ぞうしてしまう僕の感かん性せいは現げん代だい人じんとして間ま違ちがっている気もしたが、それでもステーキが食いたい。肉にく汁じゆうがじゅーじゅーと滴したたるあの分ぶ厚あつい肉を──ああ、変な想像したから唾だ液えきが……余よ計けいに腹が減って気持ち悪くなってきた。……口の中がすっぱい。


「死にてぇ……死にてぇ……死にてぇ……」


　死にてぇもすでに量産体たい制せいだ。僕は元より自殺志し願がん者しやだし、「死にてぇ」ももはや口くち癖ぐせになってしまっているが、さすがにここまで連れん呼こしたのは今日が初めてだった。うぅ……こんな苦く痛つう味わうぐらいだったら、さっさと永えい眠みんしちゃいたいってもんだよ……。よく漫まん画がやなんかで、瀕ひん死しの主人公に悪役がニヤリと「すぐ楽にしてやる」なんて宣せん告こくすることがあるが、アレは本当はとっても親切なんじゃないかと思う今日この頃ごろである。とりあえず……今、僕は、誰だれかに楽にしてほしい。首をスッパリ斬きってもらって全然構かまわない。……腹減った。帰りたい。死にたい。いや、メシ食いたい。いや、死にたい。……うん、どっちでもいいや、もう。死ぬか食べるか、それが問題だ。


　そもそも、僕はなんでこんなことになっているのだろう。ちゃんと今日まで三食きちんと食べており、今日も昼飯食べているからこそ、「逆ぎやくに」空くう腹ふく感が強い現げん在ざいの状じよう況きよう。当然別に餓が死し直前というわけではないのだろうが、それでも、意い識しきは朦もう朧ろうとしていた。腹が減るというのは苦痛の中でもかなり上位にランキングする感覚なのではなかろうか。ああ……走そう馬ま灯とうが……いや、見えないけど。でも、今日のここに至いたる経けい緯いぐらいの、ちっちゃい走馬灯は脳のう内ないに再さい生せいされた。


　そもそもの不幸の始まりは僕にとり憑ついている幽ゆう霊れいだった──って、ああ、よく考えれば幽霊なんて不幸の象しよう徴ちようのような存そん在ざいだ。そう、外見の優ゆう秀しゆうさと天てん真しん爛らん漫まんさで忘わすれがちだが……アイツは元よりそういうヤツだった。そう……数日前から僕にとり憑いている美少女浮ふ遊ゆう霊れいのユウは──











「ケイッ！　聞いた？　七不思議だよ、七不思議っ！」


　ユウがそんなことを叫さけんで僕に抱だきついて来たのは、その日の朝だった。一時間目の授じゆ業ぎよう後ごの休み時間。──と、一つここで断ことわっておくが、別に僕とユウは公然と人前で抱きつくバカップルではない。ユウにその要よう素そはあるかもしれないが、少なくとも僕は極きわめて大人しい、人じん畜ちく無害な、とても一いつ般ぱん的なただの自殺志願者なので、目立つのは相そう応おうに嫌きらいだ。


　だから、別に僕らは目立とうとしているわけではなかった。確たしかに人前ではあったが……クラスメイト達の視し界かいに僕ら、いや、ユウは入っていないからだ。ユウは前ぜん述じゆつした通り僕にとり憑いている《幽霊》だから、霊視能のう力りよくのある人間でなければ視し認にんすることはできない。はてさて、幽霊となると当然物に触さわることもできないハズなのだが、僕の場合は少し事じ情じようが違う。


　僕には霊体の物ぶつ質しつ化か能力というやつがどうやらあるらしく、幽霊に普通に触れてしまうのだ。まあ、厳げん密みつには僕が触れるというより、僕の周囲半径二メートル以内の霊体が《物質化》することによって、直ちよく接せつ干かん渉しようできるようになっているのだけれど。ともあれ、そんな特とく殊しゆ能力が僕には不幸にもあるものだから、この浮遊霊のユウは僕に憑つきまとっている次し第だいなわけで。


「ねえ、ケイ、聞いてよ聞いてよっ！」


　ユウが大きな目で僕を下から覗のぞき込こむように顔を近づけてくる。……僕はさりげなく顔を逸そらした。頰ほおの赤味を悟さとられたくなかったから。僕は割わりと澄すましたキャラで通している人間だから、照れるのは少し癪しやくだ。


　実じつ際さい、ユウはかなり造ぞう形けいのいいヤツである。ショートカットの髪に好こう奇き心しん旺おう盛せいで純じゆん粋すいな目。制服ばかりの教室では余よ計けいに映はえるフリフリとしたドレスも完かん璧ぺきに着こなしている。……自分でも公言しているから僕としては認みとめたくないのだが、確かに、「美少女」という呼こ称しようを当て嵌はめて問題はない部類。というか、まあ、正直そんじょそこらの芸げい能のう人じんよりカワイイ。僕個こ人じんとしてはあまり認めたくないのだが、客観的事実はきちっと認にん識しきしなければなるまい。


　………しかし確かにそんな優秀造形なものだから、こうして無む邪じや気きに抱きつかれたり顔を近付けたりされると僕は平静を装よそおうのに実際必死だ。死にたがりの性せい質しつも相まって、僕は特に思春期に入ってからは少し人と一線を引いて付き合ってきていたから、女性に対する免めん疫えきなんて当然形成されているハズもない。それに、コイツは僕が一線を引いていようが壁かべを作っていようが問答無用で関係なくズシズシ《僕の間合い》に入ってくるヤツだから、そういう意味で僕の戸と惑まどいはかなり大きく、結果とても疲つかれる。……死にてぇ。


　僕は嘆たん息そくしながら、彼女にテキトーに言葉を返した。


「そりゃ凄すごい。早さつ速そく後で鈴りん音ねにも話してやれ」


「うんっ！……って、まだケイには何も話してないよっ！」


「大だい丈じよう夫ぶ。僕とユウの仲だろう？　言葉にしなくても伝わることって、あるよな」


「明らかに言葉にしなきゃ伝わらない話だよぅ！」


「僕とユウの間の愛情は全すべてを超ちよう越えつするからノープロブレム。というわけで解かい散さん」


「絶対軽くあしらおうとしてるよねぇ、今！　っていうか《愛》皆かい無むだよねぇ、その応おう対たい！」


　ユウがぎゃあぎゃあと五う月る蠅さい。彼女の声も霊能力のない人間には聞こえないから、被ひ害がいを被こうむっているのは僕だけだ。しかも僕は僕で人前であまり大声出して虚こ空くうと話すわけにもいかないので、独ひとり言を呟くぐらいのボリュームで彼女に返していた。


「……なんだよ」


　どうも今回はユウが引き下がりそうもなかったので、僕は仕方なく聞く態たい勢せいにうつる。本来ならば学校での休み時間の彼女への応対は、クラスメイトの霊能力者、神かん無な鈴音に半分以上託たくして僕は束つかの間の休きゆう憩けいをとらせて貰もらっていたのだが、この休み時間はなにやら鈴音のヤツ、他クラスの友達に用事があるらしくすでに教室内には居いなかった。だから、ユウの標的は完全に僕だけに絞しぼられてしまっているのである。……もう、逃にげようがない。


　僕が諦あきらめたと見てとると、ユウは嬉き々きとして喋しやべり出した。


「七不思議なんだよ、七不思議っ！　これこそ王道浪漫ロマンだよねっ！」


「なんの王道だよ……」


　僕はげんなりしつつ彼女の言葉を聞く。ユウは、自分が一いつ般ぱんには見えないことをいいことに、普ふ段だんこの学校ではあらゆる場所を飛び回って情じよう報ほうを収しゆう集しゆうしているらしく……。さらに、多分元よりそういう都市伝説的な話が好きだったのだろう。よく変なネタを仕入れて来ては、僕や鈴音に半ば無む理り矢や理り聞かせる有様だった。幽霊が怪かい談だんを語る……なんかある意味シュールな光景だった。


「夜、無人の音楽室から響ひびくピアノ！　いやぁ……《まさに》ってカンジですなぁ」


「まあ……そうだな」


　確かに王道な話だった。直球も直球。大してそういうのに興きよう味みがあるわけでもない僕だって知っている類たぐいのレベルの有り触ふれた話。花はな子こさんやら動く銅どう像ぞうやら、もはや噂うわさ話ばなしというより古典ファンタジーの域いきの物語。ただ少し不思議に思ったのは、ココらへんの話題って確かに王道ではあるけど、なんだかもうとってもいまさらなイメージで、実じつ際さいに、わざわざ高校生にもなって実話のように噂で語るモノでもない気がしたことだ。小・中学生ならまだしも……いい歳としして、いまさらこんな話題を実話のように噂しないだろう。ブームという意味でも、なんだか古い話だった。無人の音楽室から響くピアノ。いっそ童話だ。


　しかし、ユウはそんなこと全く気にしていないようで、勢いきおいをさらに強めて話を続けてくる。


「なんかね、最近出るらしいんだよ、この学校にもっ！　無人の音楽室から響くピアノ！」


「ふうん……」


「他のクラスの女子達が、結けつ構こう色んなところで噂してたよっ！　それこそ、噂が広がったというより、複ふく数すうの体験者がいるカンジっていうのかな？　なんていうか、ちょっと信しん憑ぴよう性あるんだよっ！」


「へぇ……」


　僕がボンヤリ受け流していると、さすがに気付かれてしまった。ユウがムッと顔をしかめる。


「ケイ、ちゃんと聞いてるの？　ねえ、凄いでしょ？　ホンモノだよ。本物の幽霊さんだよ！」


「お前、それはギャグのつもりか？」


　幽霊が他ほかの幽霊の話題に浪漫を感じるのはどうなんだ。


「だって、有名人じゃん！　無人ピアノ！」


「まあそうだけど……」


「有名人が学校に来たら、そりゃ盛もり上がるでしょ！　《遂ついに上陸！　無人ピアノ来日初はつ公こう演えん！》ってカンジだよっ！　《ライブツアー、イン、現あら守かみ高校！》ってカンジだよっ！」


「チケット予約が要いりそうだな」


「きっと、全国の学生に夢ゆめと希望を与あたえるための無料全国ツアー中なんだよ……はふぅ」


「すげぇ活発でボランティア精せい神しんの高いヤツだな、無人ピアノ。しかも渡わたり歩くのか、それ。体育会系けいのピアノ奏そう者しやかよ」


　初耳だ。……まぁ、この学校で最近死んだ人とかそういうのはいないから、本当に出るんだとしたら、どっかから来たという可か能のう性せいもあるけど。……そうか、花子さんとか有名な七不思議の類は、案外全国渡り歩いて活動している、とっても頑がん張ばり屋の幽霊さん達だったのかっ！　それなのに皆からは畏い怖ふされて……やばい、ある意味涙るい腺せんの緩ゆるむ話だ。思いっきり勝手な妄もう想そうだけど。


「しっかし、そんなに楽しいか、無人音楽室から響くピアノが」


「へ？」


　僕の言葉にユウがキョトンと首を傾かしげる。僕は嘆息して呟つぶやいた。


「無人の音楽室からピアノが聞こえてくる……。うん、不思議だ。──で、だから？」


「…………」


「別に襲おそい掛かかって来るわけでもなし。……別にいいんじゃないの、迷めい惑わくかけてないんなら。騒そう音おん問題になっているわけでもなし」


「ケイ……」


　ユウがわざとらしく溜ため息をついた。


「枯かれてるよね……ケイって」


「枯れてる言うなっ」


「淋さびしい人だよねぇ………浪漫とか夢とかお金とか愛あい想そとか全然ないよねぇ」


「サラリと今言いたい放題ぶっちゃけたな、お前」


「うっ。と、とにかく、なんか色んなことにドライすぎるのは事実じゃん。ドライ＝乾かん燥そう＝枯れてる、だよっ」


「…………」


　さすがにちょっとムッときた。僕はそっぽを向きながら答える。


「僕だって、相応に興味あるぞ、色んなことに。死にたがりだからってバカにすんな。ネガティブな理由じゃないって言ってるだろ？」


「ホントにぃ？　ケイ、だって恋れん愛あいごとや異い性せいにも興味ない～ってカンジだし全然説得力ないよねぇ」


「なに？　バカにするな。僕だって女性に興味ありまくりだぞ」


「ありまくりって……」


「もういっそエロエロだ、エロエロ！」


「そ、それはそれでどうだろう……」


「はっ」


　気付くと、クラスメイト達から凄すごい視し線せんで注目されていた。……虚空へ「エロエロだ！」と誇ほこらしげにいきなり叫さけぶ生徒……。七不思議より凄い。ここまでイタいと、もう、顔面は真っ赤ではなくて蒼そう白はくになってきていた。……死にてぇ。僕ぼくの確かく立りつしてきた「クールな式見君」のキャラが音を立てて崩ほう壊かいしていく……。


　僕が一人どんよりしていると、ユウがここぞとばかりに、弱っている僕に声をかけてきていた。しかし僕としては全然意い識しきの外だったものだから……。


「じゃあ、今日の放課後、学校残って《無人の音楽室から鳴るピアノ》の検けん証しようしようね、ケイ♪」


「うん……」


「私は一いつ旦たん近所の家でアニメ見てくるけど、ちゃんと待ってるんだよ、ケイ」


「うん……」


「待ってなかったら睡すい眠みん妨ぼう害がいの刑けいだからね。約束」


「うん……」


　そう言って、呆ぼう然ぜんとする僕の小指と彼女の小指がいつの間にか繫つながれ、ぶんぶんと振ふられていた。僕はそのまま授じゆ業ぎようが始まってもボーッとしていたが……。


　二時間目の授業が終わり、休み時間に入り、おそるおそる声をかけてきた鈴音によってようやく意識が回かい復ふくした。そうして、いまさら気付く。


「はめられた……」


　僕はその後の授業、やはり全部呆然としたまま過すごした。本日の授業は全すべて自分で復習しないとまずいようだ。……死にてぇ。できれば今期のテスト前に。











「腹はら減へった……」


　そういうわけで、僕は現げん在ざい教室で待機中なのだ。走そう馬ま灯とう終しゆう了りよう。回想が終わったということは、いよいよ死の直前なんじゃなかろうか。死ぬのは願ったりかなったりだが……この空くう腹ふく感は勘かん弁べんしてほしい。別に今までメシを抜ぬいた経けい験けんがないわけじゃないが、今の空腹感はちょっと酷ひどい。誰だれも居いない教室の暗がりで一人という環かん境きようがそれを助長しているのだろう。気を紛まぎらわせるモノが何もないから……空腹感だけが体を蝕むしばむ。ユウと待ち合わせ時じ刻こくをキチンと設せつ定ていしていなかったこともマズかった。結果として僕は何の指し針しんもなく教室でボンヤリし続けるハメになり……。


「死にてぇ……」


　呟いて窓まどから外をボンヤリ見る。灰はい色いろの雲間から時とき折おり垣かい間ま見みる新月が綺き麗れいで、余よ計けいにそれがなにかやりきれない。……正直《無人の音楽室から鳴るピアノ》にそれほど興きよう味みはなかった。鳴るかどうかもそもそもマユツバだし、鳴っていたところで……それが幽ゆう霊れいによるモノだったところで、「だからなんだ」という印象なのだ。それを確かく認にんしたからって、面おも白しろいことは何一つない。僕にとって幽霊はもう《未知》ではないのだ。ユウだって幽霊関係の世界にはもう自分からしてどっぷり浸つかっているハズなのに……未いまだに怪かい奇き現げん象しように対する好奇心は薄うすれないってんだから、ある意味においては尊そん敬けいに値あたいする。


　とりあえずプラスには確実に成り得ないであろう状じよう況きようにさらにげんなりする。そうして、眠ねむるように机つくえに伏ふしつつも教員に見つかることを意識して眠れずにもいると──


〈～～……〉


「？」


　なにか音が聞こえた気がした。音というよりは……いや《メロディ》だろうか？　どうも聞こえたのかどうかさえあやふやなぐらいの音おん量りよう。こうして静せい寂じやくの満ちた教室でボンヤリしていない限かぎりは、気付くこともなかったろう。改めて耳を澄すます。


〈～～～～〉


「ん～……」


　微び妙みようすぎるが。しかし、確たしかになにか聞こえる気はする。仕方なく席から立ち上がり、周囲を見み渡わたしてから、ぽりぽりと頭を搔かく。少しの間ユウの姿すがたを首を回して捜さがしたが、どうもまだアニメを見ているのか、彼女が来る気配はなく……。むぅ。


　しばし悩なやむも、しかしどちらにせよ暇ひまで仕方ないので、それならばと空腹を紛らわせるためにも一人で確認に向かうことにした。目標ができると少し元気が湧わいてきて、僕は教室をコソコソと出る。一いち応おうドアから首を覗のぞかせて教きよう師しやら用よう務む員いんが居ないことを確認しつつ、足音が必要以上に大きくなる廊ろう下かを慎しん重ちように歩いた。……僕は自殺志し願がん者しやだけれど、日にち常じよう生活は極きわめて平へい凡ぼんな人間だ。教師に目をつけられるような事じ態たいは、「わりと真ま面じ目めな式見君」のブランドに傷きずをつけることになりかねない。午前中に「クールな式見君」が壊こわれてしまっただけに、そこだけはなんとしても死守したいステータスだった。


　時折聞こえる誰かの足音に注意しつつ……たまにウロウロしている浮ふ遊ゆう霊れいを尻しり目めに、僕は音楽室方向へと向かっていく。


〈～♪〉


　少し歩くと、すぐにそれが本当に《メロディ》であることに気がついた。どうやら聴きき間ま違ちがいではなかったようだ。


〈♪～♪～〉


「おお、ピアノだピアノ」


　それがピアノの鍵けん盤ばんの音だとハッキリ認識でき始め、さすがの僕といえど少しテンションが上がる。ユウの言う通り有名人に遭そう遇ぐうした感覚。……まあ、まだこれが、普ふ通つうに誰かが弾ひいているだけというオチの可か能のう性せいはあるのだが。


　そうして僕が音楽に気をとられながら歩いていると、唐とう突とつに、背はい後ごからなにかに抱だきつかれた。


「っ！」


　声にならない声をあげる。危あやうく「きゃあ！」と言いそうになったことを考えると、声にならなくて良かった。「オカマな式見君」のステータスは激はげしく要いらない。数秒して落ち着くと、ようやく背後から抱きつくその感かん触しよくに覚えがあることに気付き、溜ため息をつきつつ、ゆっくりと振ふり返る。──と、そこにはやはりいつもの浮遊霊が居た。


「や、ケイ！」


「……ユウ」


　ある意味無人音楽室のピアノより遥はるかに怖こわかった。そこに居たのは相変わらず笑え顔がおの美少女幽霊。どうもアニメの内ない容ようが大満足だったのか、凄すごくハイテンションだ。……僕は内心のドキドキを、いまさらながらに隠かくして嘆たん息そく混まじりに呟く。


「死にてぇ……」


「へへへぇ。凄くビックリしてたっしょ、ケイ。《ビビリの式見君》だね！」


「変なステータス付けないでくれ！　《アニメオタクのユウさん》！」


「む。失礼な。私は──。…………。……まあ、いいや。今はあえて語るまい」


「いいのかよっ！　っていうかなんだその勿もつ体たいぶった言い方は！」


「ちっちっち。のちのち大どんでん返しがあるのだよ、ケイ君」


「アニメの話題でかよっ！　っていうかなんで《どんでん返す》んだよ！　変なことすんなよ！」


「分かってないなぁ。伏ふく線せんは人生にハリをもたらすんだよ」


「んなハリは要いらない！」


　なんだか気分が完全に台無しだった。いつものグダグダな空気感にユウの出しゆつ現げんで一気に戻もどる。ピアノの旋せん律りつも、心なしか存そん在ざい感が薄くなってしまっていた。本題というより、もう一種のＢＧＭの域だ。ある意味不ふ憫びん。


　しばらくユウは擦すり寄よるように抱きついて来ていたが、メロディに耳を澄ませると、ニパっと笑顔で僕に声をかけてきた。


「ほら、鳴ってるじゃん、ピアノ！」


「鳴ってるな……」


「七不思議っ！　七不思議っ！」


「お前の存在も充じゆう分ぶんに不思議だぞ」


「七不思議っ！　七不思議っ！」


「そのライブ会場みたいなノリはやめてくれ。《無人の音楽室から鳴るピアノ》が不憫だ」


「わー、凄いよね。写真一いつ緒しよに写ってもらおう！」


「幽霊の隣となりに幽霊が写っているという、驚きよう異いの心霊写真がサラリと誕たん生じようするな」


「サイン貰もらおう、サイン！」


「レアで不ふ吉きつなアイテムを軽々しくクリエイトしないでくれ」


「ピアノをＣＤ化して印いん税ぜいガッポガッポ！」


「ツッコミどころが多すぎてもう僕の手にあまるぞ」


　僕はげんなりと、ユウは嬉き々きとしつつ、二人で音楽室へと向かって行く。ピアノのメロディは確かに鳴り響ひびいていた。ただ、どうもこれ「本当に鳴っている」のとは違う気もする。意識に直ちよく接せつ鳴り響く音というのか。確かに、幽霊という存在はモノに通常は触ふれることができないモノだから、実じつ際さいにピアノを弾くのは無理だ。もしかしたら、ユウの声が霊れい能のう力りよく者しやにだけ聞こえたりするのと同じ原理で、これも幽霊の思念の一種なのかもしれない。霊能力がない生徒達の間で噂うわさになるのは、思念が強いせいで、見えないまでも聞こえるぐらいの能力は微かすかにある一部の生徒が聞き取るからではないだろうか。鈴音じゃないからその辺の検証はする気もないが……。


「ここだね、音楽室……」


　その扉とびらの前まで来て、ユウがぽつりと呟つぶやく。少し重めの扉。音楽室の防ぼう音おん設せつ備びのためのものだ。まあ、今回のは思念の音楽なのだろうから、防音だとかそういうことは一いつ切さい関係ないとも言えた。


《♪～♪～♪》


　メロディがハッキリと認にん識しきできる。僕がここからかなり離はなれた教室でも音楽が聞こえたのは、霊れい視し能力の強さが関係しているのかもしれない。今現在、僕とユウにはかなりのボリュームで音楽が聞こえていた。ちょっと五う月る蠅さいくらい。普通の人間ならば、これがいい塩あん梅ばいに気味悪い音量で聞こえるのだろう。


「入る？」


　いまさら、ユウがちょっぴり不安そうに僕に聞いてきた。自分から検証しようと言い出したくせに……コイツは、やっぱりそれでも《幽霊》は少し怖いらしい。自分が幽霊でも、そういう感性はすぐには変わらないようだ。僕も見えるようになって認知はしているが……それでも、確かにまだ幽霊は怖い。なにしてくるかよく分からないのだ。そこら辺はさすがに感かん情じようのカタマリだけあって、突とつ飛ぴな行動をする可能性が高いから……一いつ般ぱん人じんとは違う意味で僕らにしたところで《幽霊》は怖かった。しかし──


「ここで帰ったら余計に気持ち悪くないか？」


「うっ……。確かに」


「じゃ、さっさと確認して帰ろう。なに、あの目ざとい鈴音が何も行動してないんだ。悪いモノってことは多分ないだろう」


「そうだね。鈴音さん、真ま面じ目めだもんね。……巫み女こなのに巫女服着ないけど」


「なんだ、ユウも着て欲ほしい派はだったのか？」


「当然」


　なぜか自信満々のユウ。ここまで趣しゆ味みに自信もたれると、かえって清すが々すがしい。「鈴音さんカワイイから、絶対、絶対、ゼーッタイ似に合あうのにっ」


「似合う似合わないの問題じゃないんだろ、鈴音の中じゃ。……そんなに興味あるなら、自分で着てみればいいじゃないか、ユウ。服ふく装そうはイメージで変化させられるんだろ、お前」


　幽霊は基き本ほん的に自分の姿すがたは自由に変化できる存在だ。まあ、一いち応おう霊力とイメージ力による制せい限げんはあるみたいだけど……ユウは少なくとも《服装》ぐらいのレベルなら自由に変化させられるらしいし。しかし、僕の提てい案あんをユウはキッパリと拒きよ否ひしてきた。


「いやだよ」


「なんで？」


「だって、ハズいじゃん。イタいし。コスプレじゃないんだから」


「…………」


　決まり。こいつ、悪女だ。自分がハズいって認識しているものを鈴音に望むとは……自じ己こ中ちゆうもいいとこだ。僕は嘆息し、もうさっさと次に意識を切り替かえることにした。


「じゃ、ご対面といきますか、無人ピアノ」


「うん」


　僕とユウは頷うなずきあう。僕は音楽室の金きん属ぞく製せいの独どく特とくのノブを握にぎり、ガタンとそれを引き上げると、ゆっくり扉を開いた。やはり思念の音楽だったからだろうか。メロディの音量は特に変わらない。


《キィィィィ》


　音楽自体よりも遥かに気味の悪い音を鳴らして扉が外開きに開く。僕は扉を引きつつ、隙すき間まからゆっくりと顔を覗のぞかせた。ユウもまたピッタリとくっついて中を見る。……室内はやはり暗かった。が、窓まどから月光が差し込こんでいるおかげで、視界はある程てい度どきちんと保たもたれている。授じゆ業ぎよう用の一続きになった机つくえや、他ほかの七不思議の一つにもなりやすい有名音楽家達の肖しよう像ぞう。明度の差はあれど、そこはいつもの音楽室だった。しかし……問題のピアノに目をやると、そこにはやはり異い質しつなものが居いた。いや、外見的には別に異質じゃあない。ピアノの前に人が座すわっている……それは、なにも不思議なことじゃないだろう。ただ、現げん在ざいのこの状じよう況きようと相まってしまうと、やっぱりそれは通つう常じようの人間ではないのも意識され、僕とユウは少し身を硬かたくした。


「ケイ……」


　ひしっと僕の腕うでに摑つかまるユウ。……相方がこうだと、どうも僕は怖がりづらい。仕方ないので、言いだしっペでもないのに僕が先行した。室内にきちんと体を入れ、誰か居るということ以外はよく分からなかったピアノの陰へと回り込んでいく。……まあ、危き険けんがあるかもしれないので、物質化範はん囲い以上の一定距きよ離りはさすがに保たもった。


　よく見ると、そこに居たのは女の子だった。制服を着た……しかし、この学校の制服ではない少女。髪かみは長く、俯うつむき加か減げんで、「いかにも」な容よう姿しなのだが、なぜかあまり怖いとは思わなかった。代わりに……なにか、少し「悲しい」という、変な感情を抱いだく。ユウもそうなのだろうか。僕の手を摑む力が少し緩ゆるんでいた。


　少女は、特に鍵けん盤ばんに手をかけてもいなかったが、それでも脳のう内ないに音楽は鳴り響いている。やはり直接弾ひいていたわけではないらしい。それどころか、ダランと両側に垂たれ下がった手の先……こちら側から見える右手の指は、包帯でぐるぐる巻まきになっている。僕とユウがそこに視線をやると、そこで初めて、少女はこちらに顔を向けた。さすがにビクッとして一歩後ろに下がる僕ら。しかし……きちんと上げた少女の顔は、怪かい物ぶつ的でもなんでもなく、それどころか一般的な生せい者じやよりカワイイ部類でさえある顔だった。漆しつ黒こくの滑なめらかな長ちよう髪はつに、風が吹ふけば飛んでしまいそうなほど線が細いながらも、女じよ性せいらしい柔やわらかさも感じさせる体たい軀く。「大和やまと撫なでし子こ」とでもいうのだろうか。制服のデザインが現代としては簡かん素そすぎるのも要よう因いんとしてあるが、それをおいても充分に少女自身が神しん秘ぴ的というか清せい浄じような雰ふん囲い気きで……。さらにはそれが妙みように月光に照らし出されるピアノとマッチしていた。


　ただ、しかし表情はやはり悲しげで……怖くはないが、しかしあまり良い印象も抱けない。少女は僕を視界に入れて口を動かした。途と端たんに思念の音楽が止まる。言葉も音楽も基本が同じ思念である以上、両立はできないのかもしれない。


「……誰？　見えている……の？」


　どこか虚うつろな表情と喋しやべり方。ユウは特別なだけで……普ふ通つうの幽霊の反はん応のうとも言えた。心の中で舌した打うちする。幽霊に自分が見えていることを悟さとられるのは、あまり良い事じ態たいじゃない。しかし、もういまさら見えていないとも弁べん明めいできまい。僕は嘆息したのち、開き直ることにした。コクリと相手の目を見て頷き返す。


「そう……」


　少女は呟つぶやいた後……僕ぼくらから視線をはずし、再ふたたびピアノを見つめ始めた。途端にまた脳内に音楽が響き渡わたる。……意外な反応だった。僕らが見えていると知っても無視するとは……。今まで見てきた幽霊とは何か違う。


「ケイ……」


　ユウがくいくいと袖そでを引っ張ぱるので僕は振ふり返る。彼女はおどおどとしながら、視線を少女にやった。


「あの子……なんか、変だよね」


「お前には絶ぜつ対たい言われたくない言葉だな、それ」


　相変わらず不ふ憫びんな幽ゆう霊れいだ。無人の音楽室から鳴るピアノ。


「ケイ……話しかけてみてよ」


「マジでか」


「だって……このままでも、なんか余よ計けいに気持ち悪いよぅ」


　確たしかに。このまま帰き宅たくというのも……確かに後味は微妙だ。微妙すぎる。まあ、実じつ際さいそれほど害があるようにも見えないし……。


　僕は一つ嘆息すると、ユウの提てい案あん通りに話しかけてみることにした。


「あの～」


　途端に、またピタリと音楽が止まり、少女が機械的にこちらを向く。感かん情じようの伴ともなわない目をしていた。いや、絶ぜつ望ぼうの目か。……やはりちょっと珍めずらしい。恨うらみとかそういうものが宿っていない。


　話しかけたはいいものの、僕は言葉に迷まよった。なんて声をかけるべきなんだよ。そもそも女の子の扱あつかいなんて分からないのに、幽霊の、初対面の、しかも七不思議少女にかける言葉なんて、僕にはない。僕は焦あせり……もう、やけくそ気味に普通に声をかけることにした。


「ピアノ、うまいね」


　アホか。有名七不思議になにを言っているんだろう、僕は。すぐに僕が赤面し始めていると……しかし、少女の目には驚おどろきが宿っていた。感情のない目が戸と惑まどいに揺ゆれる。


「聴きいてたの……？　ピアノ」


「あ、うん」


「そう……」


　そう呟いて、再さい度どピアノを見つめなおす少女。しかし、今度は音楽は鳴り始めなかった。不思議に思っていると、少女は、今度は自分からこちらに顔を向けてきた。そうして、おずおずと声をかけてくる。


「あの……」


「ん？」


「……ありがとう」


　なんか礼を言われた。全く意味がわからずに首を傾かしげていると、少女はプイッとピアノに向かってしまう。また脳内に音楽が鳴り始める。……ええと？　僕が混こん乱らんしていると、隣となりからユウが耳元にコソッと呟いてきた。


「うまいってケイが言ったことに対するお礼じゃないの？」


「ああ……なるほど」


　まさか幽霊にお礼を言われるとは思っていなかっただけに、全然思考が回らなかった。しばしユウと二人、ボンヤリと脳内に響ひびく音楽を鑑かん賞しようする。心なしか、旋せん律りつがさっきより楽しげに思えた。ユウも同感なのだろうか。怯おびえた様子はもうない。


　……なんとなくだが、とりあえずこの幽霊は害あるモノじゃない気がした。なので、僕はもう普通の人に対するのと同じノリで接せつすることにする。僕に、そういう意味での種族差別みたいなのは全くない。いい幽霊もいれば、怖い人間だっている。そういうことだ。メロディが一いち段だん落らくしたタイミングで、口を開く。


「でもそれ、実際に鍵盤に手、おかないの？　気分だけでも」


　極きわめて自然にそんなことを聞く。彼女は再度感情のない視し線せんを僕に向けた。そうして、ゆっくりと包帯を巻いた右手を持ち上げて僕に見せる。


「手、怪け我がしたから……」


「そう……。それ、どうした？」


「事じ故こ」


　簡かん潔けつにそれだけ答え、少女はまたピアノを見つめる。詳くわしく語る気はないようだったが、メロディは脳内に鳴らなかったから、なにか思うところはあるのかもしれない。僕が沈ちん黙もくしていると、ユウがくいくいと僕の袖そでをまた引っ張った。


「ケイ、ケイ。《趣しゆ味みはなんですか？》って訊きいてみてっ」


「自分で訊けよ」


「だって、なんか……ケイの方が合ってそうなんだもん、あの子」


「なんだそれ」


「わかんないけど……さっきからあの子、ケイしか眼がん中ちゆうにない感じだもん。下手に私がでしゃばるより、ケイが一人で応対してよぅ」


「お前、変なとこで引っ込み思案なのな」


「うぅ……」


　仕方ないので、ユウの提てい案あんを受け入れてやることにする。僕は少女に向き直った。少女の瞬まばたきしないクリクリとした目と視線が合う。


「趣味はなんですか」


　言ってから、その質問のアホらしさに気がついた。いまさら遅おそいが、見合いじゃないか、これじゃ。


　少女は首を少し傾げ、それから、ポツリとまたも簡潔な回かい答とう。


「ピアノ」


「すっげぇ分かり易やすいな、お前」


「？」


　再度首を傾げる女の子。僕が嘆息していると……またもユウの耳打ち。それを、僕は考えもせずにそのまま口に出す。


「なんで死んだんですか」


　言ってから、とんでもない質問だと気付いたがもう遅い。ユウに恨みの視線を向けると、「あはは……」と苦笑いして視線を逸そらしやがった。コイツ……これを訊きたいから、わざわざ僕を介かいしやがったな……。


　少女は一いつ瞬しゆん視線を伏ふせたあと、しかし、それでも簡潔に答えてきた。


「自殺」


「っ！」


　ユウを睨にらんでいた僕は、その言葉に思わず少女をバッと振り返り、見つめる。ユウもびっくりして息を呑のんでいた。


「…………」


　妙な沈黙が場を支し配はいする。僕は……なんだかフクザツな感情が胸むねに渦うず巻まいて、どうしようもない。僕がそんな表情をしていることをどう受け取ったのか、少女は、またおずおずとだが、話を続けてきた。彼女はどうやら、自分から話をする際にちょっと戸惑いを見せるようだ。人付き合いが元から苦手な性た質ちだったのかもしれない。そう思うと、ちょっとだけ彼女に色んな意味で親近感を覚えた。


「ピアノ、弾ひけなくなったから……。だから、生きてても、仕方ないって、思った。ピアノが私の全すべてだったから。でも……」


　少女は悲しそうに目を伏せる。瞬間のその表情が……僕は、なぜか、気に食わなかった。自分でもなぜか分からなく戸惑っていると、次の彼女の言葉でその理由が理り解かいできた。


「今は、後こう悔かいしてる。自殺したの。だって、ピアノ、やっぱり弾けないもの……」


　そうして、悲しげに再度ピアノを見つめる少女。脳のう内ないに悲しげな旋律が響き渡わたった。……なるほど、これは、彼女の《願望》いう名の思念か。だから、強力なんだ。そう理解しつつも……しかし、僕の中のイライラは募つのっていた。ユウがそんな様子に気がついて「ケイ？」と声をかけてくる。が、僕はそれを無視した。しばし彼女の悲しい音楽を聴き続け……そうして、いい加か減げんイライラが最さい大だい限げんまで募って、僕は思わず声を発した。


「……ふざけんなっ」


「？」


　メロディが止まり、少女が驚いたようにこちらを向く。僕は彼女の目を睨みつけた。途と端たん、無表情な彼女の顔が狼ろう狽ばいに彩いろどられる。


「自殺を後悔しているだぁ？　ふざけんなよ、お前っ」


「あ……あの？」


　おろおろとする少女に、僕はさらに憤ふん慨がいの表情を向ける。ユウは隣となりで僕を宥なだめようとしていたが、僕は止まらなかった。


「後悔するぐらいなら最初から自殺なんかするな！　甘あまえるのもいい加減にしろ！」


「あ……」


「自殺して成じよう仏ぶつできない霊れいなんて、僕に言わせれば最低もいいところだ！　ふざけんなよ！　お前、自分で死んだ方がマシって結けつ論ろんに至いたって死んだんだろうがっ！　なら、後悔とかしてるんじゃねえ！　自分で死ぬならちゃんと死ね！　周囲に悲しみを与あたえること考えたら、少なくとも自殺を当人が後悔なんか絶ぜつ対たいしちゃいけないだろうがよっ！　そんなんだったら、最初から死ぬな！」


「…………」


「ピアノが弾きたいんだったら、怪け我がしたところで生きているべきだったんじゃないのか、お前っ！　努力もせずに自分から死んで、あまつさえ今は後悔しているって……お前、ナニサマだっ！」


　僕が憤慨していると、ユウは隣から「け、ケイ～」と肩かたをおさえて宥めてきた。……仕方なく、攻こう勢せいを止める。……イラついて仕方なかった。自分が自殺志し願がん者しやだから余よ計けいに。自殺を批ひ判はんするのは構かまわない。でも……自殺しといて、後からそれを後悔するなんてのは、僕としては最低にしか感じられなかった。周囲に散々迷めい惑わくかけるんだから……自殺するなら、少なくとも自分だけは満足しなければいけないじゃないか。逃とう避ひであれなんであれ、自分だけはその選せん択たくに自信を持たなきゃダメじゃないか。自分さえそれを否ひ定ていしてしまったら……それは、本当にただの「取り返しのつかない間ま違ちがい」でしかなくなってしまうじゃないか。そんな心こころ持もちで自殺したコイツが……僕は、許ゆるせなかった。自分の勝手でやる自殺。それなら、自分が満足しないでどうするというんだ。


　僕が冷めやらない怒いかりの視し線せんを向けていると、少女は、再度俯うつむいて言葉を紡つむいできた。


「……ごめんなさい」


「…………」


　……謝あやまられてしまっては僕も、これ以上責せめることはできない。もう自殺は終わってしまっているのだ。彼女はすでに幽ゆう霊れいになってしまっているのだ。もう……確たしかに、何を言ったところで仕方なかった。やりきれない思いを振ふりきるように、僕は彼女に質しつ問もんを投げかける。


「じゃあ、お前……自殺を後悔して、まだうだうだとこの世に留とどまっているのかよ」


「いえ……それは、少し違います」


　少女は自信なさげに呟く。それを僕は仏ぶつ頂ちよう面づらで聞いていた。


「私は……やっぱり、ただピアノを弾きたいだけなんです。この手でまたピアノを……」


「…………」


「でも、やっぱり弾けないから……。生きていた時の体でも、結局今のこの体でも……。ありあまった時間にあかせて、色んな場所の色んなピアノを訪おとずれてみたけれど、結局……」


　俯く少女。僕は……僕は、一度感情を抑おさえるように溜ため息いきをつくと、思考を切り替かえて、彼女に声をかけた。


「おい、ピア子」


「ぴ、ピア子？」


「お前のことだ、お前」


「え、えぇ～？」


　如によ実じつに不満そうな顔をされたが、続ける。


「お前、その手の怪我はなんだ」


「え、だから、事故で……」


「違う。今は幽霊なんだから、わざわざそんなイメージしなくてもいいだろうが」


　そう、幽霊というヤツは、自分のイメージ力で姿すがたを決定できる存そん在ざいだ。大たい概がいは自分の生前のイメージが思考に刻きざみ付けられているために元の姿に近い形けい態たいをとるが、ユウがいい例で、自身で姿の「調整」ぐらいはわりと簡かん単たんにできるハズだ。僕が睨むと、彼女は戸と惑まどったように返してきた。


「あ、これは……」


「別に、そのまんまにしなくてもいいだろうが。とりあえず、それ、治せ」


「え、でも、別に意味……」


「いいから治せっ！」


「は、はいっ」


　背せ筋すじをピンと伸のばして即そく座ざに指をキレイな形に復ふく元げんする七不思議幽霊ピア子。ユウは失礼にも隣で「鬼おにだ……」と呟つぶやいていた。怪我を治したんだから、鬼と呼よばれるのは心外だ。


　ピア子が指を治したのを見てとると、僕ぼくは次の指し示じを出した。


「よし、じゃあ、とりあえず一いつ旦たんピアノに向かってちゃんと座すわれ」


「え、え？」


「座れっ！」


「は、はいぃっ！」


　カチコチになって言われた通り座るピア子。ユウが「ケイの犬ってカンジ……」とまたも失礼な感想を漏もらしていたが、無む視しした。


　僕はピア子がきちんと座る体たい勢せいになったことを見てとると、ユウから離はなれ、ピアノにずんずんと近付いていく。ピア子は一いつ瞬しゆんビクッとしたが、問答無用に近付く僕。目的のためにすぐ彼女の前に屈かがみ顔が少し接せつ近きんすると、ピア子がなぜか赤い顔で「あ、あの……？」と訊たずねてきたが、僕はそれも無視して、彼女の前の鍵けん盤ばんのカバーを上げた。そうして、そのまま、彼女に告げる。


「よし、存ぞん分ぶんに弾ひけ」


「へ？」


「《へ》じゃない。弾けって。弾きたいんだろう？　さっさと弾いてさっさと成仏しろ」


「あの、でも、この体じゃ触さわれ──」


「弾けと言っているのが聞こえなかった？」


　ギロリと睨む。ユウが「鬼教官だ……」と背後で呟いていた。……自分でもそんな気がしたので今回ばかりは同意する。ピア子は「あう」と声を発すると、諦あきらめたように鍵盤に手を置いた。そう……手を、置いた。


「あ……」


　その感かん触しよくにビックリしたのだろう。ピア子は驚いた声をあげ、それから、鍵盤を一つポロンと弾くと、さらに驚き……そして、初めて見せる満面の笑えみで、僕に顔を向けた。僕も少しだけニヤリとする。


「どうして……」


「いいだろ、なんでも。弾けるんだから、弾いとけよ。多分、お前があんまりに情なさけないから、神様が《さっさと成じよう仏ぶつしろ》ってサービスしてくれたんじゃねえの？」


　物質化能のう力りよくのことは、面めん倒どうなので説明しないことにした。僕が仏ぶつ頂ちよう面づらでそう告げると、ピア子はしばし僕の顔を見つめ、なぜか小声で僕に向かって「ありがとう」と呟いたのち、ピアノに真しん剣けんな顔で向かった。そうして──


《♪》


　鍵盤を、弾はじく。


《♪～♪～》


　メロディラインが紡がれる。それは、今まで脳のう内ないに響ひびいていた音楽ではなかった。いや……よく聴きけば、確かに曲自体は一緒なのかもしれない。しかし、そのイメージがあまりに違って、別の曲のように思えた。


《♪～♪～》


　その曲は、とても、気分が高こう揚ようする曲だった。悲しみなんて微み塵じんも感じられない。アップテンポであるわけでもないのに、それは、聴いているだけで楽しくなるような、そんなメロディだった。ピア子の表情を見やる。


（……そうか。そりゃ、楽しい気分になって当然だな）


　そう、悟さとる。だって……なんてったって、弾いている人間がこんなに楽しそうなのだから。満面の笑えみで弾いているのだから。楽しい気分にならないハズがなかった。
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《♪～♪～♪～》


　音楽を聴きながらピア子を見守る。彼女は、徐じよ々じよにキラキラと光に変へん換かんされ始めていた。成仏の兆ちよう候こう。本当に、ピアノが好きなんだな……と、そんなことを感じさせる光景。ピア子は笑顔で鍵盤を弾きながらこちらを向いた。目め尻じりに、楽しそうなのになぜか涙なみだを浮うかべていた。メロディに耳を傾かたむけながら、訊くまでもないことなのだが、彼女に声をかける。


「満足か？」


　僕の問いに、彼女は激はげしくコクコクと首を縦たてに振った。


「うんっ！」


　出会った時とはまるで違う、笑顔と明るい声で返す彼女。彼女は最後まで一曲弾き終えると……満足しきった顔で、キラキラと薄うすくなりながら、席から立ち上がった。僕とユウは、そんな彼女にパチパチと拍はく手しゆを送る。それは、当然僕はこういうヤツだから、お世せ辞じや儀ぎ礼れい的なものなんかじゃ絶対なくて、心からの彼女のピアノに対する賛さん辞じだった。ピア子が、照れくさそうに微ほほ笑えんでスカートの端はしを持ち上げる。


　そうして、彼女はキラキラと消えて行く。僕とユウはその光景を、なにかとても幸せな気分で見守った。──と、


〈ありがとう〉


「っ！」


　最後に唐とう突とつに彼女はそう呟いて、タッと一歩こちらに近ちか寄より、軽く……本当に軽く、僕の頰ほおに唇くちびるを触ふれさせた。


「あ、ぅ？」


　僕が真っ赤になって戸惑っていると、ピア子は自身も僕以上に頰を真っ赤にし、自分から来たクセに「あぅあぅ」と目を回して呻うめいていた。そうして勢いきおいよくペコリとお辞じ儀ぎをする。


「さ、最後なのでがんひゃりましたっ」


　ピア子はせっかくの最後の言葉を嚙かんだ。が、上げた顔は照れながらもどこか満足そうでもあり……。ピア子はニッコリと照れを隠かくすように笑むと、それをキッカケにキラキラと一気に光に変換され、上空へと昇のぼっていった。


　彼女が成仏し終えると、そこに残ったのは……相も変わらず真っ暗な音楽室と……そうして、その暗くら闇やみの中でもわかるほどに真っ赤な青年一名。もう、鏡なんて見なくても自分でもそれが分かっていた。うぅ……誰だれか、助けてくれ。


　僕はもうなにからなにまで恥はずかしく……とにかく気分を変えようと、ユウに声をかけて振り向く。


「ユウ──」


　──と、彼女に顔を向けるも。彼女は……ピア子とは対照的に、なぜか、非ひ常じようにムスッとしていた。思わず息を呑のむ。ユウにしては本当に珍めずらしく本気で不ふ機き嫌げんな顔だったから……。


「ゆ、ユウ？」


「なぁんですか、式見君」


　なぜかいつもの呼よび捨すてではなく式見君と呼ばれてしまった。……な、なんなんだ、いったい。僕が戸惑っていると、ユウがぷいっと窓まどの方を見て、呟つぶやく。


「帰る」


「へ？」


　僕の言葉に構かまわず、ユウはフワフワと浮くと、窓から出て行こうとした。僕はさらに混こん乱らんして声をかける。


「え、ちょ、ユウ？　家に帰るんだろ？　だったら僕もなんだけど……」


「アニメ見るから、先に帰るっ！」


「え？　いや、アニメだって僕が帰らないとスイッチつけられないから結局……」


「知らないっ！　とにかく一人で帰るのっ！」


　ユウはなぜか真っ赤になって僕を振ふり返った。僕はわけも分からず戸惑う。


「え、ちょ、な、どうしんだんだよ、ユウ」


「わかんないっ！　わかんないけど、なんか、イライラするの！」


「はあ？　え、なんで？」


「だからわかんないよ自分でもっ！　でも、なんかケイ見てると……とにかく帰る！」


　そう告げると、ユウは、本当に窓からさっさと自分だけ浮ふ遊ゆうして帰っていってしまった。いつも僕が嫌いやがってもベタベタしてくるあのユウが……自分から離はなれて帰き宅たくしてしまった。


「わ、わけ分かんねぇ……」


　僕は呟き、そうして、一人で夜も更ふけた校こう舎しやに取り残されてしまっている現げん状じようを認にん識しきすると激しく虚むなしくなり……結局、一人で、こそこそとぼとぼと、情なさけなく帰宅するのだった。帰宅した後は、しばしユウはやっぱり不機嫌だったけど、翌よく日じつになると結局またいつも通りに抱だきついてきたりで……まったく、本当に意味が分からなかった。


　だから結局、我わが校の七不思議は一つ減へったかわりに、僕の中での七不思議は一つ増ふえてしまう有様だった。一ひと晩ばん空くう腹ふくの苦く痛つうを味わったわりには……プラスマイナスゼロな結果しか残らなかったということだ。





　……はぁ。死にてぇ。





　　白衣の天使に祝福を
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　体と心は連動する。健全な肉体に健全な魂たましいが宿るというが、なるほど、僕ぼく、式しき見み蛍けいという存そん在ざいにおいてその言葉は実に的てき確かくと言えた。


　僕の体たい軀くはと言えば、一いつ般ぱんより数すう段だん劣おとっていると言って間ま違ちがいない。低い身長、童顔、女じよ性せい的で筋きん肉にくのきの字も見当たらないボディ。


　そして精せい神しんはと言えば。特に自分を病やんでいるとは思わないが、一般的に他人に否ひ定ていされる要よう素そとして、僕は「死にたがり」である。俗ぞくに言う自殺志し願がん者しやというやつだ。死に魅み力りよくを感じるタイプ。でも、特に凄せい絶ぜつな理由があるわけでもなく同どう情じようにも値あたいしないという、まさに貧ひん弱じやくな体にはお似に合あいな精神なのだろう。


　そして、さらに現げん在ざいの僕はと言えば……。


「うぁ……激はげしく死にたい……」


　普ふ段だんの式見蛍以上に、死にたいという言葉を連れん呼こしていた。精神が弱っているのである。肉体が、弱っているのである。つまり……。


「ケイ、風か邪ぜ、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　春はる沢さわさんのとこ行った方がいいんじゃない？」


「春沢さんの病院かぁ。……もう、そういうのも面めん倒どうくさいぐらいに、死にたい……」


「もう……。でも、そうは言っても病気で死ぬのもイヤなくせにー。苦しいのとか大だい嫌きらいだもんね、ケイ」


「だからこそ、自殺したいんだよ。楽なカタチで。……こほっ」


「はいはい。だったら、今は死にたいを一いつ旦たん忘わすれて、素す直なおに療りよう養ようしてよー」


「全ぜん快かいか、死し亡ぼうか、どっちかハッキリしてほしいよ……僕は」


　布ふ団とんの中から、僕を心配げに覗のぞきこんでいる少女に気だるく返す。そう、僕は現在完全に風邪を引いていた。体が熱い、頭が痛いたい、視し界かいが朦もう朧ろうとする、喉のどが痒かゆい、鼻がぐずぐずする。そんな、決定的な風邪の症しよう状じよう。原げん因いんはと言えば……思い当たりすぎて逆ぎやくに考えたくなかった。ストレスは勿もち論ろん、睡すい眠みん不足に始まり体の酷こく使しには事欠かない日にち常じようだ。むしろ、体調を崩くずさない方が異い常じようと言って良かった。幸いというか不幸にもとでも言うべきか、今はちょうど高校が休日だったので、完全に療養に専せん念ねんできているわけだが……。


「ケイー、暇ひまだよー」


　布団の上からバフッと何かが乗っかってくる感かん触しよく。……そう、問題が、あった。


「暇なら僕の看かん病びようしようとか、静かにしていようとか、そういう気き遣づかいはないのか」


「あるよー。あるけど、ケイが毎回毎回『いらんことするなー！』って叫さけぶから、もう、すねているんだもん」


「そりゃ、頭の上に氷直ちよく接せつぼとぼと落としたり、お粥かゆと称しようして生なま米ごめと水をミキサーでかき混まぜたもの温めて食わそうとしたり、風邪薬をなぜか口くち移うつしで飲ませようとかしてくるやつにゃ、誰だれでもツッコミ入れるだろうが！」


「私なりに看病しようと頑がん張ばったもん！　ケイを心配する気持ちは誰にも負けないよ！」


「看病能のう力りよくに関しては万ばん人にんに負けているみたいだがな」


　そう、問題は、コイツ。今、僕の布団の上でごろごろ暇そうに転がっている、この少女にある。サラサラとした肩かたまでの髪かみの毛に、整った顔立ちと、くりくりした好こう奇き心しん旺おう盛せいな瞳ひとみ。控ひかえめに言っても、外そと面づらは美少女のこの少女。……断だんじてラブラブなわけじゃない。


　彼女、ユウは、そもそも生きている人間ではない。ほら、この時点ですでにラブコメな展てん開かいが期き待たい薄うすになっただろう？　つまり、彼女、幽ゆう霊れいというヤツだ。決して幼おさな馴な染じみだったり血の繫つながらない妹だったりはしない。だから、僕の周りをうろうろしている理由は、好意からとかじゃない。単たん純じゆんに、とり憑ついているのである。……体調悪いのは、もしかしたらコイツのせいなんじゃないかと疑うたがいたくもなる。


　ユウは布団の上でごろごろするのに飽あきたのか、枕まくら元もとまで上ってきて、僕に顔を接近させて呟つぶやいた。


「ケイ～」


「顔を引っ張ぱるな、顔を」


「静かにするからさ。ケイの顔いじって遊んでいい？」


「どうして許きよ可かをとれると思っているのかが分からない」


「む～。じゃあ、足こちょばしていい？」


「だから、なぜこの状じよう況きようでいつも以上に触さわろうとする。完全にイヤガラセだろう、お前」


「だって、イヤガラセでもしないとやってられないよ、暇で。せっかく看病しようとしても邪じや魔まにしかならないみたいだし……。どうせ邪魔になるなら、楽しいことの方がいいよね♪　ユウさんなりの看病スタイルなんだよー」


　ユウはそう告げると、僕の忠ちゆう告こくも聞かず顔をムニムニといじくり始めた。……問題点の二つ目。不幸にも僕は、幽霊に触れる能力者だということだ。霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能力。厳げん密みつには半径二メートル以内の霊体を実体化するこの能力。簡かん単たんに言えば、僕のそばならば幽霊でも生前と変わらない行動がとれるということだ。物に触れるということだ。好き合っているわけでもない彼女が僕にベタベタしがちな理由がここにある。というか、多分これが全すべて。つきまとわれる理由も、ここに居いる理由も。


　僕はもはや彼女を振ふりほどく気力も無く、顔をムニムニされたままで目を閉とじた。……。


「つり目ー」ムニー。


「口くち裂さけー」ムニニー。


「ブター」ムギュー。


「そして大おお技わざ、ファイナル・ポセイドーン！」


「待てい！　今、何しようとした！　僕の顔に、何しようとした！」


　僕は慌あわてて起き上がって、超ちよう速そくで部屋の端はしまで逃にげた。ユウは顔を不満そうにしながら、手をワキワキやって、こちらを睨にらみつける。


「むー。顔いじっていいって言ったじゃん」


「言ってない！　しかも最後のは、いじると言っても、整形の意味での『いじる』までいきそうな気配がしたぞ！」


「私の手にかかれば起きた頃ころは超絶美少年だよー。マンガみたいになってるよー」


「本気で『マンガの顔』にする気だろ、お前！」


「よいではないか、よいではないか」


　手をワキワキとさせて近付いてくる彼女。


「な、やめ、おま──く、カラダが……」


「くくく……カラダは素す直なおじゃのう」


「絶対今のセリフは使いどころ違う！」


　式見蛍、十七歳さい、変なところで絶体絶命の危き機き！　迫せまるユウ！　熱で体を火ほ照てらせながら、意い識しきを朦朧とさせる僕！　まさに手に汗あせ握にぎる……というか、変な汗かく展開！　命の危機ではないが、なにか、それ以上に大切なものを奪うばわれそうな気がする！　怖こわい！


　と、その時、唐とう突とつに、家の天てん井じようから、僕の前にスタンと何かが……白い何かが降おり立った。あいにく視界が朦朧としていてそれが「何」なのか判はん別べつはつかない。しかし。それが、どうやら人で、そして僕とユウの間に立ちはだかっていることだけは認にん識しきできた。しかし、今変な体力使ったせいで、僕の意識はすでにブラックアウト寸すん前ぜん。頼たよりにならない視界の中、唯ゆい一いつまともに機動している鼓こ膜まくに、異い常じようにハイテンションな言葉が響ひびき渡わたった！


「遂ついに来たようですね、私の出番が！　いったいどれほどこの時を待ったことか……！　もう安心ですよ、式見さん！　ここから先は私……そう、スーパーゴーストナース、ナオミ様が看病してあげますからね！」


「…………」


　淡あわい希望がなにか一いつ瞬しゆんで破は砕さい、蹂じゆう躙りんされたところで、僕の精神は完全に折れ、連動して体は制せい御ぎよを放ほう棄き……つまり気絶した。……僕は、風邪の時さえ平へい穏おんに過すごすことを許ゆるされないのですか。





　　　２





「ん、う～ん……」


　頭にひんやりした感かん触しよくを覚えて、唸うなりながらもどうにか意識を覚かく醒せいさせる。ゆっくりと目を開くと、そこには、いつもの迷めい惑わく幽霊少女の顔ではなく、年上……多分二は十た歳ちそこそこぐらいの、白衣の綺き麗れいな女じよ性せいの「ニッコリ」という、本気で心癒いやされる笑え顔がおがあった。思わずポーッとそれを眺ながめて、しかし直後に（おいおい、ここは僕の家だぞ）という当たり前のことに気付き、ガバッと起き上がる。最近すっかり部屋に他人が居ることに違い和わ感覚えなくなってきてたよ……危あぶない。


　僕が上半身を起き上がらせ、額ひたいに載のっけられていた濡ぬれタオルをぽとりと落とすと、彼女……明らかにここに居るのはおかしい白衣の美人女性は、「あらあら」と、またも優やさしげにそれを拾い、枕まくら元もとの、僕が自分で作った氷水入り洗せん面めん器きにタオルを浸ひたした。……なんか調子狂くるうなぁ。ユウみたいなのなら、問答無用で「何してるんだよ！」と言えるのだけれど、こう、なんか看かん病びようされちゃっていると、強気には出られない。……まあ、でも、そこは、不ふ法ほう侵しん入にゆうは不法侵入。僕は意を決して彼女に声をかけた。


「あのっ！」


「はい？」


「ええと、貴女あなたはどちら様でしょうか？　すいません、知り合い……じゃないですよね？」


「はい。知り合いじゃありませんよ」


　ニッコリ。……いやいや、何で笑顔なの、この人。笑顔で僕との交友関係無いこと証言してんの、この人。……むむ、だんだんクセモノな気がしてきたぞ、この人も。


「……ではなぜここに居るのでしょうか？」


「はい、それは、看病のためですよ！」


　急に活いき活きして、タオルを絞しぼり、それを掲かかげる不法侵入ナース。対して、なんかどんどん風か邪ぜ以外の要因で頭が痛くなってきた僕。はぁ……もう、死にてぇ……。僕は頭を押おさえながら訊たずねる。


「なぜ知り合いでもない人が僕の看病を？」


「ナースですから！」


　どんどんハイテンションになっていく白衣女性。……あぁ、なんか、いつもの展てん開かいになってきたな……これ。僕の周り、もっとこう、普ふ通つうのキャラクターの人はいないのか。


「ナースさんが、なぜ、ここに？」


「だって式見さん、病人ですよね。患かん者じやさんの居るところ、ナースは居るのですよ！」


「いや、ですから……」


「それよりも式見さん！　駄だ目めですよ安静にしてないと！　さあ、横になって下さい！」


　彼女はそう言うと、僕をぐいっと押して再ふたたび寝ねかしつけ、布ふ団とんをかけてくる。僕は僕で体力がないのは事実。さすがに抗あらがう気力もあまりなく、素直に横になった。……どうも危き害がいを加えようとしているわけではないみたいだし、ちょっと様子を見てみようと思ったのだ。それに、問題があったとしても、今の体力じゃ対たい処しよのしようもない。ここは素直に看病してもらう方が得とく策さくとも言える。


　僕は譲じよう歩ほするように、彼女に普通の話題を振ふることにした。


「あの、お名前は……」


「はい、私、ナース見習いのナオミっていいます！　享きよう年ねん二十二歳です！」


「享年？……ああ、死人の方ですか」


　とんでもない会話だったが、もう、こういう相手には慣なれっこだ。先さき程ほどから予想はついていたから、なおさらだ。それに、傍はたから見たら異常な状じよう況きようでも、幽ゆう霊れいと同どう居きよしていればいやでも慣れ──


「あれ？　ところで、ナオミさん」


「はい？」


「あの……ユウ……あ、僕と一いつ緒しよにこの部屋に居たはずの、女の子の幽霊は何ど処こに……」


「ああ、彼女でしたら──」


　そう言い、ナオミさんはすっと移い動どう。布団近くのクローゼットを開ける。そこには──


「ユウ!?」


「むー！　むー！」


　めっちゃ「すまき」にされたユウが、さるぐつわをされた状じよう態たいで、涙なみだ目めで僕に助けを求めていた。どうやらギリギリ物ぶつ質しつ化か範はん囲い内──つまり僕の半径二メートル以内だったようである。抜ぬけ出ることもできず、すごく苦しそうにしていた。呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていると、ナオミさんが、相変わらずニッコリと告げる。


「非常に五う月る蠅さくて看病の邪じや魔まと判はん断だんいたしましたので、すまきにしてみました♪」


「してみないで下さい！　ちょ、早く解といてあげて下さいよ！」
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　僕は自分で助けようとしたが、体がうまく動かないので、ナオミさんに解かい放ほうを促うながす。僕がユウの物質化範囲からはずれれば彼女はすり抜けて来られるのだろうが、どうにもひどくしんどくて駄だ目めだ。ナオミさんは「あらあら」と困こまったふうに首を傾かしげた。


「だって、式見さん、彼女に迷めい惑わくしていたようにお見受けしましたので……。患者さんの悩なやみを解決するのも、ナースの仕事です！」


「普通のナースは手しゆ段だん選ぶでしょう、手段！」


「そこはほら、私ですから！」


「なんですかその開き直り！　とにかく、ユウは解放してやって下さい！」


「分かりました。……仕方ないですね。ああ、これがナースの悩なやみというヤツなのですね！　患者さんのために良かれと思ってしたことでも、ワガママで心を閉とざした患者さんは、私の愛に気付かず冷たい対たい応おう！　ああ、なんて大たい変へんな職しよく業ぎようなのでしょう、ナース……。でも、めげません、神様！　私、ナオミは──」


「いいから、さっさと解いてやって下さい！」


「もう。でも、そんなワガママ患者さんにイヤな顔一つせず対応する私、ナースの鑑かがみ♪」


　ナオミさんはニコニコとしながら、ユウの縛いましめを解いていく。ユウはと言えば、笑え顔がおのナオミさんに真しん剣けんに怯おびえていた。可哀かわい想そうに……ありゃ、トラウマになるな。ナース恐きよう怖ふ症しようになるな。唐とう突とつに現あらわれたナースの幽霊にすまきにされてクローゼットに押し込こまれるなんて経けい験けんは、なかなかできるもんじゃない。


　ユウはようやく縛めを解かれると、「ふぇーん！」と泣きながら一いち目もく散さんに僕の胸むねに飛び込んできた。……さすがに今回ばかりは僕も、ユウを突つき放したりしないで、よしよしと頭を撫なでた。……いや、これはさすがに……ねぇ。


「怖こわかったよう、ケイ！　死んでまで犯はん罪ざいに巻まき込まれるとは思わなかったよう！」


「おー、よしよし。……確たしかに、怖かったろうなぁ……」


　今回ばかりは同どう情じようの余よ地ちありまくりだった。


「あうー。ケイはケイで、私に気付かないでナースと喋しやべっているし！　なんかすごくサイコな展てん開かいになっているのかと思ったよう！」


「ああ、お前のすまき姿すがたと、ニッコリナースを見た時、正直僕ぼくも背せ中なかに変な汗あせかいた」


「う、うぅ……。ケイ、鈴りん音ねさん呼よぼうよぉ。今こそ巫み女この出番だよ！　むしろ今以外にないよ、霊れい能のう力りよく者しやに仕事頼たのむようなケースは！　ケイ、悪いのにとり憑つかれちゃっているよ！」


「……それはお前も言う資し格かくなくねえか」


　僕はユウの頭をぽんぽんと叩たたきながら、視し線せんをゆっくりとナオミさんに向けた。彼女は再ふたたびタオルを絞しぼりなおしていた。……看かん病びよう続ける気満々といった様相である。


「あのー……ナオミさん？　このサイコ的展開を経へても、なお、看病するんですか？」


「当然です！　そのために式見さんを入院中からストーキングしていたのですから！」


　確かに、僕はつい最近まで入院していた。


　ナオミさんの言葉に、ユウはまたもびくりと肩かたを震ふるわし、僕を涙なみだ目めで覗のぞき込んでくる。


「明らかにサイコ系けいだよう、ケイ！　そのうちメスとか振ふり回す展開になるんだよ、これ！　そうしてケイが満まん身しん創そう痍いで退たい治じするみたいな、熱い展開に突とつ入にゆうしちゃうんだよう！」


「う、うむ……。ちょっと僕もヤバさを認にん識しきし始めたよ……」


　僕らのそんなやりとりを聞いて、しかしナオミさんは「失礼な！」と、濡ぬれタオルを振り上げて怒おこり出した。


「私はただ、式見さんに元気になってほしいだけですよう！」


「ですから、なんで、そんなに看病したいんですか……。それなら、他の人のところに──」


「他の人は……。……見えも、触さわれもしません、から……」


「あ」


　急にナオミさんはしゅんと元気を無くして黙だまり込んでしまった。……しまった。なんか、幽ゆう霊れいの一番痛いたいところついちゃったなぁ……。そう、僕のところに幽霊が来る理由なんて、これが全すべてなのである。ユウも含ふくめて。僕にしか出来ないこと……「触る」という一つの行こう為いのため。ナオミさんが僕にこだわるのも、それが理由なのだろう。


　ナオミさんが落ち込むと、ユウもさすがに同じ悩みを持つ者だからなのか、僕に抱だきつくのをやめ、「あのー」とおそるおそるナオミさんの肩に手を置いた。……おお、幽霊同士の友情。


「あ、あの。ナオミ……さん？　ご、ごめんなさい、貴女あなたの気持ち、その、気付いてあげられなくて……」


「ううん。いいの、ユウさん。いいのよ。これから看病させてくれれば、それで……」


「ナオミさん……。すまきにされた恐きよう怖ふはまだあるけれど、私達、いい友達に……」


「それで、ユウさん♪　看病の邪じや魔まだから今後同どう居きよはしばらく禁きん止しということで──」


「わーん、ケイ！　あの人絶ぜつ対たい私と仲良くする気ないよー！」


　また泣きながら抱きついてくるユウ。僕は達観した目をしながら、呟つぶやいた。


「ああ、正直、『同居・幽霊・美人女じよ性せい・変なテンション』というあたり、軽くキャラかぶっているからな……」


「私が先だよ！」


　ユウの言葉に、ナオミさんが「ちっちっち」と指を振る。


「恋れん愛あいと看病に時間は関係ないのよ」


「いや、わりと関係すると思いますが……」


「式見さんがユウさんより私を望のぞんだから、私は今ここに居いるのですし」


「いつ僕がそんな発言をしたのでしょうか」


「ケイ、そうなの？　私、もう、ポイ捨すてなの？　新しい女ができたらポイなのね！」


　ユウが僕の襟えりを摑つかんでぶんぶんと振りながら問い詰つめてくる。……僕はだんだん本ほん格かく的に体調が悪くなってきたので、対たい応おうも投げやりになってくる。


「……うん。バイバイ、ユウ」


「うわ、否ひ定ていしなかった！」


「いや、ここで認みとめておけば、とりあえず一人放ほうり出せるかなと……」


「ひどっ」


「果たして本当にひどいのは僕なのか、それとも、風か邪ぜで意識朦もう朧ろうとしている人間の周りで騒そう々ぞうしい幽霊達なのか……」


　僕はそこまで言ったところで、さすがに体力の限げん界かいにきて、ぐったりとして目をつぶった。そうすると、ことここに至いたってようやく二人とも事じ態たいの深しん刻こくさに気付いたのか、「ケイ！」「式見さん！」といまさらのように慌あわて始めた。……というか、見習いでもナースであるナオミさんはもう少し僕の体調を気にかけられなかったのだろうか……。


「ケイ、ちょっと、本気で体調悪いならそう言ってよう！」


「……さ、最初から言っていた気がするのは僕だけだろうか……」


　ぐったりしたまま、理り不ふ尽じんなことにはついツッコミを入れてしまう僕。ナオミさんは僕の額ひたいに手を当てたり、脈を測はかったりしながら、口を開いた。


「式見さん、体調はちゃんとナースに報ほう告こくしないと駄だ目めですよ！」


「……報告している場合じゃなかったのは、いったい誰だれのせいなんでしょうか……」


　ああ、やばい。ツッコミ入れつつも、意識が本格的に混こん濁だくし始めている。あれ？　僕、ホント、これ、結けつ構こうやばいんじゃないか……。うわ、もう、なんか、色んなことが分からない。あれ、今、僕、何されている？　なんか服脱ぬがされかけてない？　こ、これだけは最後の体力振り絞しぼって死守しとこう、うん……。あ、なんか今、ユウの舌した打うちが聴きこえた。なんか、ここまできてもアイツ、危き機き感なくねぇか？


　ああ、もう、でも、目、開く力も出ないや……。ああ……うぅ……死にたい。





　　　３





　夢ゆめを見た。ある、一人の少女の物語だ。


　正直なところ、僕は、夢にファンタジックなものなんて見み出いだしてはいない。例えばその日印象的な出来事があったら、それに関連したことが夢に出るし、一見突とつ飛ぴなようでも、よく考えると「そういうことイメージしたな」というような、なんらかの要よう因いんがあって、夢は形成されると思っている。でも、そんな僕でも、この夢に関してだけは説明がつかなかった。


　とにかく、僕は、想そう像ぞうもしていないような夢を見た。少女の、物語。……ナオミという、少女の物語。


　ナオミには、三歳さい年下の、キリリという妹が居た。キリリはその名前の響ひびきに似に合あわず、よく転ぶドジな子こ供どもだった。転んだ上に、すぐに泣いてしまう子だった。だから、お姉さんであるナオミは、泣きじゃくるキリリをどうにか笑え顔がおにしてあげたくて、いつも苦心していた。両親は共働きであまり家におらず、だから、ナオミはいつだって「お姉ちゃん」として、キリリの面めん倒どうを見ていた。


　ある日、キリリがいつものように転んだ時、ナオミは、おばあちゃんから教えてもらった「いたいのいたいの、飛んでいけー」という呪じゆ文もんを試ためしてあげた。すると、キリリはキョトンとした後、すぐに、元気に微ほほ笑えんでみせた。元々、転んで泣くとはいっても、大きな怪け我がをするでもなくて、キリリが泣いていたのは「驚おどろいて反はん射しや的に」という感じで、だから、気を逸そらしてやれば……心さえ元気にしてあげれば、それだけで、体も元気になったのだ。痛いたみなんて、すぐに忘わすれられたのだ。体と心は連動しているから。


　ナオミは、キリリを笑顔にしてあげることが好きだった。泣いている妹を元気にしてあげる行こう為いは……自分の魔ま法ほうの言葉で笑顔にしてあげるその「手当て」の原型と言える行為は、ナオミにとって、とても嬉うれしいことだった。それが心に根付いたのだろう。気付けば、ナオミは、人を助けることが大好きな人間に育っていた。報ほう酬しゆうもなくよくもまあ……と大人達は呆あきれていたが、ナオミは人を助けることが、好きで好きで、楽しくて楽しくて仕方なかった。だから、そんな彼女がナースという仕事に憧あこがれを抱いだき順調にナースへの道を歩めたのも、当然のことだった。両親も喜んだし、妹も適てき職しよくだと言ってくれた。……本当は……本当はナオミは、妹のように単たん純じゆんに両親に頭を撫なでてほしかっただけなのだけれど……それだけだったのだけれど……気付くと自分は「立りつ派ぱな大人」で……だから、「よくやったな」と両親に言われた時も、「ありがとう」とニッコリと微笑み返した。いつもの笑みで。


　そう、全すべては順調だったのだ。憧れのナースへの道は、全てが順調だった。看かん護ご学校を卒業し、試験も突とつ破ぱし……さて、いよいよナースとして働ける、というところまで来たところだった。


　全ては順調だったのだ。


　……居い眠ねむり運転のトラックが歩行中の彼女を襲おそうまでは。





　　　４





「式見さーん。大だい丈じよう夫ぶですか？　意い識しきありますかー？　式見さーん？」


「う……」


　自分を呼よぶ声に、僕ぼくは意識を取り戻もどした。


　……なんか、泣きそうになっていた。なんだ、これ？　僕は気付かれないように軽く目元を拭ぬぐいながら、ゆっくりと起き上がる。背せ中なかにそっと手が回された。視し界かいがハッキリしてくると、ようやく、ナオミさんが僕を支ささえてくれていたことに気付く。


「あ、すいません……」


「いえ。それより、大丈夫ですか？　風か邪ぜをあんまり侮あなどっちゃ駄だ目めですよ、式見さん。風邪で死ぬ人だって居るんですからね？　人間、いつどんなことになるか分からないんですから。用心して、しすぎることはないんです」


　先程までのふざけた感じとは一転、今は本当に看かん護ご師しさんの顔でそんなことを言うナオミさん。僕は今見た夢のことを考えながら、しかし外見は極きわめて平静を装よそおって返した。


「は、はは。死んだ人に言われるとなにか説得力ありますね……」


「そうですよ。私なんて──」


「トラックに、轢ひかれたんですか？」


「あ、はい。……あれ？　話しましたっけ？」


「……ええ、まあ」


　僕は応おう対たいしながらも、ああ、さっきの夢はそういうことかと悟さとる。……非ひ現げん実じつ的だけど。幽ゆう霊れいという存そん在ざいからして非現実的なのだから……後こう悔かいの塊かたまりである思念体がそばに居る状じよう態たいで寝ねたら、そりゃ、ああいう夢見てもおかしくはないのだろう。一いつ般ぱん的に言う「夢ゆめ枕まくらに立つ」っていうやつじゃないかな。僕みたいな霊れい視し能のう力りよくの持ち主だから見れた……というよりは、割わりと一般人にも起こりうる事態なんだろう、こういうのは。夢って、外部の影えい響きよう受けやすい感じするし。まあ、だから今回はたまたま波長が合った、ということなのかな。病人とナースだし。ユウの場合は、そもそも記き憶おく喪そう失しつだし、波長どころかテンションだって合いそうにないから──って。


「あれ？　ユウは？　なんかまた見当たりませんが──って、まさか、また……」


「ち、違いますよう！　彼女は、なにかリンネさん？　という方を呼よびに行きましたよ？　実体化できるとはいえ、やっぱり、生きている人が居た方が看病は便べん利りですから」


「ああ……なるほど。すいません」


「いえ。……でも。ふふふっ」


　唐とう突とつにナオミさんがクスクスと笑い出した。僕が怪け訝げんそうに首を傾かしげると、彼女は、「いえ」と笑いながら答えてきた。


「迷めい惑わくだ迷惑だって言っているわりに、式見さん、ユウさんの姿すがたが見えないとすぐに心配そうな表ひよう情じようするものですから……」


「う……。べ、別に、そんなんじゃ」


　僕は頰ほおを熱くして、そっぽを向いた。ナオミさんはまだクスクスと笑っている。──と、そうこうしているとちょうどユウが戻ってきた。壁かべからするりと抜ぬけ出てきて、起きている僕を見つけると、「ケイー！　良かったー！」と当社比三割わり増ましの勢いきおいで飛びついてくる。


「ちょ、おい」


　いつものことだったが、変な会話の後だったので、妙みように照れて脈が乱みだれる。風邪状態にこのドキドキは、正直辛つらい。ユウはしかしそんな僕の状態を知るはずもなく、頰を擦すり寄よせてくる。


「鈴りん音ねさん、もうすぐ来てくれるからね！……それにしても……良かったよぉ……ホントに、良かったよぉ」


「……ユウ？」


「ケイが、このまま死んじゃったらどうしようかと思ったよぉ」


　しゃくり上げているらしいユウの声。抱だきつかれているのであいにく表情は見えなかったが、鼻水をすすっている音も聞こえるので、顔は相当ひどいことになっているのだろう。


「大げさな……風邪ぐらいで」


「良かったよぉ。私……私、全然何もできなくて……ケイが苦しんでいるのに、何もできなくて……。せめて私が元気にしていたら、ケイもいつも通り、怒おこったり呆れたり、それに笑ったりしてくれるかと思ったけど……。でも、やっぱり迷惑しかかけていなくて……」


「…………」


　ぐす、と本気で泣いている様子のユウ。……もしかしたらコイツ、今抱きついているのは、顔を見せたくなかったからなのだろうか。


「これでケイ死んじゃったら……私、私……」


「わ、分かったから、ユウ。ほら、別に、そこまでひどくないからさ。安心しろって。大丈夫だから。……その、ごめんな、心配かけて」


「うぅ……」


　まだ泣きやまないユウ。僕は一つ嘆たん息そくし、仕方ないので彼女の頭を「よしよし」と撫なでてやった。──と、


「あらぁ……。私、もしかして、凄すごくお邪じや魔ま？」


　ナオミさんがこの光景を細目で、ちょっと引きながら見ていた。僕は慌あわてながらも、しかしこの状態のユウを突つき放すわけにもいかず、彼女をなだめたままでナオミさんに返す。


「勘かん違ちがいしないで下さい！　僕はただ……」


「ただ、なに？　式見さん、やっぱり優やさしい人だったんですねぇ。彼女ともラブラブなようで……私の出番無かったですかね。おほほ」


　そう言いながら、そろそろと後こう退たいしていくナオミさん。僕はユウに抱きつかれながらも、「ちょっと！」と彼女を引き止めた。と同時に、ユウの体を離はなす。今回はユウもなにか恥はずかしかったらしく、素す直なおに離れてくれた。


「だから、勘違いですって、色々！　ユウは彼女じゃないですし、それに、僕は、ただ、その……。ほら、同どう居きよ人にんがいつまでもめそめそ……自分のせいでしていたらイヤでしょ？　だから、慰なぐさめているだけで……」


「へええ」


「そ、それに！　ナオミさん、いいんですか？　貴女あなた看病したくてここに来たんですよね？」


「…………」


　ナオミさんは僕の言葉に、今までのふざけた雰ふん囲い気きを搔かき消し……しかし、やっぱりニッコリと微ほほ笑えむ。


「看病したいのは、その通りですけどね。でも、私の本当にしたいことは……看病、というわけじゃないですから」


「？」


「だって、私が本当にしたいことは……」


　そう言って、ナオミさんはユウと僕に一回ずつ視し線せんをやり、ふわりと微笑む。


「私が本当にしたいことは、人の、幸せな顔を見ることですから。苦しみや痛いたみから回かい復ふく……ううん、体だけじゃない。心も元気になった人の、心からの笑顔を見ることですから」


　……その姿は、比ひ喩ゆではなく、「白衣の天使」だった。少なくとも、そこまで慈じ愛あいに満ちた顔を、僕は、今まで見たことが無かった。


「でもそれならば、なぜ、ナオミさんは成じよう仏ぶつできてないんですか」


「どうして？　う～ん……それはやっぱり、まだ私が望のぞんでいないから、じゃないかしら」


　当然、という表情でナオミさんは告げてくる。僕とユウは「は？」と呆あきれて返した。


「だって、私、『今』が幸せですもの。天国に行ったら、患かん者じやさんは居いないでしょう？」


「そ、それはそうですけど……」


　ユウが呆ぼう然ぜんとした顔をナオミさんに向ける。自身も幽霊である以上……それは、その価か値ち観かんは、初めて知るもので面めん食くらったのだろう。そんなユウに、ナオミさんはやはりニコニコしっぱなしで、告げた。


「この気持ちはきっと、いつか、ユウさんなら分かると思うな」


　ユウが「え？」と首を傾かしげると同時に、ナオミさんは、なぜか僕に一度視線を向け、そうして、またユウへと戻した。……？　なんなんだか……。僕は一つ嘆息する。


「僕には理り解かいできませんけどね。全然。全く」


「ああ、式見さんは死にたがりでしたもんね。消えたいということは……そうですね。好き好んでこの世に幽霊になっても留とどまっている私のこと、よく分からないかもしれませんね」


「……ナオミさん、本当に幸せなんですか？」


「はい。……だって、生きていても、未練って……叶かなってない希望って、皆みなさんいっぱいあるでしょう？　でも、それでも『幸せ』な人って、居ると思うんですよ。私は、まさに、そういう状態です。未練がないって言ったら噓うそになるけど、でも、同時に幸せでもあります。だから、成仏しなくても、いいんです」


「……そうですか」


　僕はコクリと領うなずいたが……しかし納なつ得とくはしていなかった。単たん純じゆんに自殺志し願がん者しやとしての考え方の違いもあったけど、それだけじゃなく。


「？」


　僕が視線を送っていると、首を傾げられてしまったので、思わず目を逸そらす。……この人、本当は、ちゃんと、患者さんの看かん病びようなんて幸せだけじゃなくて……望んでいること、あるのに。どうして言わないのだろう。物ぶつ質しつ化か能のう力りよく者しやの僕に頼たよればいいのに。……いや、分かっている。気を遣つかっているんだ、この、馬ば鹿かみたいに優しい、そして他人に遠えん慮りよするナースは。


　僕は彼女の願いを……未練に直結するわけじゃないけど、でも、確かく実じつに彼女の欲よつ求きゆうであることを……そのつつましい願いを、夢ゆめで見て、知っている。……自分も妹が居るから……よく、分かっている。いや、もしかしたら、だからこそ、この人の過か去この夢を僕は見たんじゃないだろうか。彼女の秘ひめた願いは、僕にも、本当はリンクしていたから。妹ができたことで「ケイ」から「お兄ちゃん」になってしまった、幼おさない頃の、僕の、嬉うれしいけど、でも……本当は奥おく底そこにしまっていた、マイナスの感かん情じよう。でも、人前に出すことをやめてしまう、その、気持ち。……その、遠慮してしまう気持ちまで僕は分かってしまったから……やっぱり、彼女が幽ゆう霊れいになっても未いまだにそんな小さな願いを僕に言わないことが……せっかく物質化能力者が目の前に居るのに言い出さないことが、辛つらかった。風か邪ぜを引いている僕に願いを言うことを遠慮しているナオミさんが……なにか、歯は痒がゆかった。


　僕が黙だまり込んでいると、ユウが、なにか雰ふん囲い気きを読んだのか、ナオミさんに話しかける。


「えっと。その……私も、ナオミさんみたいに、幸せに、なれる……かな」


「え？　もう……。ユウさんはとっくに、私なんかよりずっと幸せになれる要よう素そを、見つけているじゃないですか」


　そうして、また、意味の分からない視線を僕に向けるナオミさん。今度はユウもその視線に気付き、こちらをちらりと見て……そうして数秒後、なぜか、ポッと頰ほおを赤くした。


「あ、う」


　なぜか顔を赤くして正せい座ざしているユウに、僕は、「おいおい」と声をかける。


「どうした、ユウ。風邪うつったか？　あ、いや、幽霊って風邪うつるのか？」


「うぅ……なんでもないっ」


「？　なら、いいけど……」


　全く、相変わらずよく分からないヤツだ……。ナオミさんは何か非ひ常じように腹はらの立つ表情でクスクスと柔やわらかく笑っていた。


　ナオミさんは一通り笑った後、「さて」ともう一度立ち上がる。そうして、そのまま去ろうと、物資化範囲から抜ぬけ出た。


「じゃあね」


　満足そうに笑んで、ふわりと浮ういて行こうとするナオミさん。僕ぼくは……僕はしかし、彼女に対し、一言、声をかけた。


「本当に、それでいいんですか？」


「え？」


「ですから。本当に……。ああ、もう！　僕、そんなにイイヤツじゃないんですからね！　してほしいことあったら、ちゃんと言わないと、伝わらないんですからね！」


「え、ええ？」


　戸と惑まどったように目をキョロキョロとさせるナオミさん。ったく、この人は！


　僕は軋きしむ体に鞭むち打うって立ち上がると、ずんずんとナオミさんに近付き彼女を物質化、そうしてから、少し考えて──戸惑うナオミさんの頭を、コツンと、殴なぐった。


「いたっ」


　彼女の不満そうな顔を見たまま、僕は、その頭を自分の胸むな元もとにぐいっと引き寄よせる。傍はたから見たら、抱だきしめているようだ……というか、正直抱きしめていた。とりあえずユウは「あー！」と、なんか背はい後ごで批ひ難なんの声をあげている。……くそ、なんで僕がこんな……。心の中で毒づきながらも、次の行動に移うつる。


「あ、あの、式見さん？　え、ええと、これは、あの」


　すっかり戸惑っているナオミさん。僕は彼女の頭を……胸元にある、自分で小こ突づいた頭を、一度、優やさしく撫なでる。


「こほん。『痛いたいの痛いの、飛んでいけー』」


「え？」


「痛いの痛いの、飛んでいけー」


「…………」


　僕はそう言いながら、何度も彼女の頭を撫でる。ナオミさんは最初こそ戸惑いの表情しか見せなかったが……次し第だいに、じわりと、目め尻じりに水分を溜ため、そうして、それを隠かくすように、顎あごをひいて、自ら僕の胸元に顔をうずめた。僕は一つ嘆たん息そくして……彼女に声をかける。


「確たしかに貴女あなたの『してあげたいこと』はよぉく分かりましたけどね。それと、『してほしいこと』は別でしょ。『してあげたいこと』は自分の意い志しだけでできますけど、『してほしいこと』は、ちゃんと言わなきゃ伝わりませんよ」


「…………」


「例えば、そう……保ほ護ご者しやじゃなくて、子供に、たまには戻もどりたかった、とか。……本当は一番『痛いの痛いの、飛んでいけー』をしてほしかったのは、自分だって、こととか。それに……両親に、妹だけじゃなくて……ナースじゃなくて、お姉ちゃんじゃなくて、自分を……ナオミを、撫でてほしかった、とか」


「……う」


　胸元でしゃくりあげる、二十二歳さい。……いや。年ねん齢れいこそ年上だけど……僕は、知っている。彼女の願いは……一番根本にあった願いは、あの子供の頃から、何一つ変わってなんかいないのだということを。ただ単純に……頭を撫でて欲しい。自分も甘あまえたい。ただ、それだけだったのだ。「お姉ちゃん」じゃなくて。「ナオミ」に、たまには戻りたかった。そんな、言えばすぐ聞いてもらえるような、小さな願い。……でも、言えない、願い。……僕もそうだったように。


　僕がゆっくりと彼女の頭をさすっていると、しばらくして、ナオミさんはようやく顔を上げた。そのまぶたは少し赤く腫はれていて、それ以上に、頰も、真っ赤だった。
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「あの……」


　ナオミさんは、ニッコリと、満面の笑えみを浮かべる。


「……ありがとう。死んでから初めて……なんか、その、単純に嬉しくて笑えた……かも。あ、も、勿もち論ろん成じよう仏ぶつなんて、しないけどねっ」


　ナオミさんはそう言ってペコリと頭を下げると、僕の顔を見て、なぜかもう一度頰を赤くしていた。素す早ばやい動きで僕から離はなれ、ふわりと浮きなおす。


「あの……また、その、たまに来ても、いいですか？」


　と視し線せんを逸そらして訊たずねてくるので、僕は苦く笑しようして返した。


「いいですよ、別に。幽霊に頼たよられるのは慣なれてますから」


　ナオミさんはようやくいつもの笑顔に戻ると……最後にペコリともう一度頭を下げて、そのまま、勢いきおいよく去っていく。……なんであの人、最後まで赤かったんだか。変なの。


　ナオミさんが行ってしまうと、室内に妙みような空気が流れた。振ふり返ってみると……ユウが、非常に不満そうに頰を膨ふくらませて、僕の布ふ団とんに座していた。態たい度ども大きくあぐらである。


「私にはあんなサービスしてくれないのに、ナオミさんには、なでなでなんて、自発的にするんだね、ケイは」


「いや、それは……」


　夢の話とか自分の妹のこととか説明するのも……なんか非常に面めん倒どうくさい。僕は曖あい昧まいな笑みで返したが、しかし、ユウはやっぱり満足してくれなかった。沈ちん黙もく。


　僕はとりあえずどうにかユウをどかすと、さすがに風か邪ぜがきつくて布団に潜もぐり込こむ。……しかし少し考えて、一言だけ、彼女に言っておくことにした。


「とりあえずさ、ユウ……」


「…………」


「その……ありがとう」


「え？」


「う……。えと、さ。風邪。……多分な。僕、一人で居いたら……その、絶ぜつ対たい、もっともっと気が滅め入いっていた。だからその……サンキュ」


　しばらく静せい寂じやくが部屋を満たす。僕がなんだかだんだん恥はずかしくなってきて布団の奥おくに顔まで潜り込ませていると、唐とう突とつに、布団の上から重みを感じた。人形の重み。


「ケイッ！　それは、やっぱり私が騒さわいでもいいってことだねっ。ありがと！　大好き！」


「な、それは違ちが──」


「ホントにありがとうね！　私、今後はもっと賑にぎやかにできるよう精しよう進じんするね！」


「だから、おま、それは曲きよつ解かい──って、布団からなんか出られないんですけど！　どんな乗り方してるの、今！　ねえ！」


「ケイー♪」


「いいからどけー！　窒ちつ息そくする！　窒息するって！」


　ナオミさん。僕にはやっぱり、成仏以外の幸せなんてよく分かりません。少なくとも、ユウが成仏してくれると非ひ常じように幸せになれる青年が一人いることは間違いないです。……まあ。その。……騒さわがしいのはわりと嫌きらいじゃなかったみたいです……けど。





　　幽霊屋敷の夜








　幽ゆう霊れい屋や敷しきというヤツが近所にあった経けい験けんはあるだろうか？


　僕ぼくの場合はと言えば、ありがちな話で恐きよう縮しゆくだが、小学校低学年時代に一度、妹と探たん検けんに行ったことがある。イタイ思い出だ。実じつ際さい、こんなことをするのは子こ供ども、もしくはホラー映えい画がの序じよ盤ばんで殺されるような男女数人組ぐらいなのだ。いくら僕が「死にたがり」といえど、基き本ほん的に痛いたいの苦しいの、それに怖こわいのは当然イヤだ。イヤに決まってるのに……。


「第一回幽霊屋敷探たん索さく大会、イン幽霊屋敷！」


「……イン幽霊屋敷って……幽霊屋敷以外でその大会は詐さ欺ぎだろう……」


　現げん在ざい、僕はその幽霊屋敷の玄げん関かん前にいた。しかも驚おどろくなかれ、どうやらもうここを探索することは決定済ずみのようだ。あろうことか大会でさえあるらしい。何を競きそう大会なのかは、まあ、各おの々おの想そう像ぞうしたらいいんだと思う。


　この小学校低学年的発想の提てい案あん者しやは、目の前でキラキラと目を輝かがやかせて夜の幽霊屋敷を見つめている少女……ユウである。……彼女に関しては、もう、ツッコミ所満まん載さいすぎる存そん在ざいのため、順番に消化したいと思う。このツッコミで僕の心の元気の無さに共感いただけると、これ幸さいわいというものである。


　まず第一に、彼女は幽霊だ。


　……最初から衝しよう撃げき的なツッコミ所で申し訳わけない。ただ、これは紛まぎれもない、目を背そむけたくても背けてはいけない現実というやつだ。ユウは、僕、式しき見み蛍けいにとり憑ついている浮ふ遊ゆう霊れいである。なぜ彼女が僕なんか死にたがり野や郎ろうに好すき好んでくっついているのかと言えば、僕が幽霊を見ることができる人間であると同時に、僕だけの特とく殊しゆ能のう力りよく……霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能力の持ち主だからであろう。この能力、まあ端たん的てきに言って幽霊に触さわれる能力、ということだ。厳げん密みつに言えば、僕の周囲二メートル以内の霊体及およびそれに連なるもの全すべてを実体化する能力。つまり、僕の周りにいれば生前と変わらぬ生活が送れるということであり、ユウが僕につきまとっているのはこのためである。


　そう、僕はただでさえ幽霊を呼よび寄よせがちな霊視能力どころか、幽霊に触れるなんていう激はげしく要いらない能力の所持者である。この能力をもって幽霊屋敷入場など、実じつ際さいスラム街の裏うら路ろ地じに入るのと大して変わらない。


「わくわくだね～、ケイ」


「…………」


　ユウのツッコミポイントに戻もどろう。彼女、別に小学校低学年ではない。正せい確かくな年ねん齢れいは不ふ詳しようだが、外見は明らかに僕と同年代……十五～十八の範はん囲いだ。「幽霊屋敷探索大会！」なんて言って微ほほ笑えましく思われる年代はとうに過すぎている。


　そして、コイツがまた世に言う「美少女」というヤツだから厄やつ介かいだ。ある程てい度どのことは容よう姿しで許ゆるされちゃいがちっていうのだろうか？　今みたいな子供っぽいことを言い出して周囲を振ふり回しても、あまり責せめられない、そんな卑ひ怯きようなポジションにあるのだ。実に腹はら立だたしいではないか。


　僕が心の中で、挙げ始めたらキリがないツッコミポイントを指し摘てきしていると、当人……ユウは、何が楽しいのか笑え顔がおで、僕の手を引いて前に歩き始めた。ボンヤリと屋敷を眺ながめる。


「楽しそうだねー」


　なぜこれを見てウキウキできるのだろうか。昭和の遺い物ぶつのような無意味にでかい巨きよ大だいな木もく造ぞう建けん築ちく物ぶつ。下手すると学校の校こう舎しや、町役場のように見えるが、門もん扉ぴやその他の装そう飾しよくを見る限かぎりそういった公共施し設せつではないようで、やっぱり、わけありの放置屋敷臭しゆうがぷんぷんとする。ハッキリ分かる。ここは、寄り付いちゃいけない場所だ、と。聖せい域いきという表現が微び妙みように相応ふさわしいだろうか。どうしてこんな場所を、浮遊霊と探検しなければならないのか。


　僕はもう一度だけ、無意味に抵てい抗こうしてみた。立ち止まって、手を引っ張ぱる。


「ホントに入るのか？」


　僕の言葉に、ユウがムッと顔をしかめ、サラサラとした髪かみをなびかせながら振り返った。僕の手を摑つかむ力が強くなる。


「そうだよ。楽しそうじゃない。幽霊出そうだし。ロマンだよね～」


「鏡でも見て満足してくれ」


　嘆たん息そくする僕。ユウはユウで「やれやれ」と息を吐はいた。


「分かってないなぁケイ。幽霊屋敷に幽霊出るのが、ロマンなんだよ。そこをカップルで訪おとずれてきゃあきゃあ言うのが、青春なんだよ」


「そんな三流映画みたいな青春はいらない」


「そして、後で第一の変死事じ件けんの被ひ害がい者しやになるのが、またロマンなんだよ～」


「お前のロマンのために僕は変死するのか」


「じゃ、気を取り直してレッツゴー！」


「気を取り直せる要よう素そが何かあったか？」


　僕の疑ぎ問もん虚むなしく、ユウは勝手に前進を始めた。ずるずると引きずられる僕。……はぁ。


「死にてぇ」


　思わず呟つぶやく。これはもう僕の口くち癖ぐせのようなものだ。しかしユウはムッと顔をしかめる。


「そんなこと言っていると、ホントに殺されちゃうよ？　屋敷の幽霊に」


「…………」


　ユウがギャグっぽく「あはは」と笑いながらツッコンできた。……対して僕は、それはシャレになってないと顔を青くし、そうして、体から力が抜ぬけたところを、屋敷の中に向かって幽霊に引っ張られていくのであった。





「お邪じや魔ましま～す」


　ユウが挨あい拶さつしながら無意味に音の鳴る両開きのドアを開けた。僕は嘆息しながら、持ってきた懐かい中ちゆう電灯をつけ、こうなったらさっさとこの冒ぼう険けんを終わらせようと、仕方なく中へとユウに続いて足を踏ふみ出す。一歩踏み込こんだ瞬しゆん間かん、空気が濁にごったのが如によ実じつに分かった。


　玄関に入って懐中電灯を使いぐるりとホールを見み渡わたしてみる。またこれが、どっかのＲロールＰプレイングＧゲームでしか見たことないようなシャンデリア（くもの巣付）や、赤あか絨じゆう毯たん（変色＆虫食いバージョン）の敷しかれた階かい段だん、壁かべにかかった巨きよ大だいな老ろう紳しん士しの絵画など、いかにもという幽霊屋敷。さらにげんなりした。一いつ見けんした分には幽霊はいない。最初から大量の霊に取り囲まれることも覚かく悟ごしていただけに、これに関してはありがたかった。……少し意外だが。


「うわぁ。なんか、アレだよね、ケイ。遺い産さん相続を巡めぐって壮そう絶ぜつな、血で血を洗う惨さん劇げきが繰くり広げられた雰ふん囲い気きがぷんぷんするよね」


「勝手に壮絶な背景を捏ねつ造ぞうしないでくれ」


「でも、こんな立りつ派ぱなお屋敷が放置されているなんて、それなりの理由はありそうだよ」


「……まあ、それはそうだが」


　僕もそれには同意した。こんな物ぶつ件けんが放置されているのは、確たしかに少しおかしい。


　ユウがどんどん先に僕を引っ張って歩いていく。


　ホールから二階に続く階段を上のぼりつつ、僕はげんなりと呟く。


「怖いのはイヤなんだが……」


「ああ、もう、うるさいなぁ。どうしてそう悲ひ観かん的なの？　これだから自殺志し願がん者しやは」


「お前、今日はやけにムカつくキャラだな。……ちょっと変だぞ？」


　僕の言葉に、ユウはぎくりと体を強こわ張ばらせた。そうして、少し困こまったように視し線せんをさまよわせる。


「と、とにかく、ケイは素す直なおに私についてくればいいの。二人きりの時間を楽しもうよぉ」


「楽しみ方が一つとして分からない……」


　一つ嘆息した後、僕はもう諦あきらめて彼女についていくことにした。ユウは歩きながらさらに「きゃっきゃと騒さわいでベタベタできるだけでも楽しいじゃない、愛があれば」とか言っていたが、愛がないのだから面おも白しろいはずもない。


　しかし……なんとなく、彼女がはしゃぐ気持ちが分からないじゃなかった。普ふ段だんこういうアトラクション的なことって、幽ゆう霊れいである以上、そうそう体験できない。お出かけだって、少ない。一いつ緒しよに行動できる人間だって限られているし……ユウの性せい格かくからしたら、本当はそれは、切実な問題なのだろう。普段は僕の周りで騒さわぐだけで満足しているように見せていても……やはり、一緒に生活しているとさすがに分かった。本当は、コイツは相当寂さびしがっているのだということに。


　僕は嘆息しつつ彼女についていく。


　二階は、一階の大きな開けた空間とは対照的に、細かいセグメントに分かれたフロアのようだった。ドアが何なん個こも存そん在ざいし、「無む駄だに探たん索さく範はん囲いとドッキリポイントが多い……」という、ぐったりしてしまうものだった。幽霊がいるかもしれない空間でドアを開けるのなんて、ホラー映画の見せ場じゃないか。それを何度も繰り返さなきゃいけないのだから……溜ため息も出る。


　僕とは対照的にユウは未いまだにワクワクした瞳ひとみをしていた。


「……なんでまた幽ゆう霊れい屋や敷しきなんだ？　なんかあるのか、ここ」


　ユウがあまりに恐きよう怖ふを見せないので訊たずねてみる。すると、彼女は意外な返答をしてきた。


「……女の子の幽霊がね、出るらしいんだ。イタズラ好きの、可か愛わいい女の子の霊。それも気に入った人にだけイタズラするっていうあたりが、凄すごく可愛いでしょ？　学校の女子の間で噂うわさされてただけなんだけどね。……まあ、この幽霊屋敷がどうこうじゃなくて、この辺で出るって聞いただけだから、ここに居いるかも分からないけど。ここに来たのは、単たん純じゆんに、目に付いたからっていうだけ」


　正直なところ眉まゆ唾つばだと思った。まあしかし、噂になるということは一いち応おう根こん拠きよはあるはずで。


　とりあえず何ど処このドアも開けず、ザッと観察する意味もあって廊ろう下かをただ歩く。


「……その女の子の霊が、どうかしたのか？」


「……ちょっとね。もしかしたら、その……」


　ユウが珍めずらしく頰ほおを赤くしてもじもじする。そうして、数秒の沈ちん黙もく後ご、小さく呟いた。


「友達に……なれるかなって」


「友達？……ああ」


　納なつ得とくした。コイツ……やっぱり、本当は寂しかったのだろう。僕がそばに居るとはいえ……やっぱり本ほん質しつ的にコイツは自分を一人だと思っているのかもしれない。……なぜか、僕は、その思考の後、少しイライラとした。なぜかはよく分からない。


　ちらりとユウの様子を見ると、彼女はまたワクワクした様子でキョロキョロと室内を見渡していた。嘆息しつつも、僕も、少しだけ微ほほ笑えむ。……仕方ない。死にたがりの僕では……越こえられない一線というのは、あるのかもしれない。それこそ、同じ幽霊同士でたまには話を盛もり上げたりしたいものなのかもしれない。そう考えると、まあ、この冒険も仕方ないように思えてきて……僕は、再ふたたび嘆息。……そして、また、妙みようなイライラ。──い、いや、別に僕はユウのことなんてどうでもいいのだけど。うん、まあ、ほら、あれだ。ユウに幽霊の友達できたら、僕の負ふ担たんも少しは減へるかなと考えての行動であって。


「ケイ、どうしたの？　なんか顔赤いけど」


「な、なんでもない。そ、それよりもっ！　なにかアテはあるのか、その幽霊」


「う～ん……実は、全くなかったり」


「なんだそれ」


「この幽霊屋敷は、たまたま見つけただけで。……でもでも、幽霊集まりそうでしょ、こういうところ」


「まあ、そりゃそうだが……。じゃあ、本気で骨ほね折おり損ぞんのくたびれもうけになる可か能のう性せいも高いのか」


「うぅ、そんなこと言わないでよぉ。だからほら、ホラーな雰ふん囲い気きを楽しもうって言っているじゃない」


　……だからコイツ、最初から妙に僕を楽しませようとハリキッていたのか。自分の事じ情じようで訪おとずれた上、最初から結局何も見つからない可能性もあったもんだから、「探索」なんて名目をつけたわけだ。はぁ……いつもながら、抜ぬけ目のないヤツだ、まったく。


　ユウは気まずそうに作り笑顔を見せると、「れ、れっつごー」と、また僕の手を引っ張ぱって勝手に歩き始めた。


　しばらく二階をぐるりと探索し、それから、数部屋、思い切ってドアを開けて探索してみるも……結局何も出てきやしない。


「ハズレじゃないか」


　僕が疲つかれた息を吐はきながら呟つぶやくと、ユウは「うっ」と表情をひきつらせた。まったく……あやふやな情じよう報ほうで僕まで振ふり回すなっつうの。


　僕は、新たに開いたドアの先の部屋が他と違ちがってわりと小こ綺ぎ麗れいになっているのを見てとると、そこに入り、毛もう布ふで覆おおわれていたため埃ほこりも積もらずに済すんでいたソファに、どっかりと腰こしを下ろした。ユウが「ケイ～」と困った顔で近付いてくる。


「なんで休きゆう憩けいモードなのさ～」


「いいだろ少しくらい。お前と違って、僕は生きている人間なんだからな。疲れるの」


「それにしても、体力なさすぎだよ～」


　そう言いつつも、ユウも一人で探索に出る気はないのか、ソファの僕ぼくの隣となりにとすんとムクれながらも腰を下ろしてきた。二人でしばらく、なにをするでもなく、ソファに座すわり続ける。僕は「なんで今日はいつにもまして活動的なんだよ」と仏ぶつ頂ちよう面づらで訊ねる。ユウはその僕の質しつ問もんに、少ししゅんとして、呟いた。


「何もしないでいたら……暗いことばかり考えちゃって……いやなんだもん」


「…………」


「動いていないと……自分がスーッと空気に溶とけていっちゃいそうで。ケイのそばでケイを感じていない時は特にだよ。誰だれからも見えなくて、誰にも干かん渉しようできなくて、誰とも喋しやべられなくて。そうしていたら……不安に、なるんだもん。……友達ほしいよ。いつも絶たえず、動いて、いたいよ。ケイと一緒に……遊んでいたいよ」


　ユウが不安そうに僕を覗のぞき込こむ。僕は……僕は、またコイツの気持ちをちゃんと推おし量れなかったことを少し後こう悔かいし、それから、「そっか」と微笑んで、ユウの頭をぽんぽんと叩たたいた。ユウが少し笑顔になる。僕が自分から彼女に触ふれるというのは……たとえ軽く頭を叩くだけでも、非常に珍めずらしく、そして、普ふ段だんしないことだけに、それは本当に彼女のことを気にかけている時だけの行動で。ユウもそれに気付いているのだろうか。「えへへ」とはにかんで、僕を見つめた。


「…………」


　なにか、その静せい寂じやくの暗くら闇やみの中……ソファに密みつ着ちやくした状じよう態たいで座り、こうして目が合うと……変な気分になる。暗闇なので、余計に潤うるんだユウの瞳ひとみや、赤い頰ほおが、幻げん想そう的に見える。なぜか頭がポーッとしていた。自分でもよく分からない。ただなんとなく、カップルでこういう場所に遊び半分で来てしまうヤツらの気持ちが、少し分かった気がした。ふと気付くと、なぜかユウが目を閉とじ、そっと──


〈バリンッ！〉


「っ！」「きゃっ！」


　破は裂れつ音おん！　ユウが僕の胸むねに抱だきついてくるが、当然、それに対し反はん応のうしていられる余よ裕ゆうも無い。静寂の中で唐とう突とつな、それも近くから聞こえてきたその音おん響きようにビクリとし、周囲を見み渡わたす。すぐに音の正体に気がついた。


「……窓まどガラスが……」


　呟いて、ユウを促うながし、とりあえずソファから立ち上がる。彼女はまだ僕に抱きついたままで、おそるおそる窓の方を見た。


「な、なんか割われてるよ、ケイ」


「見れば分かる」


「……ケイの超ちよう能のう力りよくが開花したのかな？」


「……お前の推すい理り、なんか凄すげぇな。この状じよう況きようでその発想できるあたり、状況に囚とらわれない思考力がある感じだな」


「え、それ以外に可か能のう性せいある？」


「……そのピンポイントな指向性はどうかと思うが」


　僕は嘆たん息そくしてどうにか心を落ち着けると、ジリジリとたった今割れたばかりの窓ガラスの方へと向かっていく。ユウが「ケイ、危あぶないよぉ」と泣きそうになっていたが、それでも僕にがっしりしがみついている関係上、ついてこざるをえない。二人で割れたガラスの前まで行き、窓から少し外を覗のぞいてみるが……そこには、別に石を投げそうな悪ガキも、バットを持った青春暴ぼう走そう少年も、もちろん超能力者らしき人間も見当たらなかった。つまり、外部に要よう因いんはない。まあ、石などが室内に飛び込んで来たわけでもなかったから、予想はついていたが……やっぱり事実を確かく認にんすると不思議になってくる。外から割られた可能性がないとすれば中から割られるしかないが、しかし、中では僕とユウが「妙みような雰ふん囲い気き」になってしまっていただけであって、それ以外の何かなんてなにもない。となれば……。


「やはり、エスパー少年ケイの線が濃のう厚こうだね」


　ユウが目をキラキラさせて僕を見ていた。……嘆息する。


「まあ、確たしかに超自然現げん象しようではあるが……。同じ超自然なら、超能力より、幾いく分ぶん今の僕らが信じるに値あたいする怪かい奇き現象があるだろうが」


「？　地球外知的生命体の──」


「幽霊だろ、幽霊！」


「え～。ありえな～い。ケイ、幽霊なんてそうそういないよ？」


「……お前、それはツッコミ待ちか？　ツッコミ待ちなのか？」


「えへへ～」


「どっちだ」


　下らないやりとりを交かわしながらも、しかし、要因がなんにせよいつまでもこの危き険けんな怪奇現象の起こった窓周辺に居るのもどうかと思うので、ユウを連れて部屋を出る。……実じつ際さい、これぐらいふざけていないと、精せい神しん的にやっていられないと、二人とも分かっていたのだろう。下手するとかなり危あぶない状況である。……正直なところ、ユウも僕も顔は真っ青だった。ホントはビビリまくっていたのに、素す直なおじゃない二人である。


　廊下に出る。


「ユウ。まだここの探索……続けるのか？」


　僕が訊たずねるとユウは、「う～ん」と腕うでを組んで唸うなった。そうして、しばし悩なやんだ後、決断。


「残念だけど……でも、危ないのはやっぱり……ね。そろそろ帰ろっか」


「よし、じゃあさっさと──」


　そう、僕ぼくが同意しかけた瞬間だった。


〈バリンッバリンッバリンッバリンッバリンッバリンッバリンッバリンッバリンッ！〉


「！」


　廊ろう下かに面した窓まどガラスが、僕らの位置から先の階かい段だんのある場所に向かって一直線に割れていく！


「け、ケイ～」


　遂ついに涙なみだ目めになって僕に完全にしがみつくユウ。とはいえ、僕は僕で泣きそうだった。直ちよく接せつ的に悪あく霊りように襲おそわれるより、こっちの方が精神的にキツイ。怖こわいのだ、単たん純じゆんに、不思議現象が。僕はユウと顔を見合わせると、二人して、一いち目もく散さんにダッシュした。階段に向かって走る、走る、走る！


「…………」


　走る、走る、走る！


「…………」


　走る、走る、走る、走る、走る──


「…………はぁ、はぁ」


　走る、走る、走る、走る、走る、走る、走る、走る、走る、走る、走る、走る……


「って！　なんでいつまでたっても階段に近付かないんだよ！」


　僕は思わず不思議現象にツッコンだ。ユウもさすがにはぁはぁと息をきらせて、ぐったりしている。


　おかしい。明らかにおかしい。全力疾しつ走そうしているというのに、一向に階段に近付かない。等とう間かん隔かくの部屋のドアと割れた窓ガラスだけが、延えん々えんとサイドを過すぎ去っていく。


「ケイ……これは、あれだよ。多分……密みつ室しつトリックの応おう用よう？」


「これは明らかに怪奇現象だろうがっ！　お前の推すい理りはなんかホント凄すごいぞ！」


「えへへ～。誉ほめられちゃった」


　嘆息する。……どうすんだ、これ。単純に悪霊に襲われたならまだしも、こういうケースは初めてで、対たい処しよ方法が全く分からない。原理が分からない。よって、解かい決けつ法ほうも分からない。階段のある場所は確かに見えているのに、それは蜃しん気き楼ろうの如ごとく、いつまでたっても辿たどり着けない。まるでウォーキングマシンの上を走っているようだ。運動には便利な家だが、外出には向かない。僕は頭を抱かかえた。


「どうなってるんだよ、これ……」


　僕の悩みに、ユウが「それはね」と答えを出してくれる。


「走っても階段にはつかないという事じ態たいなんだよ、ケイ」


「それは分かってる！」


「ちっちっち。甘あまいなぁ、ケイ。ここからがユウ様の推理の凄いところなんだよ。……走って駄だ目めなら……」


「駄目なら？」


「牛歩で騙だまし騙し行ったら大だい丈じよう夫ぶ！」


　牛歩。牛のように遅おそい歩みのことを言う。……うん。


「アホ？」


「真顔で訊きかない！　ほら、行くよ！」


　ユウは僕の手を引くと、じりじり、じりじりと、凄ぉく遅いペースで歩き始めた。僕も特に他の対処法を考えついていなかったので、仕方なくそれにつきあってゆっくりと歩みを進める。そうして、歩くこと十数分。


「よし、到とう着ちやく！」


「……噓うそだろ」


　僕らは見事下り階段手前まで辿たどり着いた！……しかし、難なん問もんをクリアしたというのに、この達たつ成せい感のなさはなんだろう。納なつ得とくいかない感じがあるのはなぜだろう。この怪奇現象に、「お前はそれでいいのか」と言ってやりたい。もうちょっと根こん性じよう見せて僕らを閉とじ込こめろと、本ほん末まつ転てん倒とうなことを言ってやりたい衝しよう動どうにかられる。


　ユウは自信満々な表情で僕を見た。


「私の推理に間ま違ちがいはないっ！」


「……恐おそれいりました」


「ほらほら、私にひれふしなさい、ケイ」


「くっ」


　悔くやしいながら、しかし完敗だった。ユウが胸むねを張はり、ずんずんと階段を下りていく。僕はがっくりとうなだれながら、それに、下げ僕ぼくの如くとぼとぼとついていく。


　ついていく。ついていく。ついていく。ついていく。ついていく。ついていく。


「…………」


　ついていく。ついていく。ついていく。


「…………」


「あのー……ユウさん？」


「な、なにかしら」


　ダラダラと汗をかき始めたユウに、僕は立場が逆ぎやく転てんしていくのを感じながら声をかける。


「この階段は、どうやったら下りられるでしょうか」


　階段は、いつの間にやら上を見ても下を見ても果てが見えなくなっていた。もはや戻もどることさえ不ふ可か能のうだ。僕の問いに、ユウは……


「牛──」


「牛歩は今回無理だよな。そもそも、端はしっこさえ見えてないぞ。明らかに相手に対処されたぞ、お前の解決方法」


「……う、うぅ。イジメだぁ」


　ユウは瞳ひとみをうるませていた。……一いつ瞬しゆんでもコイツを凄いヤツだと思った僕が馬ば鹿かだった。


　さて、そうは言っても、階段空間に閉じ込められたままというのはまずい。とりあえず二人で下ってはいるものの、この下りようだと、そのうちマントルに着きかねない勢いきおいだ。それはそれでまずい。


　階段脇わきに配置された窓から外を見ると、そこは二階よりは少し低い位置からの光景……つまり、一階と二階の間の光景が見える。そういう意味ではおかしくはない。しばらく下るとまた窓が現あらわれて、案の定、そこから覗のぞく光景もまた同じ風景。


「ケイ……。……なんか凄すごいね！　私達今、科学的に解かい明めいしたら凄く誉められそうな事態に遭そう遇ぐうしてるよ！」


「ポジティブシンキングも度がすぎるとムカツクな」


「いい経けい験けんしたねー」


「……。そうだ、ユウ。お前だけなら、僕の物ぶつ質しつ化か範はん囲いから離はなれれば、壁かべすり抜けて外出られるんじゃないのか？　あとは、鈴りん音ねなり先せん輩ぱいなり陽よう慈じなり呼よんで来てくれれば……」


「あ、なるほど」


　僕の提てい案あんに、ユウはすぐに僕から少し距きよ離りをとった。そうして。「てやっ」と頭から壁を抜けようとし──


〈ゴッ〉


　何か凄くイヤな鈍にぶい音をさせて、その場にうずくまる幽ゆう霊れい、一名。……うわぁ。


「ユ、ユウ？」


「…………」


　返事が無い。どうやら屍しかばねのようだ。「幽霊の屍」。王立美び術じゆつ館かんとかに寄き贈ぞうできそうな逸いつ品ぴんだ。


「……安らかに眠ねむれ、ユウ」


　僕はその屍にしばし冥めい福ふくを祈いのると、さっさと先へ──


「うう……死ぬかと思ったよぅ」


　ユウがツッコミ所満まん載さいのセリフを吐きながら、涙目で立ち上がった。そうしてよろよろと僕の方へ近付いてくる。
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「これで死んだら化けて出てやる～」


「……さて、行くか」


「ツッコミなし!?」


　仕方なくユウの頭をさすってやりながら、しばしとぼとぼと下ってみる。──と、


「お、なんか着いたぞ、一階」


「私の負ふ傷しようの意味は!?」


　一階に着いた。最初に入ってきた玄げん関かんホールが見え、老ろう紳しん士しの巨きよ大だい絵画に迎むかえられる。異い次じ元げんの一階だったりはしない、おそらく普ふ通つうの一階。


　涙目のユウと一いつ緒しよに階かい段だんを下りきり、ホールに出る。……ふざけてこそいたものの、僕の頭の中は割わりと疑ぎ問もんで満たされていた。……霊れい現げん象しようってやつは、普通、物理的なものじゃないはずだ。それこそ幻げん覚かくの類たぐいしか「通つう常じようは」行使できないはず。無む限げん廊ろう下か＆無限階段はそれでまあ説明つくとしても、しかしユウが壁をすり抜けられないっていうのは──って。


「おい、なんか、さっきから背はい後ごからなにか足音がするんだが……」


　僕の言葉に、ユウがニコリと作り笑い。


「奇き遇ぐうだね。私も、階段のところから背後に気配を感じてたり……」


　二人であははと笑い顔を見合わせ……そうして、ぎぎぎと、首を振ふり返らせる。そこには──


　剣けんを構かまえた甲かつ冑ちゆうが、居いた。


「お約束だけど実じつ際さい問題怖こええぇぇぇー！」


「ホラーはいいけどサスペンスはいやぁ！」


　僕とユウは一目散に逃にげ出した。階段を下りきり、ホールを突つっ切って玄関に出ようと走る。しかし、その走りはホール中央で唐とう突とつに止められた。


「むぎゅ」


　僕より僅わずかに先行していたユウが、どうやら見えない壁にぶつかったようだ。僕はそれを見て、自分はぶつかる前に止まる。


「ただでは出られないようだな、やっぱり」


「ケイ、予想してたっぽいよねぇ！」


「まさかぁ。……さ、他のルート探さがすぞ」


「なんですぐ顔逸そらしたの？　ねえ、ねえ？」


　ユウが額ひたいに怒いかりマークを浮うかべる中、僕は甲冑の方を見ようとさっと振り返った。しかし……。


「あれ？」


　甲冑はすでにいなかった。というか……もしかしたら、僕らが逃げてた時も足音しなかった気がするな……。……相変わらず意味が分からない怪かい奇き現げん象しようだった。


　──で、回り道はまた長かった。ホール左側のドアを開けて廊下をしばらく進むとホール右側のドアから出てくるハメになったり、見えない壁が実は階段状じようになっているのをユウが発見して上のぼってみたはいいものの、シャンデリアの位置まで上っても一向に扉とびら側に行けなかったり、下りようとしたら来る時に上った透とう明めい階段がなくなってたり、かと思えば最上段がエレベーターの要よう領りようで動いて下に下おろして貰もらえたりと……もう、回想するのさえ面めん倒どうくさい冒ぼう険けんがあり。


「うう……なんか出られる気がしないよぉ」


　やっとの思いで玄関の扉の前まで来た時、今まで楽しんでいたユウが遂ついに弱音を吐はいた。僕も同感だった。今までが今までだけに、この扉もすんなり開くとは思えない。いや、開いたとしても、また二階の部屋に繫つながっていたりとか、そういう、イヤガラセみたいな怪奇現象が起こるに決まっている。


『ハッハッハッハ』


　僕とユウが扉の前で唸うなっていると、背後の巨大絵画が笑っていた。……しかし、もう、ちらりと見るだけで、再び嘆たん息そくする僕とユウ。……もう、正直、単たん純じゆんにムカついていた。疲つかれていた。不思議現象に対する怖こわいとか、そういう感かん情じようって、割と余よ裕ゆうのある時にこそ感じるものだ。リアルに体が疲ひ労ろうしている現げん在ざい、もう、いまさらな怪奇現象は単純に不ふ快かい感の対象にしかならなかった。元々幽ゆう霊れいの存そん在ざいとか認にん知ちしている僕らなだけに、多少の怪奇現象には慣なれている。


「帰りたいよぉ。帰ってアニメが見たいよぉ」


　ユウが泣きそうな顔でそんなことを言う。頭をぶつけたのが効きいたのだろう。すっかり後こう悔かいモードだった。


「幽霊探しはもういいのか？」


「幽霊はもうこりごりだよぉ。幽霊なんて、ろくなのいないよぉ」


「……今日のお前のセリフは実にツッコミ所に溢あふれているな」


「帰りたぁい」


　どうやら本気で疲れているようである。くたーっと僕の首に、全体重を預あずけて抱だきついてきた。……うざい。


　僕は嘆息した後、まあ、こうしていてもしゃあないので、仕方なく扉を開く。どうせ開かないのだろうと思いながら──


「あれ？」


　普ふ通つうに、扉は開いた。外開きに、ゆっくりと扉が押おされていく。まあ、とはいえどうせ外になんか出られや──


「…………」


　目の前に広がった光景は、普通に、外だった。夜の、屋や敷しき前。


　ユウと二人で目を見合わせる。バリアかなんかあって外に出られない……みたいなことになっているんだろうと疑ぎ心しん暗あん鬼きにとらわれつつ足を踏ふみ出してみたが……なんともない。普通に、脱だつ出しゆつ成功である。アドベンチャーゲームにもならない難なん易い度どだ。ユウも肩かた透すかしを食ったのか、ぽつりと呟つぶやいた。


「なんか……こう、微び妙みように納なつ得とくいかないよね」


「ああ……」


「……やりがい、なかったよね、なんか、今の。ちょっとガッカリした私がいるよ」


「……実は僕もだ」


「謎なぞ解ときする気満々だったんだけどな……」


「僕もなんだかんだで扉を開ける方法見つけるために奔ほん走そうするんだろうと思ってた……」


　しばし二人で沈ちん黙もく。そうして……一言。


「帰るか」


「うん」


　そうして、僕とユウは屋敷を出た。





　扉を閉しめ、敷しき地ち内ないから出る。敷地内から出る際さいにまた何かあるのだろうと実は思っていたのだが、やっぱり何もなかった。……なぜかがっかりである。


　しばらくユウと二人で納得できないままとぼとぼと歩く。……なんだかグダグダな終わり方で……それに、何一つ解かい決けつできなかった感もあって、どうも気持ち悪い。こういうのを、狐きつねに化ばかされたというのだろうか。


　……僕は案外プライド高い人間だから、狐だろうがなんだろうが騙だまされたら腹はらが立つ。リベンジしてやりたい。


「まあ……楽しいには楽しかったよね」


　ユウが笑え顔がおでそんなことを言ってくる。……まあ、彼女が笑顔になってくれたのは、不幸中の幸いというヤツだろうか。僕も苦笑いを返した。そういえば……確たしかに、ユウの中にあった不安等を、一時的にではあるだろうけど、吹ふき飛ばしてくれる出来事だった気もする。それなら、それでいいのだろう。


　しばし歩いてから、なんとなく、未練たらたらという感じで、ふと、何の気なしに屋敷を振ふり返る。そうして──


「────」


　ようやく、全てに気がついた。


「……ケイ？　どうしたの？」


　背後を振り返ったまま止まってしまった僕に、ユウが声をかけてくる。それでも僕が反はん応のうを返さないでいると、彼女も背後を振り返った。そして……ユウもまた、絶ぜつ句くする。


「…………」


　少しの間。……ユウが、前方を指差しながら、ぱくぱくと口を開いた。


「屋敷が……無い？」


　そう……そこにあったのは、ただの空き地と、その前に掲かかげられた「売地」という看かん板ばん、それのみだった。屋敷なんてありゃしない。


　その光景を見た時、僕は、気がついた。あの屋敷が、あまりに色々おかしかった理由。霊現象にしても、ちょっと異い質しつだった理由。不思議現象の質がちょっと違ちがった理由。


　ユウが呆ぼう然ぜんと呟く。


「どうして……。じやあ、私達、幻まぼろしを見ていたってこと？」


「いや、それは違うな。無む限げん廊ろう下かも無限階かい段だんも含ふくめて、幻げん覚かくでもなんでもなかったんだよ」


「え？　それはどういう……」


「つまり……」


　僕はそのあまりに馬ば鹿からしい結けつ論ろんに苦く笑しようしながら、ユウに告げた。


「あの屋敷自体、幽霊だったんだ。まさに『幽霊屋敷』」


「……な。で、でも、それじゃやっぱり中を探たん索さくなんて……って、あ」


「そう、僕の物ぶつ質しつ化か能のう力りよく。それは、一部でも範はん囲い内ないに入っていれば、その霊体の全すべてを実体化する。あの『幽霊屋敷』が『一体の霊体』だったんだとすれば……。僕らは幽霊の体内にいたようなものだ。そりゃ、意のままに廊下や階段の構こう造ぞうを変化させることだって出来るだろうよ。ユウが出られなかったのも、壁が『霊体』だったからじゃないかな。ユウがそこに進入しようとすると、連なったユウも物質化の対象となってしまうから、結局、ぶつかる」


「…………」


　ユウは呆然と僕の説明を聞いていた。そうして……ぽつりと呟く。


「屋敷自体が霊体だったなんて……そんな……。でも、じゃあ、なんでそんなこと──」


「その答えは、ほらあそこにいるじゃないか」


「え？」


　僕は屋敷のあった方向を指差した。ユウが、そちらを再さい度ど見る。そこには……ぽつんと、一人、女の子がいた。小学生ぐらいの……服ふく装そうこそ一昔前の感じながら、可か愛わいらしい女の子。その子が笑顔でこちらに手を振っていた。


「あれは……」


「ユウの捜さがしてた幽霊だろうな。……『気に入った人にだけイタズラする』」


「あ」


「お前さ、ちゃんと気に入られてたんじゃねえの、あの子に」


「…………」


「あの幽霊屋敷で起こったこと考えてみろよ……。よく考えたらさ、怪かい奇き現象が起こり始めたのって……お前が、『動いていないと不安で、ケイと一いつ緒しよに遊んでいたい』とか言ってからだぞ」


「…………」


「それに、無限廊下はお前が『牛歩ならいける』と言ったら牛歩で脱だつ出しゆつできたし、無限階段もお前が頭をぶつけて元気なくしたら、すぐに脱出させてくれた。甲かつ冑ちゆうだって、お前が怖こわがったらすぐに消えた。他のギミックだって、ユウが本気で困こまったら、別に僕らが何をしなくても勝手に解かい決けつしてくれた。扉とびらに至いたっては、お前が『帰りたい』と本気で言い出したら、すんなり開いてくれた」


「……そっか」


　僕の言葉に、ユウは柔やわらかく笑った。そうして……こちらもぶんぶんと、手を振る。


「またねー！」


　ユウがそう叫さけんで手を大きく振ると、女の子は笑顔になり……また、大きく手を振り返してきた。そうして、直後、空気に消え入るようにスッと消える。
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　笑顔で手を振り終えたユウに……僕は、声をかけた。


「……いいのか？　話しかけたら、友達になってくれるかも……」


「ううん。いいの。……それは無理なんだよ……多分。分かるんだ。あの子は、あの場を離はなれる気なんてないし、それに……私とは、根本的に何か違うんだよ……」


「地じ縛ばく霊れいってことか？　いや、でも……」


　僕の言葉に、ユウは寂しそうに笑って首を横に振る。


「私とは、やっぱり違うよ……。あの子は多分、ただの幽ゆう霊れいとも、ちょっと違うんだよ。今回私達にかまってくれたのも、たまたまなだけで……」


「ユウ……」


　僕にも、それはなんとなく分かっていた。もし友達になれるような存そん在ざいなら……もっと直ちよく接せつ的てきにコンタクトしてきただろう。あの子は、ああいうカタチでしか僕らに関かかわれなかった。それは……会話とか、そういうものの成り立つ状じよう態たいじゃあ、ないということだろう。幽霊というよりは……妖よう精せいとか、妖怪？（あの子に失礼かな）みたいなものなのかもしれない。人を危き険けんのない範囲でちょっとからかうだけの、高等存在。なんとなく、あの子はそんな存在なんじゃないかと思った。あんな屋や敷しきを作れるその力は、並なみ大たい抵ていのものじゃないだろう。


　俯うつむくユウに、何か声をかけようとする。僕がその肩かたに手を伸のばそうとすると……ユウは「でも」と顔をあげた。


「いいんだ、私」


「……いいって？」


「うん。分かったから、今回のことで。私には……いまさら友達なんて求めなくても、ちゃんと、一緒にいてくれる、大切な人がいるって。あの子が……気付かせて、くれたから」


「？　なんのこと言っている？」


「さあねぇ～」


　ユウは笑顔で僕の鼻をピンと弾はじくと、物質化範囲から離れ、鼻歌を歌いながらふわふわと上空を漂ただよい始めた。


「……わけわからん」


　僕は嘆たん息そくし、そうして……でも、少しだけ笑顔になりながら、もう一度だけ、屋敷のあった場所を振ふり返る。瞬間──


〈また来てね。……寂さびしいのは、皆みな同じだよ〉


　そんな声が聞こえた気がした。見れば、ユウも上空に浮ういたまま屋敷の方を見つめ……「そうだね」と笑顔で頷うなずいている。皆……そう、それは、そうかもしれない。寂しいなんていう感情は、決して幽霊であるユウだけに限かぎらない。死にたがりを理り解かいして貰もらえない僕だってそうだし……妖精だってなんだって、皆どこか孤こ独どくなものなのだろう。でもだからこそ……別々の孤独を抱かかえるからこそ、僕達はお互たがいを補おぎない合える。同じ境きよう遇ぐうじゃなくても……僕らは、寄より添そうことだけは、できる。


　思わずユウの方を見る。彼女もまた……僕を見て、「えへへ」と微ほほ笑えんだ。


「幽霊屋敷もたまにはいいかもな……」


　そう呟いた僕に、ユウは「そうだねっ！」と勢いきおいよく抱だきついてくる。


　別にあの子が何をもたらしてくれたわけでもないけれど。


　……今日の夜は、僕もユウも少しだけ安らかに眠ねむれる気がした。





　　入学前夜に満ちる月
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　呼こ吸きゆうが荒あれ、汗あせが止まらず、集中力が乱みだれる。敵てきはそこを見み逃のがさず攻こう撃げきを仕し掛かけて来て、私は防ふせぎ、かわすので精せい一いつ杯ぱいになる。集中力はまた乱れ、焦あせる心が余よ計けいに私の中に雑ざつ念ねんや恐きよう怖ふ心しんを植えつける。


　道場の脇わきで見守る姉の視し線せんが怖かった。父の嘆たん息そくが聴きこえる。母の「もうやめさせて下さいな……」と、同どう情じようの多分に入り混まじった父への進言が耳を掠かすめる。


　それらの情じよう報ほうがさらに私を萎い縮しゆくさせる。巫み女こ服ふくが汗でべったりと肌はだに張はり付く。この服もまた私を追い詰つめる。正せい装そうしているという感覚が、「本番」を意い識しきさせ、そのくせ普ふ段だん着ぎより遥はるかに動きにくく、通つう気き性せいも良くない。私に限かぎって言えば、これでは霊れい能のう力りよくを高めるどころか、足を引っ張ぱるだけの衣い装しようだった。平然とこの巫女服で立ち回る姉が信じられない。……巫女服なんて、大だい嫌きらいだ。


　敵……悪あく霊りようを見み据すえる。悪霊と言っても、姉が以前捕ほ獲かくした低級霊である上、知能は殆ほとんどなく、攻撃……すなわち精せい神しん干かん渉しようを受けたところで、こちらにそれほど大きな被ひ害がいは無い。しかも、周囲には両親や姉が待機しているのだから、危き険けんなことなんて万に一つも無い相手。初の実戦形式でこそあれ、これは、充じゆう分ぶんに「ただの練習」と言えるレベルのものだった。


　なのに、私の心は普ふ段だんの冷静さをまるで保たもてない。思考ができない。悪霊が怖い、実戦が怖い、そして……姉の視線が、怖い。


　知ち識しきなら、誰だれよりもあった。姉の知らない神かん無な家の歴史も丸暗記しているし、様々な霊に対たい応おうする際さいのマニュアルも、全部、覚えている。悲しみを抱かかえる悪霊にはまず同調から始める。怒いかりが強い悪霊なら、最初にこちらの力を見せつける。人に憑ひよう依いしている場合は、挑ちよう発はつして、まず中から引きずり出す。相手の力が極きよ端くたんに高い場合は、その場での解かい決けつを図はからず、まず救きゆう援えんを呼よび、後に被ひ害がい拡かく大だいを防ぐことに全力を注ぎつつ、味方の到とう着ちやくを待つ。そして……相手が自分より弱い場合は、とにかく、攻せめる。無む理り矢や理りにでも、強ごう引いんにでも、一気に畳たたみ込こんでしまう。そうすれば、相手はすぐに観念する。霊も結局は動物と同じく、この世に住まう者。自分より強い相手には逆さからえない。


　今、目の前にいる相手は、単たん純じゆんな霊力の対たい比ひならば、私より数すう段だん格かく下したの悪霊だ。普通にやれば……いつもの実力を……一人で練習している時に出せる実力を出せば、こんなの、苦も無く浄じよう霊れいできて当然だった。姉のように天才なんかではない私だけれど、それでも、善よくも悪くも人ひと並なみには能力がある。決して、おちこぼれなんかでは、ない。


　だけど……今の私は……。


「…………」


　思わず姉の方をチラリと見てしまう。……責せき任にん転てん嫁かのようだけど、やっぱり、実力を出せない理由の大半は、彼女にあると思った。姉の射いるような視線の中では……私は、まともに動けない。緊きん張ちようする。うまく立ち振ふる舞いたいと願いすぎて、逆ぎやくに、いつもの自分が出せなくなる。


　思わず肩かたを落とす。──と、瞬しゆん間かん、


「鈴りん音ねっ！」


　母親の叫さけぶ声。気付いた時にはもう遅おそかった。私が油ゆ断だんしている隙すきに、悪霊の顔が目の前まで迫せまってきていた。


「ひっ」


　怖い。怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い。


　私は完全にパニックになり、思わず頭を抱かかえてしゃがみこんでしまう。瞬間、姉の、


「吸きゆう！」


　という凜りんとした声が道場に響ひびき渡わたった。途端に、悪霊は姉の掲かかげた黒い札に向かって吸すい込まれていく。……父と母が、感心した様子で姉を見つめていた。その姉は……。


「…………」


　私を、冷たい眼めで見下ろしていた。次いで、父親と母親も、息を吐はきながら、どこか同情を含ふくんだ眼まな差ざしで、私を見つめる。


　私はいたたまれなくなって、泣き顔になり、「ちがっ──」と彼らに訴うつたえかける。


　途端、ぐにゃりと、父・母・姉の姿すがたが、そして、道場が歪ゆがむ。


　次の瞬間には、脈みやく絡らくなく、彼らは小学校の男子クラスメイト達になり、私は、低学年の頃ころの私になっていた。


　私はうずくまったまま、教室の端はしで泣いている。


「やーい、ユウレイ女─」


「いっつもオバケの本ばかりよんで、キモチワリー」


「ミコさんだって、ミコさん！　モエー、モエー」


　言葉の意味なんか分かってないだろうに、彼らは、馬ば鹿かにするように私を囲んで言葉を浴びせかけてくる。どうして、自分がイジメられるのか分からなかった。私はただ、両親に言われるままに、当然のように、幽ゆう霊れいの勉強をしていただけなのに。姉は、それで、いつも誉ほめられているのに。どうして私だけイジメられないといけないのか、まるで分からなくて。


　よかれと思って、ある日、私はクラスメイトに幽霊がとり憑ついていることを指し摘てきした。そうしたら、その日から、彼らは私を無む視しするようになった。気持ち悪いものを見る目で、見るようになった。


　いいことを、したのに。姉さんは、それで、誉められているのに。


　なにが、いけないの。


　分からなかった。子こ供どもの私には、とても、分かることじゃなかった。


「やーい、やーい、『デキソコナイのイモウトー』」


「お前なんて、ガッコウ来るなー」


「そうだそうだ。カ・エ・レ！　カ・エ・レ！　カ・エ・レ！」


　私はそれらの言葉に、ただただ、どうしようもなく、泣き続ける。


　私は学校に行っちゃいけない？　普ふ通つうの人じゃ、ないの？　でも、姉のように特別でも、ないの？　だったら……だったら、私は、どこに居いれば、いいの？


　そうして、全すべてを遮しや断だんするように、耳を塞ふさぎ、縮ちぢこまり、のたうち回っていると。


　ドン、と、背せ中なかに衝しよう撃げきを感じた。
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「あ……れ？」


　目を覚ますと、闇やみの中に、見覚えの無い天てん井じようが広がっていた。……いや、違ちがう。見覚えは……ある。慣なれていないだけだ。そうだ……ここは、引ひつ越こしたばかりの、自分の部屋じゃないか。


　首を横に動かす。どうやら、私はベッドから落ちたようだった。唸うなりながら、ベッドに手をつき、なんとか起きあがる。……ひどい気分だった。頭がガンガンしている。しかし、おそらく、疲れというわけではないだろう。……あの夢ゆめのせいだ。


「……あ、明日の準じゆん備び……してたんだっけ……」


　ようやく意い識しきがハッキリしてくる。確かく認にんしよう。私は……神無鈴音。明日から……そう、現あら守かみ高校に通うんだ。だから、夕方、部屋で準じゆん備びしようと思って……でも、真新しいベッドにダイブしたくなって……そのまま寝ねちゃったわけか。引越しで疲れも確たしかに溜たまっていたから、分からないじゃないけど……それでも、ちょっとだらけすぎだな、私。


　頭を振ふって、気分を切り替かえてみる。……無理だった。


　入学式前夜というのは普通、もっとワクワクしたり、緊張してドキドキしたりするものだろうに……。今の私の心は、ただただ、暗かった。もう一度ベッドに身を預あずけ、天井を眺ながめる。


「はぁ……」


　思わず溜ため息をつく。現守高校への入学が決まって、こちらに来て以い降こうずっとこんな調子だ。おかげで、私に神無本家からついてきてくれた家か政せい婦ふの梅うめさんにはずっと心配をかけどおしで、本当に申し訳わけない。愚ぐ痴ちるような友達も、この実家から離はなれた土地じゃ、いるはずもないし……そもそも、私は、中学時代だって、人と一線を引いて付き合ってきたから、遠く離れてもまだ連れん絡らくするような友達なんて当然いない。


　引越し作業の殆ほとんどは、梅さんが「私の仕事だから」と快かい活かつに笑ってやってくれた。おかげでこの家もすっかり片かた付づいているのだけれど、それでもやはり落ち着かない。


　電灯もつけず暗い部屋の中、私は気だるく身を起こした。


「黙だまっていても……憂鬱になるだけだよね……」


　一人で暗い部屋にいると、どうしたって明るい気分にはならない。私は意を決して、立ち上がった。


「梅さーん！　私、ちょっと出で掛かけてくるからー！」


　下の階に居いる梅さんに大きく声をかけて、そのまま、上着を羽は織おってトタトタと階かい段だんを下りていく。梅さんは「趣しゆ味みで着ている」メイド服の前につけたエプロンで手を拭ぬぐいながら、口の端はしにいつものようにパイポを加えつつ、「今から？」と、実にだるそうに声をかけてくる。こんな態たい度どしながら、いつも、いつの間にか家事をしっかりとこなしているのだから、この人も相当なものだ。実じつ際さい、そのタメ口だって、私のためを思えばこその部分もあるみたいだし。


　私は、人に頼たよることとか甘あまえることがあまり得意じゃない。だから、たとえ家政婦さんであっても、かしこまられてしまうと、却かえってこちらが気を遣つかっちゃってしまう。そこらへんを梅さんはよく分かってくれていて、昔から、私には実の姉より「世話焼きの姉さんライク」に接せつしてくれている。


　梅さんは顔をしかめて、靴くつを履はく私に声をかけてきた。


「買い物？　なんだったら私が行くけど？　夜に女じよ性せいの一人歩きは感心しないな」


「って、梅さんだって若い女性じゃないですか」


　詳くわしい年ねん齢れいはいつも教えてくれないけれど、容よう姿し的には二十代前半……いや、十代でも通りそうな梅さんだ。彼女はパイポから口を離し、クセのように大きく息を吐はく。今日はグレープフルーツ味のパイポらしい。柑かん橘きつ系けいの匂においが私の鼻をくすぐった。梅さんを見ていると、世の中の人全員、タバコよりパイポを愛好すればいいのにと思ってしまう。


「私はいいのよ。強いから。で、どうするの？」


「買い物っていうか、気分転てん換かんですから。大だい丈じよう夫ぶですよ、ちょっと繁はん華か街がいをうろつくだけですし。人ひと気けの無いところはいきませんよ」


「まあ、だったらいいけど。いつも言っているけど……」


「はいはい。『世の中、幽ゆう霊れいなんかよりも生きている人間の方がずっと怖こわいんだから』ですよね」


「そうよ。まったく、神無家って、霊にばかり重点おきすぎなのよね。だいたい昔から」


「行ってきまーす」


　いつもの梅さんの小言が始まりそうだったので、私は声をあげて玄げん関かんを出た。背せ中なかに梅さんの「悪い男に引っかかっちゃだめだよー」という声がかけられる。私は苦く笑しようしながらも、駅の方へと向かって歩き出した。





　街に出た理由は、これといってなかった。引越し直後のため、入用なものはなにかと多いのだけれど、かといって、明めい確かくな目的をもって買い物に来たわけでもない。


　私はテキトーにぶらぶらと、ただただ街の喧けん騒そうの中を歩いた。


　まだ慣なれていない土地を歩くと、どんどん自分の中に新しい情じよう報ほうが入ってくるため、余よ計けいなことを考えないですむ。こうして街を散さん策さくしている間は、神無家のこととか、姉のこととかを考えて嘆たん息そくすることもなかった。……心が満たされることもまた、なかったけれど。


　だから、彼に目が行ったのは、必然だったのかもしれない。普ふ段だんだったら、あの人ひと混ごみの中で一人の少年に目をとめることなんてなかったのだろうけど、その時の私は新しい情報を求めて周囲を見回していたから。だから、その、人混みの中において一人異い質しつな少年に、気付いた。


「…………？」


　異質とは言っても、その少年は突とつ飛ぴな容姿をしているわけじゃなかった。いや、どちらかと言えば、この夜の繁はん華か街がいには似に合あわないぐらいの、庶しよ民みん的な容姿だ。整せい髪はつ料りようをつけるでもない、染そめるでもない、さらさらとした黒くろ髪かみ。大たい衆しゆうブランドの服をうまく着合わせただけのファッション。そして、体たい軀くを見なければ、一いつ瞬しゆん性せい別べつが分からない顔立ち。


　少年自身の容姿に、特に不ふ審しんなものなんてなかった。行動だって、奇き抜ばつなわけじゃない。デパート入り口近くの柱に背せ中なかを預あずけてボンヤリしているだけだ。ただ、しかし、一点、他ほかの人達と違ちがうところ。


　彼は……。


「……月？」


　彼の視し線せんを追って上空を見て、思わず呟つぶやく。そう、彼は、この誰もが急ぎ足で歩く繁華街において、周囲の派は手でな広告を見るでも人を見るでもなく、一人ただただ、ボンヤリと、月を眺ながめていた。


　もう一度、少年に視線を合わせる。彼はまだ月を眺めていた。飽あきることなく、ただ、ボーッと、月だけ眺めている。なんとなく目が惹ひきつけられて、私も、少し離れたところから少年を眺めてしまう。しばしすると……少年の口が、小さく、動いた。


「……死にたい」


「え？」


　よく聴きこえなかった。だけど……なんか、異質な言葉を聴いた気がする。どうやら、少なくともポジティブな発言ではなかったようだ。少年は溜ため息をつくと、視線を月から逸そらした。そうして……こちらを見る。


　バッチリと合う視線。


「っ！」


　私は急きゆう激げきに恥はずかしくなって、すぐに顔を逸らした。頰ほおが熱い。うぅ……なんで私、ずっと彼を見ちゃっていたんだろう。気付かれたかな？　ああ、もう……恥ずかしい。


　おそるおそる、少年の方に視線を向ける。彼は、私の態たい度どに気付いたのか、キョトンとして、こちらに近付いて来た。男だん性せいに免めん疫えきの無い私は、まさかこんなことで寄よられると思っておらず、困こん惑わくする。そういえば昔、梅さんが「街で声をかけてくる男にロクなのはいないから、注意しろ」って言っていた。そうだ。見み惚とれている場合じゃないぞ、私っ！　ここはハッキリ、梅さんのアドバイス通り、「ナンパはお断ことわりです！」って言わないとっ！


「あのー」


　少年が声をかけてくる。瞬しゆん間かん、私は手をバッと前に出して、強気で宣せん言げんした。


「ナンパはお断りです！　いやらしいですね！　サイテー！」


「……はい？」


　瞬間、少年は首を傾かしげ……そうして、次の瞬間、「いやいやいやいや」と、戸と惑まどいと不満を含ふくんだ顔で文もん句くを吐はいてくる。


「あ、貴女あなたがこっちを見ていたから、声かけただけじゃないですかっ！」


「目が合っただけで声かけるんですかっ！　それをナンパと言わずして、なんと言いますか！　私を軽い女だと思わないで下さいっ！」


　梅さんに教えられた言葉を活用して、強気で少年を拒きよ絶ぜつする私。しかし彼はさらにムッときたようで、「あなたねぇ」としつこく絡からんでくる。


「ジッと見つめられたら、『もしかして知り合いかな？　僕ぼくの記き憶おくにはないけど……』って思って声かけても仕方ないじゃないですか！」


「そういうナンパの手口があるって、梅さん言ってました！」


「や、だから、そもそも見ていたのは貴女あなたであって……」


「私がナンパしたって言うんですか!?　責せき任にん転てん嫁かです！」


「や、だから、そうじゃなくて……ああ、もう！　自じ意い識しき過か剰じような人ですね！」


「なっ──」


　さすがにカチンときた。元々精せい神しんが不安定だったこともあって、私は、思わず激げつ昂こうしてしまう。


「どっちがですか！　私が見つめていた？　そんなの、貴方の勘かん違ちがいに決まっているじゃないですか！」


「見ていたじゃないですか！　ジーッと！」


「……見ていません」


　ぷいっと顔を背そむける。


「見てた！」


「見ていたとしても、貴方なんか、眼がん中ちゆうにありません」


「ほら、見ていたんじゃないか！」


「眼中にないから、関係ないです」


「なにその屁へ理り屈くつ！」


　少年と私は視線を合わせ、バチバチと火花を散らせる。……ここまでケンカ腰ごしになったのは久ひさしぶりだった。いつもは自分から引くか、一方的に蔑さげすまれてばかりだったから……。そういえば、霊れい能のう力りよく関係のことでイジメられたりしたことこそあれ、こうして、全くそれに関係ないことで他人と激はげしくぶつかるなんて、久しぶりどころか、初めてじゃないだろうか。小学校の頃ころから他人と距きよ離りをとらざるをえなかった私……そして、家族にも引け目を感じていた私には、ケンカをする相手さえいなかったのだと、いまさら気付く。


「な、なんですか」


　少年は私が急に黙だまり込こんだことに居い心ごこ地ち悪さを感じたのか、今までの勢いきおいをなくして、気まずそうに一歩引く。私もまた、「あ、いや」と詰つまってしまった。まさか、ケンカという行こう為いが新しん鮮せんで感かん銘めいを受けていたなんて、口が裂さけても言えまい。馬ば鹿かにされるに決まっている。


「はぁ……もういいです。私、もう、行きますから」


　私は嘆たん息そくしてそう告げつつ、その場を去ろうとする。すると、彼は「ちょっと！」と呼よび止めてきた。……しつこい人だ。


「そっちが良くても、こっちが全然良くないよ！」


「……心が狭せまい人ですね」


「だから、なんで最終的に僕側に落ち度があったみたいな結果になるわけ!?　違うでしょ？　最初に見ていて、しかも、ナンパだなんだと言いがかりをつけてきたのって、全部貴女あなたじゃないですかっ！　せめて一言ぐらい謝あやまってくれたって……」


「謝る？　どうして？　ただ見ていただけで謝る必要なんてあるんですか？　ふらふらと近付いてきた怪あやしい少年に、ナンパを断ことわるのが、いけないことですか？」


「だから……もう……。ああ、ホント、身勝手な人ですね。そんなんじゃ、友達出来ませんよ」


「っ！」


　その言葉に、私はひどく動どう揺ようしてしまう。こんなんじゃ、友達出来ない？　そう……なの？　霊能力が悪いんじゃなくて……本当に悪いのは、私だっていうの？……なに、それ。


　私はその言葉に胸むねをえぐられ……俯うつむき加か減げんで、呟つぶやく。


「貴方あなたに……貴方に何が分かるっていうんですか……」


「え？」


「貴方に私の何が分かるっていうんですかっ！」


「っ」


　急に大声で叫さけんだ私に、少年だけではなく、周囲の通行人までもが一いつ斉せいに注目する。私は、いつの間にか、目に涙なみだを浮うかべていた。


　私の顔を見て、少年は狼ろう狽ばいする。私もまた、ハッと、自分が完全に取り乱みだしていたことに気付き、慌あわてて顔を背けて涙を拭ぬぐう。


「ち、違う、これは」


　そう言い訳わけしようとするも、とめどなく涙が溢あふれてどうしようもない。


　そんな私の様子を見かねたらしい少年は、「と、とにかくこっちへ」と私をデパート前のベンチに促うながした。さすがに私も、これには素す直なおについていき、崩くずれ落ちるように椅い子すに腰こし掛かける。少年はそれまでフラフラする私の肩かたを支ささえていたけど、ベンチに落ち着くと、慌あわてたように私の肩から手を離した。……セクハラだなんだと言われるのを恐おそれたのかもしれない。少し、ちくりと胸が痛いたんだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ……ですか？」


　少年がおろおろしながら声をかけてくる。私は涙を拭い、「ええ」とだけ答えた。彼は苦い顔をしながら頭を搔かく。


「その……ごめんなさい。売り言葉に買い言葉でつい……。そんなに傷きずつくと思っていなくて……その……」


　彼は本当に困こまっていた。……いまさら、この人は本当は凄すごくいい人だったのではないかと気付き、私もまた、困ってしまった。しかし、急に態たい度どを変えることもできず、ついつい、突つっ張ぱった言い方をしてしまう。


「べ、別に、いいわよ。これは……あ、貴方の言葉で傷ついたわけじゃないもの。そ、そんなに弱い人間じゃないんだからっ！　勘かん違ちがいしないでくれる？」


「な──。……ああ、そうですかっ」


　少年は機き嫌げんを悪くすると、私の隣となりにどすんと腰を下ろした。……ああ、もう、私は。何をやっているのだろう。彼に突っかかってどうするのよ、私。


　今となっては、もう、この少年がナンパ目的で私に近ちか寄よってきたわけじゃないのなんて、私だって分かってしまっているのだ。でも……どうにも、謝あやまるタイミングが摑つかめないというか……もう、すでに対立関係が出来上がってしまっているというか……。


　私はとにかくこの状じよう況きようを少しでも改かい善ぜんしようと、思い切って口を開いた。


「か、神無鈴音っ！　神が無いに、鈴の音と書くのっ」


「……はい？」


「わ、私の名前です！　そっちはっ」


「え、ええと？　なんで自じ己こ紹しよう介かい始まったのかよく分からないけど……。僕は、式しき見み蛍けい。数式の式に、見るの見、ホタルって書いて蛍」


「そ、そう。ち、ちなみに、歳は？」


「はい？　十五歳だけど……明日から高一」


「あ、私と同じだ。……じゃ、じゃあ、別に敬けい語ごじゃなくていいよね、うん」


「？」


　ぷいっと再ふたたび顔を逸そらす。……なんか間違った。歩み寄り方を、激はげしく間違った気がする。事実、私達の関かん係けい性せいは何一つ改善されていない気がする。でも……なんかこう、素直に謝れない。出会い方がアレだったせいで、どうも、自分が悪いことでも、彼には素直な心を見せづらいというか……。すでに「本音を隠かくす武ぶ装そう」を出会いの時点でガッチリとしてしまい、もう脱ぬぐことも困こん難なんというか。


　とりあえず、相手の苗みよう字じを呼よぶところから始めてみよう。


「し、式見君は、ナンパじゃないなら、なんで私に声かけたのよっ」


「へ？　いや、だから、貴女が……神無さんがこっち見ていたから。僕、人の顔覚えるのとか不得意で、よく街でバッタリ会った知り合いを無む視ししちゃったりするから……。神無さんもその手の人間かなと思って。で、失礼あっちゃまずいし、一いち応おう声かけようと……」


「……ふ、ふぅん」


「『ふぅん』って」


　どうやらまた対たい応おうを私は間違ったらしい。式見君は大きく嘆たん息そくしていた。……ああ、もう、なにやっているの私っ。完全に彼が「いい人」なのが判はん明めいしているじゃないのっ！　これ以上式見君に冷たく接せつする理由なんて無いはずなのに……。なのに、どうしてそう、素す直なおになれないのよっ。


　……原げん因いんは、少し考えると思い当たった。私、最初から距きよ離りをとったり、虐いじめられたりすることばかりだったから、こういうケンカ……自分から相手を突き放した際さいの歩み寄より方を一いつ切さい知らないんだ。そもそも、こういう状じよう況きようじゃなかったところで、人へ歩み寄ることが苦手な私である。自分から怒おこってしまった後の歩み寄り方なんて、分かるはずもなかった。


　私がすっかり混こん乱らんしていると、隣となりで式見君が何か諦あきらめたように息を吐はく。そうして、「よいしょ」とベンチから立ち上がった。


「もう、いいですよ」


「え？」


「別に、なんかもう、どうでもよくなりました。実じつ際さい、さっきの神無さんの泣き顔以い降こう、怒いかりなんて完全に萎なえていましたからね。じゃ、僕はこれで」


　そう言ってその場から立ち去ろうとする式見君。私は慌あわてて「待って！」と彼の腕うでをぐいっと摑んだ。……そう、摑んだ、はいいものの……。


「はい？」


「あ、いや、その……」


　その後のことを全く考えていなかった。……このまま謝りもせずに彼を帰してしまうのは、駄だ目めだと思った。だけど、やっぱり……素直に謝ることもできない。自分の心なのに、自分で操そう作さできなかった。口から「ごめんなさい」と発声する、それだけでいいのに。それだけのことが、どうしても、できない。頑がん張ばってそれを言おうとするも、喉のどがカラカラになって、かすれた空気だけが出てしまう。


　私は彼の腕を摑んだまま、悔くやしくて、俯うつむいた。どうして私はいつもこうなのだろう。肝かん心じんな時に、自分を出せない。いつもの自分じゃいられなくなる。そうして、そういう私はやっぱり周囲から見たらひどく滑こつ稽けいで、結果、皆みな離はなれていってしまう。


　式見君も、また戸と惑まどった顔をしているのだろうと思った。そりゃそうだ。出会ったばかりの少女が、つっかかってきたと思ったら泣いて、去ろうとしたら引き止めて、今度は顔を悔しそうに歪ゆがめて俯いてしまっているのだから。


　ホント……なにしているんだろう、私。ホント……。……思わず、彼の腕を摑む力を緩ゆるめる。瞬しゆん間かん──


「え？」


「…………」


　気付くと、彼はまた、仏ぶつ頂ちよう面づらをしながら、私の隣に座すわっていた。


　私が混こん乱らんしていると、彼は、こっちを見ずに告げてくる。


「……足が疲つかれていたんです、意外と」


「はい？」


「……もうちょっと、座っていきます」


「…………」


　彼はそう言うと、隣の私のことなんて気にもしていないといったふうに、ただただ、そこに留とどまり続けていてくれた。


　私は……思わず、再ふたたび俯く。泣きそうだった。悔しいからじゃなくて……不思議なことに、嬉うれしくて、泣きそうだった。


　自分勝手な理由で動く私を、見み捨すてないでくれた。そばに、留まってくれた。


　……式見君は、別に、そんなに深いことを考えてはいないのだろうけど。それでも……それでも、こんな私を、気にかけてくれた。皆のように、離れていかなかった。


「か、カップルと思われたらどうするんですかっ。もうちょっと離れて座って下さいっ」


「……はいはい」


　思わずまた素直じゃない言葉を言ってしまう私に対して、呆あきれたようにこそするものの、少し距離を離しただけで、彼はやっぱりベンチに留まっていてくれた。それが……私には、異い様ように、嬉しくて。まったく……私はなんなのだろう。感かん情じようの浮うき沈しずみが激はげしすぎる。特に、式見君と出会ってからの短時間での私の感情の振しん幅ぷくは異い常じようだ。


「あ、貴方あなたのせいで、なんかもう……散々です」


「それはわるぅございました」


　私の言いがかりのような言葉に、式見君はまた笑いながら答えてくる。どうやら、私という人間がどういう人間なのか、彼なりに理り解かいし始めたようだった。……この素直じゃない対応が全すべてだと思われるのはやっぱり癪しやくだったけど。でも、そんな彼の反はん応のうは……やっぱり嬉しくて。


　私はそっぽを向いたまま、彼にちょっかいを出す。


「だ、大体、いくら知り合いかもしれなくても、同年代の女子に急に声かけるって……ナンパだと思われても仕方ないじゃない」


「はいはい……僕ぼくが全部悪いですよ」


「そ、それにね──」


　私と彼はその後数分間、表面上は口ゲンカのようで、そのくせ心の中ではお互たがい楽しんでいるのが分かる会話を続けた。……こんなのは初めてだった。自分の意見をバシバシ言って、好き放題言って、相手も反はん論ろんするけど……でも、険けん悪あくではない。むしろ、言い合っていて楽しい。こんな感かん情じようは……初めてだった。


　私は思わず笑え顔がおになりかける。しかし──


「っ！」


　しかし……そんな平和なひとときは、直後に背せ筋すじに感じた激はげしい悪お寒かんによって、一いつ瞬しゆんで壊こわされてしまった。


「なっ──」


　絶ぜつ句くする。私の表ひよう情じようの急変に、式見君の顔は心配げに歪ゆがんでいたけど、今はそれさえも気にしてはいられない。


「なに……これ……」


「どうしたの？」


　式見君が首を傾かしげる。私はそれ無む視しして周囲を見み渡わたし……そして、問題のものを、見つける。通りを挟はさんだ一軒けんの「骨こつ董とう屋や」と思わしき場所から、もうもうと、瘴しよう気きが……霊れい能のう力りよく者しやである私にしか感じられていないであろう気配が、立ち上っていた。


「そんな……なんでこんなところで……急に……」


「？　あのぉ？」


　それは、悪あく霊りようの気配だった。


　悪霊の出る場所なんて限げん定ていされるわけではないけれど。それでも、明るい場所や活気に満ちた場所に好んで出てくるようなものではない。ましてやこんな都会の喧けん騒そうの中に、なんの脈みやく絡らくも無く出しゆつ現げんするなんて……正気の沙さ汰たじゃない。


　とにかく早く対たい処しよしないと──とそこまで考え、瞬しゆん間かん、たらりと額ひたいを冷ひや汗あせが伝う。


　対処……する？　誰だれが？　この場に、霊能力者は……誰が、いる？


　悪霊の気配を探さぐる。……大したものではない。単なる力の問題なら、私でも、充じゆう分ぶんに対処できる類たぐいだ。……マニュアル上は。そう、あくまで、マニュアルの上では、だ。


　私は……実戦が怖こわくて……ただの実戦練習だって怖くて……結局、こうして、現守高校に逃にげたというのに。それなのに……そんな私が……。


「あ……ぅ……」


「ちょ、大だい丈じよう夫ぶ？　汗、凄すごいよ？　体調が悪いんじゃ……」


　式見君が心配げに見てくる。彼の目を見て……考える。あの悪霊を放ほうっておいたら……どうなるだろう。それほどのものではないとはいえ、それは、霊能力者の私を基き準じゆんと考えているからだ。一いつ般ぱん人じんだったら……確かく実じつに被ひ害がいを受ける。生きる、死ぬの事じ態たいにすぐはならなくても、でも、確実に、不幸なことは起こる。


　関係ない。私はそんなに優やさしくて正せい義ぎ感に満ちた人間じゃない。知らない人のために自分の身を盾たてにできるほど、出来た人間なんかじゃない。ただの……神無家から逃げ出した、ただちょっと人より霊に詳くわしいだけの、女子高生……いや、中学を卒業したばかりの小こ娘むすめにすぎない。


　そんな私が、どうして、自分から身を危き険けんに晒さらして、世のため人のために戦わなくてはならないのだろう。そんなの……おかしい。そんなこと、する義ぎ務む、私には、無い。ここで事態を見み過すごしても、責せめられる謂いわれなんか、無い。誰も……責めない。


　なのに……どうしてだろう。


「あの……？　どこ、行くの？」


　気付くと、私は足を踏ふみ出していた。……骨董屋の方向に向かって。よろよろと歩く私を見かねてか、式見君も、私の横に寄より添そって付いてくる。


「あの、神無さん？　その……ごめん、余よ計けいなお世話なのは分かるんだけど、その、とても体調がいいようには見えないけど……」


「……大丈夫。もう、大丈夫だから……。式見君は、もう──」


　と、そこまで言いかけた時だった。唐突に、バリンッと、ガラスの割われる音が響ひびき渡わたる。慌あわてて視線をそちらに向けると……案の定、それは、骨董屋のガラス窓まどだった。内側から外に向かって、花か瓶びんか何かが投げられたようだ。骨董屋の前には、ガラスと花瓶の破は片へんが散らばっていた。幸い通行人には当たらなかったようだけど、しかし、周囲に居いた人間が悲鳴を上げて、その場から離はなれていく。


　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よも無いと私は足を踏み出しかける。が……それよりも先に、前へ出た人間が、いた。


「先せん輩ぱいっ！」


「!?」


　気付くと、式見君が、物凄い勢いきおいで……真しん剣けんな顔をして、骨董屋の方へ向かっていた。一瞬呆あつ気けにとられたものの、すぐにその背を追う。そして、大きく彼に声をかける。


「どうしたのよ、式見君！」


　私の声に、彼は、振ふり返ることなく、


「先輩が……知り合いがあの骨董屋にいたんだ！」


　と怒ど鳴なりつけるように返してくる。……先さき程ほどまでの彼からは想そう像ぞうもつかないほど、焦あせりを顔に浮うかべていた。


　その先せん輩ぱいさんという人のことが、よほど大事なのだろうか。式見君は私を置いていく勢いで骨董屋に向かって走る。私もその背を全力で追った。今はもう、この事態が、私にとって関係ないことじゃなくなってしまった。他人が傷きずつくことを心配できるような人間じゃないけど、でも、式見君が危き険けんな場所に飛び込こんでいくのを黙だまって見ているのは、いくらなんでも、できない。……彼にはまだ謝しや罪ざいできていないから。


「……まったく」


　私は嘆たん息そくしながらも……しかし、笑え顔がおを浮かべていた。理由ができた。おかしなことに、それが、嬉うれしかった。ありがたかった。やらなければいけないところまで、追い込んでもらったから。もう……やるしかないと、腹はらを括くくれたから。


　式見君をちらりと見る。そうか……人を助ける理由なんて、頭でごちゃごちゃ考えちゃ、駄だ目めなんだ。彼みたいに……考えなしに、状じよう況きようも分からないのに無む鉄てつ砲ぽうに駆かけ出してしまうぐらいで……本当は、丁度いいのかもしれない。姉さんみたいな霊れい能のう力りよく者しやが全すべてじゃなくて、いいんだ。私は私なりの……私らしい、身の丈たけにあった……「神無深しん螺らの妹」じゃない、「神無鈴音」になれば、それでいいじゃないか。


　私は決意を新たにすると、足に力を入れ、全速力で骨董屋に向かって走った。





「先輩っ！」


　先に骨董屋に入った式見君が、店内に向かって叫さけぶ。もっと他ほかの通行人も寄ってくるかと思って、私は簡かん易い結界の準じゆん備びもしていたのだけれど、しかし、私達以外に店内に足を踏み入れようとしてくる人は誰もいなかった。都会人は冷たいというのは……単なるイメージのようで、実は、少し当たっているのかもしれない。周囲に人が大おお勢ぜいいるからこそ、「自分がやらなくても誰かが」と思ってしまう。……さっきまでの私のように。


　もう、頭が冷静に働いていた。大だい丈じよう夫ぶ。その代わりに、今度は式見君がすっかり取り乱みだしているように見える。本当に、その「先輩」さんが大事なのかもしれない。


　蛍けい光こう灯とうが割れたのか、真っ暗な骨董屋の中に、式見君は臆おくしもせずに入っていく。私は霊の気配を警けい戒かいしながら、式見君の後に続いた。


「先輩？」


　先行していた式見君が、何かに駆かけ寄る。暗闇の中で最初はそれが何か分からなかった。床ゆかに何かがある。しかし近付いてみると、それが、若わかい女じよ性せいだということに気がつく。式見君は、倒たおれてどうやら意い識しきを失っているらしい女性に向かって、「先輩っ、先輩っ」と呼よびかけていた。しかし、彼女は起きない。式見君はさらに体を揺ゆらそうとしたみたいだけど、しかし、下手に動かさない方がいいと思ったのか、そのまま放置する。


　そうして、いまさらのように、ゆっくりと、店内を見み渡わたす。


「えっと……なにか、あったのかな？」


「…………」


　呆あきれて嘆たん息そくする。この人は……まったく。


　霊の気配に注意を向けつつ、彼が心配そうに見つめる「先せん輩ぱい」さんを見やる。……こんな状況だというのに見み惚とれてしまうほど、綺き麗れいな人だった。長いサラサラとした黒くろ髪かみに、端たん整せいな顔立ち。そして、モデルのようにスラリとした体型。ごくたまにいる、「最初から出来の違ちがう」タイプの人だなと、思った。……わりと自分が子こ供どもっぽい容よう姿しのため、少しコンプレックスをもってしまう。私はなんとなく式見君に訊きいてみた。


「彼女？」


「え？　あ、や……えと、先輩だよ。でも、どうして？」


「いや、特に理由はないんだけどね。……そう」


　そう答えはしたものの、しかし、なんとなく納なつ得とくいかなかった。「ただの先輩」相手に、あそこまで心配げな表ひよう情じようをするものだろうか？　まあ、他人である私のことさえ心配してしまう式見君なら、そうであってもおかしくないけど……。でも、少し不自然に感じた。本当にただの先輩なら、私の問いにどもらなくてもいいはずだし。……もしかしたら、彼は、この先輩さんに片かた想おも──


「っ！」


　そこまで考えた時に、気付く。先輩さんの傍かたわらに、黒く古めかしい壺つぼがあった。それだけなら気にもしなかったのだけれど……その壺の蓋ふたには……「破やぶれた札」が付着していた。つまり……。


「封ふう印いんされていたものを……開けたってこと？」


「え？」


　式見君が振ふり返る。私は先輩さんの傍らに行き、壺を調べた。……間違いない。残ざん留りゆう霊れい気きがある。問題の霊体はこの中に居いたのだ。私は嘆息しながら、先輩さんを見る。そうして、呆れた声で式見君に質しつ問もんした。


「この先輩さんって……好こう奇き心しん旺おう盛せいで、さらに、人の注意を聞かないほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんだったりしない？」


「え？　よく分かるね。そうだよ。ホント、そのまま。好奇心と傍若無人という言葉をそのまま具ぐ現げんしたような人だよ。見ただけで分かるの？　外見は反はん則そく的に綺麗に出来ている人なのに。凄すごいね。もしかして、霊能力者？」


「いや……そういう問題では」


　霊能力者だということはズバリ当たっているのだけれど。


　私は嘆息して、理り解かいする。なるほど……これで合点がいった。骨こつ董とう屋やにあるような商品というのは元より霊がつきやすいものだけど、その中でも封印の札がついたものなんて……いわくつきのものに決まっているじゃないか。それを……主人さえ剝はがさなかったそれを、剝がしてしまうなんて……まったく、この「先輩」さんは……。


　でも、それなら、唐とう突とつに、こんな街中に霊が出しゆつ現げんしたことも理解できる。


　私が思考していると、店の奥から「うぅ……」という呻うめき声と共に、誰かが起き上がってきた。ひょろりとした中年男性だった。おそらく、ここの店主だろう。


　私は彼に駆かけ寄よると、憑ひよう依いの被ひ害がいにあってないかだけ確かく認にんし、声をかけた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「え、ええ。大丈夫です。気分が悪くなって倒たおれてしまいましたが……」


「何があったんです？」


「それは……私が聞きたいぐらいです。ただ……私が止めるのも聞かず、お嬢じようさんが、『破やぶられない封印に価か値ちは無いじゃないか』などとわけのわからないことを言い出して、勝手にうちの商品を……」


「…………」


　あの先輩さん、どれだけ勝手なんだ。まだ話したこともない人だけど、物もの凄すごく呆れる。


「あのお嬢さんが壺を開けた瞬しゆん間かん、なにか、よく分かりませんが、気分がどすんと重くなりましてな。お嬢さんはどうも正気を失ったふうになって、店の骨董品を窓や電灯に投げつけたみたいですが……それ以い降こう、私も気を失ってしまっていて……いったい何がどうなっているんだか……」


「そうですか……。大丈夫です。怪け我がをしていないなら、体の方は問題ないですから。警けい察さつも……呼よんでも混こん乱らんするだけです。それは、分かりますね？」


「はい……そうですね」


「ですから、貴方あなたはとりあえず、ガラスの片かた付づけと、通行人への謝しや罪ざいだけしてくれませんか？　お疲つかれのことと思いますが、大事になっても困こまりますでしょうし……」


「はい、分かりました。……と、貴女はいったい……」


「私は……」


　私は少し言いよどみかけて……しかし、意を決して、告げる。


「私は、こういう事態の『プロ』です。問題の原因に関しては、私に任せて下さい」


　私がキッパリと告げると、店主さんは「分かりました」と、すんなりと、この場を私に任せて外に向かった。霊のことは分からなくても、自分が体験したことが常識の範疇ではないことを理解しているのだろう。案外頭の柔やわらかい人で助かった。


　私は店内に視し線せんを戻もどすと、「さて」と呟つぶやく。式見君は先せん輩ぱいさんを膝ひざ枕まくらして、未いまだ心配げに彼女を見守っている。彼らをここから動かしている暇ひまはない。


　私は霊の気配を探さぐり始めた。さっきから、すっかり霊がなりを潜ひそめている。封印から解放されて、一瞬先輩さんに憑依し暴あばれたはいいものの、すぐにここが居い心ごこ地ち悪い場所だと悟さとったのだろう。霊れい能のう力りよく者しやたる私がいるのにも、気付いたのかもしれない。悪あく霊りようはすっかり、どこかに隠かくれてしまったようだった。おそらくは、この場にある骨董品の中に潜んでいるのだろう。年ねん季きを帯びた物というのは、想念を受け容いれやすい。


「でも……所しよ詮せん付け焼やき刃ばのはず。探ればすぐに……」


「あのー？　神無さん？　さっきからなにを……」


「え？」


　気付くと、私の独ひとり言に、式見君がキョトンとして私を見ていた。……どうしよう。幽ゆう霊れいがどうこうなんて、この状じよう況きようで説明してすぐに理解してくれるとは……到とう底てい思えない。私や姉にしてみれば、最初から幽霊は見えたし、親からの教育もあって、それを不自然なこととは思わなかったけれど。同時に、霊のことを大真ま面じ目めに話した際さいの、一いつ般ぱん人じんの反はん応のうもイヤというほど知っている。……ホント、イヤというほどに……。子こ供どもの頃ころのことを思い出して思わず顔を歪ゆがめる。


「？」


　首を傾かしげる式見君を見つめる。……いやだ、と思った。彼にだけは……彼にだけは、変人を見るようなあの目で……幼よう少しようの頃私をひどく傷きずつけたあの目で、私を見てほしくない。彼の中で、「頭のおかしなヤツ」という括くくりになりたくない。


　しかし……悪霊は、私のそんな逡しゆん巡じゆんさえ許ゆるしてはくれなかった。


〈ピギィィィィィィィイ！〉


「！」


　頭の中に広がる叫さけびのような大音量！　驚おどろいて音の方向を見やると、店の端はしに置かれていた鏡から、鳥のようなものが羽ばたきながらヌッと出しゆつ現げんしてきていた。それは……鶴つるだった。細く長い首に、枝えだのような足。……そう、形だけなら鶴なのだけれど、羽は全身ドス黒く、さらに、長くしなやかなはずの首は、途と中ちゆうで切せつ断だんされており、血を滴したたらせている。しかしそのすぐ上には、切断された頭部が同じく切断面から血を滴らせながら浮いており……今すぐにでも目を逸そらしたくなる惨むごい姿すがた。


　しかし、そうも言っていられない。その鶴は隠れていても駄だ目めだと察したのか、漆しつ黒こくの羽を羽ばたかせ、天てん井じようから外に出ようとしていた。私は軽く経きようを唱えて、手を組み、店内に結界を張はる。このコンビニ程てい度どの店の規き模ぼ、さらに悪霊を閉とじ込こめる檻おりの用よう途との結界ならば、私でも簡かん単たんに張れる。……それは、悪霊退たい治じを生なり業わいとする神無家で学ぶ、初歩の初歩の技ぎ術じゆつだったから……。そうだ。姉ほどの力がなければ駄目なわけじゃ、決してない。私にだって……出来ることはあるんだ。それを、精せい一いつ杯ぱいやっていけば、それでいい。


〈ピィィィィィィイ！〉


　空へ飛び立とうとしていたものの、私の結界に阻はばまれ、落下してくる鶴の霊体。よし……思った通りだ。それほど強い悪霊ではない。これなら、私の力で充じゆう分ぶん対たい処しよできる。時間さえかければ、問題なく……。


「神無……さん？」


「っ！」


　すっかり忘わすれていた、式見君の存そん在ざいをいまさら思い出す。部屋の端はしにいる鶴に対し、私は彼をかばうようにしながら立っていた。


　私……今、彼の前で、経を唱えたりして……。


「なに……してるの？」


　彼は霊能力者ではない。当然、鶴の霊体は見えていないようだった。
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「それ……は……」


　説明、したくなかった。でも……これから浄じよう霊れいをすれば、必ず、彼には奇き異いの目で見られる。それなら……。


「…………」


　ぐっと唇くちびるを嚙かむ。……自分の口から言った方が、まだ、マシだ。だけど……それは、「マシ」なだけであって、決して、いいことでも──


〈ピギィィィィィィィィィイ！〉


「な、しまっ！」


　一いつ瞬しゆんの油ゆ断だん。その隙すきに、漆しつ黒こくの鶴つるは、あろうことか式見君へ向かって一直線に飛んでいってしまった。翼つばさでの移い動どうではなく、霊体としての浮ふ遊ゆう。つまり、予よ備び動作が要いらない。慌あわてて攻こう撃げきの念を対象に送るも、私のそれは一いち撃げき必殺などではない。徐じよ々じよに、相手を押おさえ込むもの。すでに……間に合うはずもなかった。


「式見君、避よけて！」


「え？」


　伝わらないと分かっているものの……叫ばずにはいられなかった。しかし、幽霊の見えない式見君に私が言っていることが分かるはずもなく。


「だめぇ！」


「っ!?」


　私の叫びも虚むなしく、鶴は、式見君の体の中に胸むねからスッと入っていった。瞬間……「ぐっ」と、胸を押さえる式見君。


「な……んだ、これ……。気持ち……悪い……」


「式見君！」


「う……あああああああ！」


　瞬間、式見君の眼めの色が変わり、先せん輩ぱいさんの頭を床ゆかに置き、ゆらりと立ち上がる。まずい、このまま逃にげられ──。


「──と、あれ？　僕ぼく、なんで立ってるんだ？」


　瞬間、式見君の表ひよう情じようがけろりと元の表情に戻もどり、代わりに、漆黒の鶴が、なぜか逃げるように、苦しげにしながら、彼の体から飛び出てきた。


「？」


　え？　なに？　どうしたの？……まあ、よく分からないけど、とにかく、鶴は式見君の体から自主的に出てきてくれたみたいだ。波長が合わなかったのだろうか。


　まあ、今は理由なんてどうでもいい。私は鶴に向かって念を送り始めた。苦しみ始める漆黒の鶴。よし、あとはこのまま時間をかけて浄霊してしまうだけだ。……自分でも驚おどろくほどにうまくいっている。いつもの自分を、出せている。あの実戦練習の時とは違ちがう。姉の視し線せんが無いせいか、それとも、式見君との会話で緊きん張ちようがほぐれていたのか……私は、実戦になっても私でいられた。


　自分はやっぱり実力はちゃんとあったんだという事実に、小こ躍おどりしたくなるほど高こう揚ようする。しかし……その前に……。


「あれぇ？　僕、なにしていたんだっけ？」


　式見君を見る。……さっきのようなことが、二度とあってはいけない。先さき程ほどはなぜか助かったけれど……次もそうとは限かぎらないし。


　私は鶴に意い識しきを向けつつも、式見君と先輩さんのそばに寄よる。そうして……。


「式見君」


「ん、なに、神無さん」


　……説明、しないと。彼が霊のことを知って注意をしたところで、今となっては、意味なんてないけれど。それでも……ちゃんと説明、しないと。私は……自分の油断で、さっき、彼を危き険けんにさらしてしまったから。それは、ちゃんと説明して、謝あやまるべきだ。ナンパのことの比ひじゃない。これは、絶ぜつ対たいに謝らなければいけないことだ。自分の油断のせいで彼を危険にさらしたのだから。


　……たとえ、頭のおかしいヤツと軽けい蔑べつの目で見られても。いや……それこそが、油断した私への、罰ばつとなるのだろうか。


　私は鶴の挙動に注意を向けつつ（すでに弱りきってはいたけれど）、式見君の目をちらりと見た。


「式見君……幽ゆう霊れいって、信じる？」


「はい？　ゆう……れい？」


　式見君は素すっ頓とん狂きような声をあげていた。……やっぱり、幽霊を信じてくれる人じゃない。分かっていた。分かっていたけど……どこかでまだ、期待していた。彼は、案外すんなり受け容いれてくれるんじゃないかって。でも……。


　私はぐっと堪こらえて、続ける。


「今回の件は……幽霊の……悪あく霊りようの、仕し業わざ。そこの先輩さんが、霊の封ふう印いんされている壺つぼを開けてしまって……それが暴あばれて、今、こうなっているの」


「え？　それって……」


　式見君はどうやら戸と惑まどっているようだった。……それでも、私は、続ける。変に見られるのは分かっているけど。でも……謝らないと、いけないから。


「私は、霊れい能のう力りよく者しやなの。それで、この件けんも自分で対たい処しよできると思っていたのだけれど……でも、駄だ目めだった。さっき……式見君を、自分の油ゆ断だんから、危険にさらしてしまった」


「……あの？」


「本当に、ごめんなさい」


　私は、彼に頭を下げる。彼は、やはり戸惑ったままだった。……私は、悔くやしい思いを抱かかえながらも、言葉を、つけたす。


「頭のおかしいヤツって思ってくれても……いい。だけど……だけど、謝あやまらないと、気がすまなかったから……。ごめんなさい……変なこと言って……ごめんなさい」


「え、いや……」


　式見君はそう呟つぶやくと、黙だまり込んでしまった。そうして、先せん輩ぱいさんを見やり、彼女の頭を膝ひざ枕まくらしなおす。


　……また、私は人に軽蔑されるんだな。分かっている。覚かく悟ごしていたことだ。もっと仲の良かった友達にだって、奇き異いの目で見られたこともあった。だから……だから、出会ったばかりの式見君が私をそういう目で見たって……どうということも……。


「…………」


　少しだけ、泣きそうだった。私は思いを振ふり切るように、霊に集中し始める。こちらの方は、もう、問題なさそうだ。すでに戦せん闘とう能力はない。完全に無力化に成功した。あとは、ただ成じよう仏ぶつさせてあげるだけ。もう、初心者の私でも、目を瞑つむっていてもできる作業だった。


　……しかし……初めての実戦を勝利したというのに、気分は、晴れなかった。私が溜ため息をつきながら事じ務む的に浄じよう霊れいを始めていると……唐とう突とつに、とんとんと、私の肩かたを誰だれかが叩たたいた。振り返ると、式見君が、真しん剣けんな目で私を見ていた。


「え、と？」


　戸と惑まどう私。しかし、次の瞬しゆん間かん、式見君は、大真ま面じ目めに私に訊たずねてきた。


「それで、僕と先輩はどうしたらいい？」


「──え？」


　信じられなかった。この人……私の話、真面目に、信じてくれている……の？


「だから、悪霊、いるんだよね？　そして、神無さんは、それをどうにかしてくれているんだよね？　僕達のことを気にしながら。だったら……僕と先輩がここに居いるのは、足手まといじゃない？　さっき言ってたよね、僕を危き険けんにさらしてしまったって」


「それは……ごめんなさい」


「いや、謝るのは僕の方だ。ホント、足引っ張ぱったみたいで、ごめん。僕が考えもせずに駆かけ込んだりしたから……。……それで……僕と先輩はどうしたらいいのかな。ごめん、僕達には幽霊見えないから、何の役にも立てないけど……」


　式見君が本当に恐きよう縮しゆくしたように縮ちぢこまる。……信じられない。この人……私のこと、信じてくれている。心から。私の話を前ぜん提ていとした上で、話をしてくれて……いる。


「神無さん？」


「え、ああ、はい。えと……もう、悪霊に関しては、大だい丈じよう夫ぶよ。すでに無力化したから。それと、彼女……先輩さんも、どこかを怪け我がしたわけではなくて、悪霊にとり憑つつかれた際さいのショック……つまり精せい神しん的なものでの気き絶ぜつだから、肉体的な心配はしないでも大丈夫」


「そうなの？　じゃあ……」


　そう言って、式見君は「よっ」と先輩さんをお姫ひめ様だっこで持ち上げた。「やってみると、意外に疲つかれる上に恥はずかしいな、これ……」なんて、照れてさえいる。


「とりあえず、ここからは離はなれた方が良さそうだね。怪我はしてないと言っても、いつまでもこんなところに寝ねかせておくわけにもいかないだろうし……。いや、でも、救急車呼よぶのも微び妙みようか……。仕方ない。タクシーでも探さがすか……」


　式見君はそう呟つぶやくと、未いまだにぽかんとしている私に顔を向けた。


「神無さんは、どうするの？　悪霊の方は……片かた付づいてないの？」


「え？　あ、いや、ちょっと待ってて」


　私は一度鶴つるの方へ意い識しきを向けると……最後の仕上げをした。集中して、念を送り込む。鶴が、キラキラと成じよう仏ぶつし始めた。


「…………」


　思わず感かん慨がいにふける。……以前やった実戦練習の相手は……これよりも弱い相手だった。それにさえ、私は負けて、完全に自信を失なくした。でも、今回は……意外なほどすんなりと、解かい決けつできている。決して能のう力りよくが高いわけではないけれど……「いつもの自分」を出せた結果だった。


〈ピィィィ……〉


　最後に力なく鳴いて、鶴が消えた。……にしても……ちょっと手ごたえがなさすぎたな……。最初はもうちょっと強い霊れいだと思ったのに。なぜか、式見君の体に入って以降、すっかり戦せん闘とう意い欲よくを失っていたというか……。まあ、いいか。


　勝った。悪霊に……自分だけの力で、勝てた。そうか……こういうことも、あるんだ。私はたった一回……姉の前で負けただけで自分への自信を喪そう失しつしてしまっていたけれど。一回負けたからって、次も負けるとは限かぎらないじゃないか。一回負けたら……次は勝てるように、前を見るべきだったのかもしれない。


　霊を成仏させ終わると、私は、式見君の方を振ふり向いた。……私が今回自分の実力をきちんと出せたのは……彼のおかげなのだろう。彼を守ろうと思った。それだけが、頭の中にあった。緊きん張ちようしている暇ひまなんてなかった。ガムシャラだった。……密ひそかに、心の中で、彼に「ありがとう」と呟つぶやく。


「終わったわ」


「じゃあ、出よう。なんか野や次じ馬うまも多いし……下手したら、通行人の誰かが警けい察さつとか呼よんじゃっているかもしれないしね。霊が原げん因いんじゃ、説明が厄やつ介かいなことは目に見えているし……。さっきのやりとりを見る限り、店の人も事じ情じようを察してくれているんだよね？」


「うん、まあ」


「じゃあ、また後日先せん輩ぱい引っ張って謝りには来るとして、彼女もこの様子だし、ここは一いつ旦たん引き上げよう、神無さんも」


　彼にサクサクと促うながされ、私も、出る際さいに店主さんに一度挨あい拶さつと軽い説明をした後は、驚おどろくほど呆あつ気けなく外に連れ出されていた。


　いつの間にか主しゆ導どう権けんが式見君に移うつっている。不思議な人だった。順じゆん応のう力りよくが高いというか……。


　式見君はなおもテキパキと行動し、大通りに出てからは、手を上げてすぐにタクシーをつかまえる。そうして、先に先輩さんを奥おくに乗せ、それから、ボーッとする私に声をかけてきた。


「神無さんも一いつ緒しよにどう？　あ、大だい丈じよう夫ぶだよ、料金は。僕がとりあえず立て替かえて、それから、後で先輩に全部請せい求きゆうするから」


「え？　いや、でも……」


「いいよ、遠えん慮りよしないで。この人にも責せき任にんの半分ぐらいあるんだから。それに、神無さんにはお世話になったから、せめてこれぐらいしないと、むしろこの人が駄だ目めだ。駄目人間だ。元々駄目な人なのに、これ以上駄目になったら、僕ももう、目も当てられないよ」


「は、はあ」


　私は彼の雰ふん囲い気きに押おされ、同乗することにした。前の席のシートに座すわろうと思ったものの、運転手さんが先さき程ほどコーヒーをこぼして濡ぬらしてしまったとやらで、結局は後部の座ざ席せきに三人で座ることとなる。


　三人で乗り込こみ、とりあえず私の家からということで、私の住所を告げる。幸いここから近い場所なので、それほど迷めい惑わくをかけることもない。


　タクシーに、先輩さん、式見君、私という順で座り、いざ出発すると、ようやく、ひと心ごこ地ちついた気がした。……私、一人で悪あく霊りように……対たい処しよ、したんだな……。いまになって、感慨がこみ上げてくる。


　ぼんやりと窓まどの外を見ていると、式見君が、唐とう突とつに「ありがとね」と頭を下げてきた。私は慌あわてて振り返る。


「え？　え、え？」


　彼は照れたように頭を搔かく。


「いや……神無さんがいなかったら、僕も先輩も、ただではすんでなかったと思うし。霊のことはよく分からないけどね。でも……神無さんが助けてくれたのは事実だろ？　だから、とにかく、ありがとう」


「い、いや。そんな。お礼を言われることなんて……」


　本当に。私が謝ることはあれど、彼に礼を言われることなんて……。


　ニコッと微ほほ笑えむ彼の顔を見る。至し近きん距きよ離り……しかも、三人でかけてぴったりと体がくっついていることが、いまさら凄すごく気になって、真っ赤になって俯うつむいてしまう。うぅ……おかしいな、私、どうしたんだろう。今まで、こんなふうになったことなかったのに……。


　ああ、もう、心しん臓ぞうがバクバクする。なにそんなに焦あせっているの、私。確たしかに男子には慣なれてないけど……でも、他の人にはこんなふうになったこと、一度もなかったのに。


　私は自分のわけのわからない混こん乱らんをおさめるために、話を逸そらした。


「で、でも……あの。その、どうして……どうして、幽ゆう霊れいのことを、信じてくれるの？　式見君……霊能力もないし、そんなに、霊を信じているふうでもなかったのに……」


　それは、ずっと聞きたかったことだった。今まで……たとえ親友だって、こういう話は、信じてくれなかったのに。私を、頭のおかしいヤツと見たのに……。それなのに……。


　私が不安げにしていると、式見君はしかし、当然のことのように返してくる。


「ああ、そんなの、単たん純じゆんだよ。霊云うん々ぬんのことは、僕には確かく認にんの術すべはないし、正直、信じることもできないけど……」


「…………」


「でも、神無さんのことは、信じられるから」


「え？」


　瞬しゆん間かん、しゅぼっと、顔が一気に熱くなる、私はろれつの回らない舌したでまくしたてる。


「れ、でもっ、そのっ、出会ったばかりだし、ケンカしてたのに、そんな、ど、どうして」


　私の問いに、式見君は、「ん～」と宙ちゆうを見つめる。


「まあ、神無さんが何者かっていうのは……よく、分からないけどね。確かにケンカしていたし、出会ってあんまり経たってもいないけどさ。でも……悪い人じゃないっていうのは、ケンカしていても伝わってきたし」


「…………」


「あの状じよう況きようでふざけたこと言うような人ひと柄がらでもなさそうだったしね。それに……たとえもし……幽霊が、神無さんの妄もう想そうであったりしたところで……。自分を……自分達を心配してくれている相手に対して、真しん剣けんに返さないのは、失礼だと思う。それに……あの、凄く個こ人じん的で曖あい昧まいな意見で申し訳わけないけど、さ」


「なに？」


「……その、神無さんは、いい人だって、僕は思っていたから。いい人っていうか……なんていうんだろう……面おも白しろい人というか、好きなタイプというか」


「っ！」


　顔が、目玉焼きを焼けそうなほどに熱くなる。私の反はん応のうに、式見君は慌てて付け足してきた。


「い、いや、決してナンパな意味ではなくて！　ホント、ナンパとかじゃないから！　ただ、なんていうか……うん。僕は、ケンカ腰ごしだったけど、好感もっていたから……そういう相手の言うことは、信じたいじゃない」


「……あ、ありが……とう」


「い、いや。別にお礼なんて……。まあ、あの状況じゃ信じる信じないなんて言っている場合でもなかったしね。そんなに深いことは考えてないから……その……」


　二人、妙みような雰ふん囲い気きになり、顔を逸そらし、お互たがい、縮ちぢこまる。あぅ……なんだろう、これ。


「あのぉー……お客さん。もう、着いてますけど……」


「え？」


　気付くと、すでに私の家の前だった。しかも停車し、ドアも開いている。……き、気付かなかった。運転手さんの視し線せんが痛いたい。なんか分からないけど、目が、「若わかいっていいねぇ」と言っている気がする。


　私は慌あわてて車から降おり、ドアが閉しまるのを確かく認にんすると、開かれた窓まどから式見君に一礼した。


「きょ、今日は……その……あ、ありがと……」


「いや、だから、礼を言うのはこっちの方で……って、僕ら、そもそもケンカしてなかったっけ？　いつの間にこんなことに……」


　式見君がそう言って苦笑いする。私も「そうだね」と笑った。そうして……式見君が「じゃあ……」と言ったところで、私は、勇気を振ふり絞しぼって、彼に声をかける。


「あ、あの！」


「はい？」


「あの……式見君は……その……」


　彼と、また会いたいと思っていた。だから……本来なら、連れん絡らく先さきを訊きけばいいはずだった。簡かん単たんなことだ。霊れい憑ひよう依いの後こう遺い症しようがどうこうとこじつけて、連絡先を訊けばいいだけだ。だけど……。


「あの、ど、どこの学校通うのっ！」


　私の口から出た言葉は、そんな、かなり遠えん慮りよしてしまった言葉だった。ああ……私ってやつは……しかも、こんな言葉を捻ひねり出すのにさえ真っ赤になるんだから……。


　式見君は首を傾かしげつつ、答えてくる。


「えと、今年の春から……っていうか、明日から現守高校に入学するんだけど……」


「え？」


　瞬間……私は、思わず笑え顔がおになってしまっていた。私らしくなく、ハイテンションで、「わ、私も！」と返してしまう。式見君はちょっと引き気味だった。


「そ、そう」


「あ、ご、ごめん」


「いや。……そっか。じゃあ、また会おう。あ、ナンパじゃないからね」


「もう……分かってるよ」


　私は苦く笑しようする。式見君は自分の隣となりに座すわる先せん輩ぱいさんを指差した。


「この駄だ目め先輩には、一度、面と向かって神無さんに礼を言わせないといけないからね、まったく……。ああ、この人も現守高校なんだ」


「あ、じゃあ、私にとっても先輩さんなんだね」


　心の中で、「なんか尊そん敬けいできそうにないけど……」と付け足す。


「そういうこと。……じゃあ、また明日、会えたら入学式で」


「う、うん！……あのぉ」


「はい？」


「そのぉ……い、一いつ緒しよのクラスになれたら、い、いいね……」


　真っ赤になりつつ、そんなことを言う。式見君はニコッと笑って、「僕はそうでもない」と返してくる。私は「な、なによそれ、人がせっかく──」と怒おこり、式見君は「ははは」と笑う。……不思議だった。こういうケンカが、凄すごく、心ここ地ちいい。どうしてだろう。


　嬉うれしさがこみ上げてくる。……どうしたんだろう、私は。こんな、他た愛わいもないやりとりで……。いや……そっか。私、こんな「他愛もない」ことさえ、今まではしてこなかったんだな……。


　私達がそうしていると、運転手さんが「こほん」と咳せき払ばらいをした。私は慌ててタクシーから離はなれる。式見君が苦笑して、声をかけてきた。


「じゃあ……『また明日』」


「う、うん！　『また明日』」


　そう言葉を交かわし合った後、タクシーは発進していった。なんとなく、見えなくなるまでそれを見送り……はふぅと、息を吐はく。なんだか……変な気持ちだ。なんだろう、これ。なんか……ぽかぽかと、体が熱い。風か邪ぜでもひいたのかな……。でも、なんか、いい気分。お酒に酔よったら、こういう感じなのかもしれない。


　私はなんとなくにやけながら、そういえばすっかり気分転てん換かんできたなと嬉しい気持ちになり、「ただいまー」と玄げん関かんのドアを開けた。梅さんが、「おう、お帰り。ちょっと遅おそかったから心配したぞ」と、廊ろう下かに出てくる。そうして、私の顔を見て……怪け訝げんな顔をした。


「なんかあったの？　鈴音」


「え？　どうして？」


「いや……出て行く時とは別人みたいだから。なんていうか……キラキラしているぞ」


「ふぅん？　たぶん、いい気分転換ができたからだと思いますよ」


　私は梅さんにそう返すと、とてとてと、軽い足取りで、二階の自分の部屋に向かうのだった。


　明日からの現守高校での生活が……いつの間にか、凄すごく楽しみになっている自分がいた。背はい後ごで梅さんが「いや、あれは……まるで恋こいでもしたような変へん貌ぼうっぷりだと思うが……鈴音がナンパな男に惹ひかれるとは思えないし……」と、何か一人でぶつくさ言っていたけど、今の私にその言葉の意味を考えている余よ裕ゆうはなかった。


　神無家から……姉から、霊れい能のう力りよくから逃にげてきた自分。そして、現守高校という、一いつ般ぱん人じんが集まる場所へこれから通う不安。出かける前は……彼と会う前は、そんなものに押おし潰つぶされそうだった。


　だけど……今は違ちがう。彼がいるからだけじゃない。分かったから……新しい生活の始まりは、不安だけなんかじゃないんだって。当たり前のことに、いまさら、気付いたから。確たしかに私は逃げたけど……逃げたからこそ、もう、神無家や姉や霊能力のことでうじうじ悩なやまなくていいじゃないか。新しい学校は怖こわいけど、でも、同時に、素す晴ばらしい出会いだってあるじゃないか。


　そして、そういう幸せは……暗い顔をしているばかりじゃ、決して、寄よって来てはくれないから。


「よしっ」


　私は自分に気合を入れなおすと、式見君のことを思い出して、笑え顔がおで踏ふみ出した。


　窓まどから覗のぞく月を眺ながめる。そして、いまさら、気付いた。


「ああ……今日って満月だったんだ……」


　式見君はこれを見ていたんだ。街の光に惑まどわされず、煌こう々こうと光る月を、ただ、眺めていたんだ。それだけの、ことだけど。でも、あの街において、今日が満月であることに気付いていた人は、いったい何人いただろうか。


　月は、大きく……とても大きく、毎日空に出ているのに。気付くと、其そ処こにあることさえ、いつの間まにか忘わすれてしまっている。


　私は……多分、見失っていたんだ。霊能力から逃げても、別に、私という存そん在ざいが揺ゆらぐわけじゃないのに。私はいつの間にか、神無家という括くくりばかりを見て、私自身という……鈴音という、一番大事な物を忘れていた。


　私は、明日から、神無家の次女じゃなくて、「現守高校一年、神無鈴音」として生きていこう。……少なくとも彼は……式見君は、私を、ただ私として、見てくるだろうから。


　そう決意して、私は彼を真ま似ねるように月を眺め続けた。





　……ちなみに、それからの高校生活は、式見君に幻げん滅めつしたり、でもまた見直したり、先せん輩ぱいへの彼の気持ちにやきもきしたり、また霊関係のトラブルに何なん件けんも巻まき込こまれたり、そして、彼に霊体物ぶつ質しつ化か能のう力りよくという特とく殊しゆな能力が顕けん現げんしたりと、色々……本当に色々な事があるのだけれど。


　それはまた、別の話。





　　野球部を襲った呪いによる諸問題の解決はさておき、私、真儀瑠紗鳥が、後に下僕となる後輩と如何にして出会ったのかという馴れ初めの、第一話
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　私には生き別れの弟がいる。生き別れ……と言うと、なぜこんなにも悲ひ劇げきチックなのだろうか。実じつ際さいは、単たん純じゆんに、私が小学校六年生の時に両親が離り婚こんして離はなれたという、ありふれた話なのだけれど。


　四歳さい離れた弟と私は、それなりに仲が良かった。それなりとしか、言いようがない。大だい事じに思ってはいたが、別れの際さい、泣きはしなかった。相手を想おもう心より、照れ臭くささが勝まさるぐらいの……結局、よく分からない愛あい情じようだ。外国のドラマみたいに、お互たがい軽々しく「愛している」だのなんだのと言えるような性せい格かくでは、なかった。


　だから、弟のことに関して両親を深く恨うらむ気持ちはない。離婚を許ゆるせているとも言い難がたいけど、それによって非ひ行こうに走ったりするような単純な感情もまた、無かった。そもそも、急に両親への態たい度どを変えろと言われても、そちらの方が難しい。私は父親に引き取られたが、父親への対たい応おうがこれまでと変わったかというと、そんなことは全くなかった。弟もおそらく似にたような感じだろう。


　理り解かいがある子こ供どもだ……と、両親は思ったかもしれない。でも、それは少し違ちがう。理解があるんじゃない。面めん倒どうくさいだけだった。非行に走るのも、いじけるのも、悲しむのも。大人の勝手に振ふり回された子供のリアクションは、大別して二つ。


　あがくか、諦あきらめるか。


　私達姉きよう弟だいは後者だった。もう、疲つかれていた。むしろ安心したと言ってもいい。子供に聞かれているとも知らず深夜に淡たん々たんと言い争うあのイヤな空気を、もう感じなくていいから。


　元より落ち着いた性格ではあった私と弟だけれど、両親の一いつ件けんから、余よ計けいに二人とも感情を表に出すことをしなくなった。だって、感情を表に出して得することなんて、あまりないと、知っていたから。そつなくお利口に過すごすのが、なんだかんだ言って、最終的には一番得だと理解していたから。


　ただ、時とき折おり……時折だけど、私も人間だから、少し、悲しくなったりもする。父親が出しゆつ張ちようで、一人でレトルト食品の夕食を食べている時とか。弟からの手紙に書かれた彼の苗みよう字じが、私と……「真ま儀ぎ瑠る」と違ったりした時とか。友人が母親の手作り弁べん当とうを食べている隣となりで、私はいつも購こう買ばいのパンを食べている時……とか。


　独ひとりの世界はモノクロで、味気ない。昔は好きだった月も、今は眺ながめることさえしない。


　でも、辛つらくはない。それで辛いなんて言ったら、世の中の本当に不幸な人に失礼だ。


　私はうまくやっている。少しだけ、色あせた人生だけれど。そつなく、利口に、問題を起こすこともなく、のんびりと、やっている。


　それでいい。それもわりと幸せだ。それで、充じゆう分ぶんだ。それ以上を求めたから……私の両親は失敗したんだ。幸せになろうとしたら駄だ目め。不幸にならないように過ごせばいい。


　そう、思っていた。


　あの、小こ憎にくたらしい「死にたがり」に出会うまでは。
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　色あせた、特とく筆ひつすべきこともないような中学生活を二年淡たん々たんと送り、私は、順当に中学三年生になった。この中学生活で少し煩わずらわしかったことは、私の容よう姿しの問題だろうか。どうも、この容姿で大人しく振ふる舞まっていると、男子にはえらく好まれるらしい。おかげで、私は平へい穏おんに過ごしたいのに、あちらからトラブルがやってくることが数回あった。そのどれも、恋れん愛あい絡がらみのことだ。


　……恋愛問題は、冷めた私には、かなりキツイことばかりだった。おかげで、逆に私は、恋愛ごとは御ご免めんだと強く思ってしまったほどである。……元より、永えい遠えんの愛を神の前で誓ちかったはずの両親が別れるところを目の前で見ていることから、恋愛感情に不信感を抱いだいている部分はあったけれど。家族でさえ簡かん単たんに壊こわれる世の中で、どうして、容姿に惹ひかれて寄よってくる人間に心を開けるというのだろうか。


　そういうわけで、私は中学生活があまり好きではなかった。周囲の人間の「若わかさ」「幼よう稚ちさ」みたいなものに、私の性格は、少し合っていなかったから。決して周囲を見下していたわけではないけれど……。精せい神しん年ねん齢れいが高いというよりは、体育会系けいのどんちゃん騒さわぎに文系の寡か黙もく人間が放ほうり込こまれたような、そんなテンションの違いを感じていた。


　学校でも家庭でも違い和わ感かんの拭ぬぐえない生活。悟さとったふりしつつ、本当は、私にも自分の境きよう遇ぐうを恨む気持ちはあった。どうして私はこんなところに……と。





　進級して二週間が過ぎ、三年の教室に向かうのもすっかり慣なれてきたその日も、私はいつもと変わらない自分を演えんじ、日にち常じようを過ごしていた。


　教室に入ると、まず、ふんわりと上品な笑え顔がお。そして、クラスメイトの女子へと視し線せんを向けて……


「おはようございます」


　優ゆう雅がに挨あい拶さつする。すると、私に声をかけられたクラスメイトは幾いく分ぶん頰ほおを紅こう潮ちようさせ、「お、おはようございます、紗さ鳥とりさん」と、緊きん張ちよう気ぎ味みに、しかし声をかけられて光栄だと言わんばかりの笑みで挨拶を返してくる。


　私は自分の席に向かいながら、他のクラスメイト達にも、会え釈しやくをしながらにこやかに挨あい拶さつをしていく。最後に、私の隣となりの席で、委員長の高たか幡はた冴さえ子こがニコッと微ほほ笑えんでくる。彼女が私の親友……らしい。らしいというのは、表の私にとって一番仲がいいというだけだから。それは実のところ、この子には微み塵じんも心を開いていないということなのだけれど……まあ、悪い子じゃないし、そんなことを言って傷きずつける必要もない。


「今日もいい天気ですわね」


　高幡冴子が話しかけてくる。私は、実じつ際さいは家でレトルト食品を食べているような人間のくせして、さも上流階級ですわと言わんばかりの応おう対たいをした。


「ええ、ホントに。神様に感かん謝しやしませんとね」


　神なんか居いない。居たとしても、死ねばいいと、私は常つね々づね思っている。あと、隙すきあらばその座ざを私が奪うばってやりたいとも、少々思っている。間違っても感謝などはしない。


　しかし、高幡冴子は幸福そうに微笑んだ。この子は本当に上流階級の娘むすめらしい。おかげで、彼女といると、勝手に私までそう見られる。イメージ戦せん略りやくにはもってこいの相手だった。
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「そうですわね。本当に、感謝しませんと。朝から、紗鳥さんの素す敵てきな笑顔を見ることができましたしね」


「あはは、高幡さんったら、ご冗じよう談だんを」


　うげ、気持ち悪い。私に百ゆ合りの趣しゆ味みはないぞ、おい。冗談でもそんなこと言うなよ。


「あら、私は本気ですわよ」


「もう、高幡さんったら」


　勘かん弁べんしてくれ。私は笑いながら、心の中で悪あく態たいをつきつつ、自分の席に座すわる。同時に、高幡冴子は「ちょっと失礼」と、お手て洗あらい……いや、トイレに立った。というか、お手洗いという言い方はなんなんだ。トイレはトイレと言えばいいだろうに。どっちにせよ同じ場所なんだから、言い方を変えたところで、デリカシーもなにもないだろう。まったく……これだから、私はどうも女子という生き物が苦手なんだ。まあ、男子も好きではないけれど。


　私がようやく一息ついて机つくえの中に教科書を詰つめていると、タイミングを計って、クラスメイトの星ほし川かわ陽よう慈じが私の席に近寄ってきた。私の前の席に、後ろ向きに座る。……短たん髪ぱつに、いつも笑みを絶たやさない、無む駄だに爽さわやかな顔。彼はにこやかに私に話しかけてきた。


「おい、紗鳥」


「…………」


　彼はどうも苦手だ。私を男子の中で唯ゆい一いつ臆おくしもせずに名前で呼よんでくることも苦手だし、彼と話していると、どうも「作った真儀瑠紗鳥」で応対しづらくて、ついつい地じが……毒どく舌ぜつで達観した私が出てきてしまう。二人きりで話しているならまだいいが、クラスメイトの前でこれを出すと、後々面めん倒どうなことになってしまう。


　だから、こうして、教室で私に話しかけてこられたりするのは最悪だった。ただでさえ、私が「男子と話している」というのは注目される。その上名前を呼び捨すてしたりなれなれしかったりするもんだから、彼と話していると好こう奇きの視し線せんが常つねに突つき刺ささる。


　私が嘆たん息そくしていると、陽慈は（私としては不本意だが、名前で呼べと強きよう制せいされている）「なんだよぉ」と頰ほおを膨ふくらませた。


「如によ実じつに不ふ機き嫌げんそうな顔すんなよなぁ」


「不機嫌なんだから仕方ない」


　クラスメイトに聞かれないよう、小さな声で応対する。陽慈もさすがに少し気を遣つかうことを覚えたのか、私の声のボリュームに合わせた。


「……お前、どうしてそう、俺おれには愛あい想そがないわけ？」


「眼がん中ちゆうにないからな」


「ズバッと言うね。まあ、すましたお前よりは、俺はそっちの、男口調のお前の方がとっつきやすいんだが」


「陽慈の好みにはまっても、微み塵じんも嬉うれしくないがな」


「……お前さあ。なんていうか……清すが々すがしいよな、ある意味、その裏うら表おもて」


「私は表しかない陽慈にむしろ畏い敬けいの念を覚えるけどね。……で、なに？　自分だって、私のことは苦手なんだろう？　世間話をしようなんてことではないと見えるが。それに確たしかお前、野球部の部長だったろう。私なんかよりずっと忙いそがしいんじゃないのか」


　私が話を促うながすと、「そうそう」と彼は思い出したようにして、切り出してきた。


「お前さぁ、超ちよう常じよう現げん象しようとかって、興きよう味みあるか？」


「……はあ？」


　どこから話題が超常現象に繫つながったのだろう。……どうにもこの爽やかな男から「超常現象」なんて言葉が出るのがミスマッチで、私は首を傾かしげた。陽慈は「いや、な」と、頭をぽりぽり搔かきながら続けてくる。


「最近うちの野球部で負ふ傷しよう者しやや病欠者が続いてな……。それがホント、偶ぐう然ぜんとも言い切れないぐらい、片かたっ端ぱしからでな。部員は総そう勢ぜい二十四人なんだが、そのうち、現げん時じ点てんで十五人が、病気やら負傷やらで部活をこなせない状じよう況きようなんだ」


「それは……また……。偶然にしては凄すごいな」


「だろう？　こうなってくると、変な噂うわさは出るもんでな。呪のろいだなんだと、残りの部員も騒さわいで仕方ないんだ。こういうのは……原げん因いんがなんだったところで、あまりいいもんじゃない。まだ俺含ふくめ九人残っているとはいえ、事実上、野球部はほぼ活動休止状じよう態たいだ。……もう、俺達三年にとっちゃ、最後の夏のために、練習を欠かしている余よ裕ゆうなんて無いってのにな……」


　陽慈は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。私は「それで？」と話を促した。


「それで、なんでお前はその話を私にした？」


「ああ、そうそう。紗鳥さ、こういう、オカルトチックなもの、わりと好きだったろう？」


「まあ……嫌きらいじゃないが」


「で、その上、紗鳥は頭良くて、さらに、『表』の紗鳥は、学校中から信しん頼らいされている立場だったりするだろ？　少なくとも、俺の知り合いの中では格かく段だんに」


「……なんかイヤな予感のする振ふりだが」


「そこで相談。お前……これ、解かい決けつしてくんねえ？」


「…………」


　何を言い出しているのだろうか、この男は。私は嘆息して、「あのなぁ」と返す。


「私は別に、霊れい能のう力りよく者しやでも、巫み女こでも、探たん偵ていでもないぞ」


「それは百も承しよう知ちだよ。違ちがうんだ。『紗鳥が答えを出す』ことが、大事なんだ」


「？　どういうことだ？」


「つまり……この『呪い』の本当の問題は、事じ件けん自体じゃないんだよ。この一件の『噂』によって、余よ計けいな不安を部員が抱いだくことなんだ。これは……悔くやしいが、俺みたいなのが『呪いなんかじゃないっ！』って断だん言げんしたところで、払ふつ拭しよくできるものじゃない」


「なるほど……」


「その点、お前が調ちよう査さして、なんらかの答えを出して、それが事実にせよなんにせよ、その解答を『もっともらしく』部員に語ってくれたら……。それで余計な不安が増ふえることはなくなるだろう？　なあ、頼たのむよ、紗鳥」


　陽慈が顔の前で手を合わせ、懇こん願がんしてくる。卑ひ怯きようなことに、「頼むよ、紗鳥」だけは大きい声で言うものだから、クラスメイト達にも、私が何か頼まれているということだけは伝わってしまった。こうなると……いい人イメージを作っている私としては、断ことわることが出来なくなってしまう。


　陽慈を見ると、彼はニヤリと笑えみを浮うかべていた。陽慈……こんな全然似に合あわない卑怯な戦せん略りやくを使ってくるとは……どういうことだ。わざわざクラスメイトのいる教室で話を持ちかけてきて、さらに、内容に関しては小声で話したことも、今考えるとこの結果に至いたるための戦略ではないか。単たん細さい胞ぼうの陽慈ができることじゃない。まるで誰だれかに入れ知ぢ恵えでもされたかのようだ。……そうは言っても……もう、この場は逃のがれられない。


　私は内心悔しさをかみ締しめながらも、笑顔でクラスメイトにも聴きこえるように返した。


「いいですよ、星川さん。困こまっている人を見み過すごしてはいられませんからね」


　本当は凄すごく見過ごしたい。級友達が「さすが紗鳥さん、心が広いわ」などと感心している。……ああ、もう。トラブルを避さけるために大人しいイメージで過ごしているのに、そのイメージを守るために逆ぎやくにトラブルに巻まき込こまれるとは……なんという皮肉だろう。


　陽慈は満面の笑みで「おお、そうか」と反はん応のうする。そして、また小声。


「じゃあ、早さつ速そく今日の放課後から、カタチだけでもいいから、調査している素そ振ぶりを見せてくれ。部室とか、入れるようにしとくから。部員達にアピールする感じで一つ。あ、部長のオレが場にいると部員も喋しやべり辛づらいだろうから、オレははずさせてもらうけどな」


「……わかったよ」


　仕方ない。ま、演えん技ぎするのは慣なれている。こんな依い頼らいはさくっと一人で終わらせて──


「ああ、そうそう。調査する際さいは、アイツも誘さそっていけよな」


「へ？　アイツ？」


「ん？　ああ、ごめん、言ってなかったな」


　陽慈はそう言うと、立ち上がりかけたまま、一いつ旦たん振り返った。同時に予よ鈴れいが鳴り響ひびく中、彼は、告げてくる。


「この件、紗鳥より前に、もう一人相談したんだよ。性せい格かくあれだけど、頭は抜ばつ群ぐんにいいやつでな。まあ、勉強できる……という意味での頭の良さじゃないんだが。でもそいつ、自分が答えを出したところで、部員の信用は得られないから意味ない、なんて言いだしてな」


「な……」


　そいつかっ。おかしいと思ったんだ。陽慈にしては、妙みように私へのアプローチが上う手ますぎた。私に話を持ちかける動機……信用の問題だって、陽慈の発想にしては繊せん細さいすぎる。


　私は湧わき上がる苛いら立だちを抑おさえながら、極きわめて冷静に、聞き返した。


「そいつ……そいつは、誰なんだ？」


「ああ、それは、二年の、『式しき見み　蛍けい』ってやつだよ。昔からの友人っていうか……まあ、ちょっと複ふく雑ざつな知り合いでさ。最近はあまりつるんでなかったんだけど、こういうことでは妙に頼たよりになるやつなんだ。そうそう、紗鳥をこの件に引きずり込む算さん段だんも、アイツが提てい案あんしてくれたんだぜ」


「ほぉ」


　陽慈が笑顔で告げ、「じゃあな」と自分の席へと戻もどる中、私は一人、目を黒く光らせていた。式見蛍……面おも白しろい。私を手玉にとるとは、やってくれるじゃないか。その代だい償しよう、きっちりと払はらってもらうぞ。


「くくくくくく……」


「ま、真儀瑠さん？」


　隣となりの生徒が私の笑いに首を傾かしげる中、私は一人、小さく笑い続けた。


　待っていろ、式見蛍。私の平へい穏おんを乱みだした罪つみ、決して軽くはないぞ。





　　　３





　放課後になると私はすぐに行動を開始した。ＨホームＲルームが終わってすぐに鞄かばんを持ち上げ、教室を去る。ドアから出る際に陽慈が「頼たのむぞー」と声をあげてきたが、私は聞こえなかったふりをして無む視しした。


　三年の教室群ぐんを通り、多目的ホールを抜ぬけて、二年の教室群へと向かう。先日まで一年間そこで生活したにもかかわらず、すでに二年の教室群には私の知らない空気があった。他学年の教室は、どうしてこうも居い心ごこ地ち悪いのだろうか。私の場合は特に、ただでさえ注目の的だ。失礼なことに、私にも届とどく音量での囁ささやきが聴きこえる。


「え、誰、あれ。あんな綺き麗れいな人……いたっけ？」


「やだ、知らないの、カオリ。真儀瑠先せん輩ぱいだよ、真儀瑠先輩。有名だよ」


「うわ、おい、タケシ！　真儀瑠さんいるぞ、真儀瑠さん！　ちょっと見てみろよ！」


　……ああ、もう、イライラする。こういう注目のされ方は大だい嫌きらいだ。ワガママなことだとは分かっているけど……。自分の容よう姿しを見てコソコソやられると、それがたとえ誉ほめ言葉だったところで、なにか、いい気分がしない。気持ち悪い。男子の嘗なめ回すような視し線せんもイヤだし、女子の、私を勝手に美化しすぎた羨せん望ぼうの眼まな差ざしにも辟へき易えきする。私は芸げい能のう人じんでもなんでもないのに。ただの真儀瑠紗鳥、それだけなのに。


「はあ……」


　小さく嘆たん息そくする。「真儀瑠紗鳥」は有名なくせに、本当の「私」を見ている人間なんてほとんどいない。それは、私が大人しいのを装よそおっているせいもあるから、全すべて周囲の人間のせいにするつもりもないけれど。でも……もっと、放ほうっておいてほしかった。イメージを押おし付けたり、憧あこがれたり、見み惚とれたりしないでほしい。私は貴方あなた達たちと何も変わらないのに……妖よう精せいでも天使でも幽ゆう霊れいでも女め神がみでもない。ただの、中学三年生の女子、真儀瑠紗鳥なのに。どうしてそれを許きよ容ようしてくれない。どうして、私のイメージを勝手に作る。


　後輩達の羨望の眼差しの中を歩きながら、心の中で何度も嘆息する。……以前、陽慈の前でとるような態たい度どを、他の人も受け容いれてくれるんじゃないかと思って、他人の前で出したことがあった。しかし……結果は惨さん憺たんたるものだった。「真儀瑠さん、冗じよう談だんがうまいのね」と、笑われた。私の本ほん質しつを……笑われた。それから私は、もう、自分の素すを見せまいと誓ちかった。それは、私に平穏をもたらさないから。


　……実じつ際さいのところ、私は怖こわかったのだ。人に失望されるのが。人に愛あい想そをつかされるのが。そして、心を開いた相手が、自分のそばからいなくなってしまうのが。本当は……本当は、両親の離り婚こんは深いところで私を傷きずつけていた。頭では分かっているのに、どうしても、自分が母親や弟に愛想をつかされてしまったのではないかと……自分が間ま違ちがった行動をしたのではないかと、心の奥おくで考えてしまっていて。私が私らしく振ふる舞まったら……私は、今度こそ本当に一人になってしまうのではないかと……そう、思っていて。


「こ、こんにちは、真儀瑠先輩」


　式見蛍の教室に向かっている途と中ちゆうで、一人の女子生徒が私に頰ほおを赤くしながら声をかけてきた。背はい後ごで「きゃー、本当に行ったよ、あの子」と、ヒソヒソやっている女子二人組が見える。……うんざりした。「お前なんか興きよう味みない」とズバッと切り捨すてて、さっさと先に進みたかった。陽慈が相手ならそうしている。しかし、私はやっぱり……本音を隠す。


「こんにちは」


　にっこりと微ほほ笑えみ、挨あい拶さつを返す。目の前の女子は、ぽわぁと笑顔になって、挨拶しただけだというのに、矢や継つぎ早に話しかけてきた。


「きょ、今日はどうしたんですか、真儀瑠先輩。あ、あの、二年の誰かに御ご用ようですか？　部活は……特にしてなかったですよね。も、もしよろしかったら、あ、案内します！」


　……大して広い学校でもないのだから、案内も何もないだろうと思ったが……しかし、私は彼女に微笑み返す。猫ねこかぶりモード、オン。


「じゃあ、お願いしてもよろしいかしら？」


「は、はい！」


「えと、『式見蛍』君に会いたいのですが……」


「え？　式見君ですか？」


　女子生徒がキョトンとした顔をする。私は首を傾かしげた。


「知っているの？」


「あ、はい。クラスメイトですから。でも……ええと、式見君に用事なんですか？」


「ええ。それが何か？」


「あ、いえ。なんていうか……珍めずらしいなと思いまして。真儀瑠先輩が二年生に会いに来ることもそうですけど、同じくらい、式見君を訪たずねて人が来るっていうのも……」


「式見蛍君っていうのは、そんなに友達いないの？」


「いえ、そういうニュアンスでもないんですけど……ううん、特に親しい人は確たしかにあまりいないと思いますけど、別にクラスで浮ういているわけでもないですし、ええと……」


　彼女は説明に困こまってしまっているようだった。……まあ、ここでそんなことを言っていても仕方ない。会えばそれでいいのだから。私が「とりあえず案内してくれませんか？」と声をかけると、彼女は「あ、はいっ！」と慌あわてて背せ筋すじをピンと伸のばした。そうして、「こちらです」と手を出しながら、彼の居いるクラス……二年Ａ組にまで案内してくれる。


　クラス前のドアから中の様子を窺うかがうと、掃そう除じがすでに始まっていた。しかし、まだまだ室内にも生徒は多い。またも注目を受ける中私がキョロキョロしていると、女子生徒は気をきかして、「式見く～ん」と、一人の生徒に向かって手て招まねきしてくれた。彼女の視線の先を追う。


「…………」


　そこには、私が居いた。……なぜだか、一いつ瞬しゆん、そう思った。窓まど際ぎわの壁かべに背を預あずけつつ、首を横にして外を見ていた小こ柄がらな少年が、こちらに振ふり返る。その彼の目が……なんだか、最近鏡で見る私自身の目によく似ていて。それは……どこか、冷さめた目。諦あきらめた目。


「どうしたの？　桜さくら井いさん」


　彼がこちらを向いて、そう声をかけてくる。どうやら、私を案内したこの女子の苗みよう字じらしい。彼は床ゆかに置いてあった鞄かばんを持ち直して、こちらに歩いてきた。サラサラとした黒くろ髪かみに、中ちゆう性せい的な顔立ち。これといった激はげしい特とく徴ちようがあるわけでもない……ある意味で庶しよ民みん的な顔なのに、肌はだの綺き麗れいさや配置の良さが相まってか、それは、なんとなく人の視し線せんを釘くぎ付づけにする容よう姿しだった。


　いけないと、自じ制せいする。私は……なにをやっているんだ。自分が注目されるのは嫌きらうくせに、その私が人の顔をまじまじ見たりして……まったく。


　いや……違う。そうか、なるほど。彼が似ているのは、目が私に似ているのは勿もち論ろん、容姿がどことなく弟を連想させたからだ。それほど類るい似じしているわけでもないのだが、全体的な雰ふん囲い気きみたいなものが少し似ている。


　桜井というらしい女子が、目の前まで来た彼に声をかける。


「先せん輩ぱいが……こちらの真儀瑠先輩が、式見君に用があるんだって」


「ああ。聞いているよ。ありがとね、桜井さん」


「いえいえ」


　桜井という女子は、しかし、そのまま去ることもなく、その場に留とどまった。……案内が終わったのだから、もう用はないのに……。私はそれとなく彼女を促うながす。


「案内ありがとうございました、桜井さん」


「はい」


「…………」


「……あ、じゃ、じゃあ、私はこれで」


　彼女はようやく気付いたようにその場から離はなれたが、しかし、視線で追ってみると、やっぱり少し離れた場所からこちらを、友人達と一いつ緒しよに興きよう味み深ぶかそうに見つめていた。……はぁ。まったく。


　私が一息ついていると、目の前の少年……式見蛍が声をかけてくる。


「初めまして。僕は式見蛍と申します。陽慈……星川さんとは、昔からの友人でして」


「あ、ええと、真儀瑠です。よろしく」


「はい。……では、行きましょうか、先輩」


「ん？」


「ですから、『呪のろい』の調ちよう査さですよね。野球部の部室に行って、調査しているように見せて、あとはもっともらしい理り屈くつをこねて説明する。そのために、先輩、来たんでしょう？」


「あ、ああ、そうですね」


　自分がそう仕向けたくせに、よく言う。式見蛍は涼すずしい顔をしていた。……成なる程ほど、そういうキャラなわけか。陽慈のあのズル賢がしこさの理由が今ならよく分かる。コイツなら、ああいう入れ知ぢ恵えも朝飯前に思えた。


　彼は「じゃ、行きましょう」とだけ告げると、特に私への配はい慮りよもなく、スタスタと先を歩き出した。その反はん応のうに……私はいまさら、違い和わ感を覚える。しばらく廊ろう下かを歩き、周囲に生徒がいなくなってきたあたりで、私は彼に声をかけた。


「式見……君？」


　なんと呼よぼうか迷まよったものの、とりあえず無ぶ難なんな呼び方をしてみる。彼は振り返りもせずに「はい」と返してきた。


「あの……私のこととか、知ってる？」


「真儀瑠先輩ですよね」


「え、ええ、そうなんだけど……」


　……なんと切り出したものか。私が彼に感じているモヤモヤは……実は、「どうして私に対してそんなに普ふ通つうなのか」という、自分では口に出しては訊ききづらい質しつ問もんであり。私は話を切り替かえた。


「陽慈……星川君とは、仲いいの？」


「……ええ、まあ。最近は彼が部活で忙いそがしいので、それほどでもないですけど」


　咄とつ嗟さに出た質問だったが、よく考えると、それも不思議だった。陽慈と彼では……まるでキャラが違ちがう。というか、陽慈が好んでつるむような人間には、どうしても思えなかった。しかし、深く突つっ込んでも仕方ない。陽慈と彼の間で過か去こになにか友ゆう情じようの芽生えるきっかけでもあったのだろう。誰だれと誰が友人だろうと、何も問題はない。


　ここはもっと、有ゆう意い義ぎなことを訊かなくては。すっかり彼のペースに呑のまれていたが、私は、コイツに一ひと泡あわ吹ふかせてやりたくて、今こうしているんじゃないか。


　部ぶ室しつ棟とうに行くために、靴くつを履はき替かえ、一いつ旦たん玄げん関かんから外に出る。まだ下校生徒や部活に向かう生徒が少ないのか、そこまで来ると人もまばらになってきた。私は少し攻せめていこうかと──


「ああ、先せん輩ぱい。言こと葉ば遣づかいですが、別に作らなくていいですよ」


「な──」


　不意打ちをくらった。一いつ瞬しゆん驚おどろくものの……。すぐに気付き、舌した打うちする。


「……そうか、陽慈か。アイツめ……」


「いえ。確たしかに彼からも少し貴女あなたのことは聞いていましたけど。それよりも、さっきから、なんか、気持ち悪いです、先輩」


「へ？」


　初対面の人間がこの私を指して……気持ち悪いだって？　私がぽかんとしていると、彼はやはりシラッとしたままで、私を見た。
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「凄すごく不自然ですよ、なんか」


「な、何が？　別におかしくなんて……」


「確かに、容よう姿しと口調は合っているんですけどね」


「それなら……」


「でも、なんて言うんでしょう……雰ふん囲い気き……というか、そう、心と口調が一いつ致ちしてない感じというんでしょうかね。アメリカ人がフランス語で喋しやべっているみたいな」


「……なんで、そう思うんだ？」


　私は、唐とう突とつに口調と表ひよう情じようを変えた。彼をキッと睨にらむ。……コイツが私の本ほん性しようを言いふらしたりしたら、私の築きずき上げた平へい穏おんが台無しになる。私が睨んでいると……彼は途と端たん、初めて、笑え顔がおを見せた。


「そうそう。それです、それ。ああ、なんか、スッキリしました。なんで変なことするんですか。そっちの方が断だん然ぜんしっくりきているじゃないですか。まったく……」


「え？」


　不覚にも。彼の笑顔に見み惚とれてしまった。それは……あまりに無む邪じや気きで、魅み力りよく的な笑顔だったから。今までの冷たさとは対たい極きよくの……子こ供どものような笑顔だったから。


「まあ、そこまで不自然なことするからには、それなりの理由があるんでしょうけど……。少なくとも僕ぼくの前では、そっちの、先輩でいて下さい。別に他人に言いふらしたりはしませんから。そうじゃないと、どうも気持ち悪くて。勘かん弁べんして下さい」


「……お前、変に思わないのか？　イヤじゃないのか？」


「なにがですか。先輩がどう考えているのか知りませんけどね。むしろ、僕は、作った口調で喋しやべられる方がよっぽど不ふ快かいですよ。そっちの方が失礼とも言えますし」


「でも……」


「別に強きよう制せいはしないですよ。先輩がどうしても作った方の先輩でいたいなら、それでいいですけど。なんていうか……でも、疲つかれません？　そういうの。僕は疲れますね」


　彼はそう言うと、なにやら、「死にたがりを隠かくすのでさえ……こんなに疲れるんだから」と、よく聴きこえない音量で呟つぶやいていた。私が聞き返すと、「いえ、なんでもありません」と返してくる。


「で、どうするんです？」


「……お前がいいなら、別にいいが。でも、他の生徒の前では……」


「ああ、いいですよ、別に。他の人の前では僕も合わせますから」


　彼はそう言ってニコッと微ほほ笑えむと、再ふたたび私の前を歩き出した。……分からない。式見蛍という人間が、全く分からない。なんなんだコイツは。自分からぶっきらぼうな方の対たい応おうを望むなんて……おかしいじゃないか。ああ、成なる程ほど、そういう意味では陽慈と彼には共通点があるのかもしれないな。


　私は腹はらを括くくると……こうなったら気を遣っても仕方ないので、ズバズバといかせてもらうことにする。


　部室棟に向かって歩きながら、他の生徒に注意しつつ、声をかける。


「で、お前、覚かく悟ごは出来ているんだろうな？」


「はい？　何がです？」


「とぼけるな。平穏に過すごそうと日々努力している私を、小こ賢ざかしい策さくで手玉にとってこんな面めん倒どうごとに引き込こんだその罪つみ、償つぐなう覚悟はできているんだろうな？」


「……先輩、僕の想そう像ぞう以上に黒かったんですね」


　彼はげんなりしていた。さすがに私の本ほん性しようがここまで表面上と正反対だとまでは、予想していなかったらしい。私は不ふ敵てきに微笑んだ。


「地を出していいと言われたからには、とことん行く。それが私だ」


「どうやらそのようで。……藪やぶを突つついて蛇へびを出しちゃいましたね……。……やっぱり表面上の先せん輩ぱいに戻もどってもらっていいですか？」


「却きやつ下かだ。いまさら変えられるか。こっちが気持ち悪い」


「そうですか……残念な限かぎりです」


　さっきとは言っていることが百八十度違ちがう。いい加か減げんな男だ。


「で、お前、私への償いの方法はちゃんと考えているんだろうな？」


「別に、僕は貴女あなたに手伝いを強制してないじゃないですか。お膳ぜん立だてはしましたけど、最終的に、全すべては貴女の判はん断だんです。僕に全ての責せき任にんを押おし付けるのはいかがなものでしょう」


「ほう。じゃあお前はあれか。詐さ欺ぎ事じ件けんは、詐欺師より、騙だまされた方が悪いと考えるクチか？」


　私のその言葉に、彼は「うぐ」と詰つまった。初めて彼の困こまった顔を見たが……なんだろう、この快かい感かんは。コイツを困らせるのが、非ひ常じように、楽しい。冷めていて小こ憎にくたらしいコイツが追い詰められる姿すがたは、なにか、こう、ぐっと来るものがある。


「べ、別に、そういうわけじゃないですが……。でも、これは詐欺とは違──」


「本ほん質しつは同じだろう？　人の行動を誘ゆう導どうして、結果的に自分が得をし、相手に損そんをさせている。これを詐欺と言わずして何と言う」


「……死にたい」


　私の言葉に、彼は溜ため息をつきながらそんなことを呟つぶやいた。無む意い識しきに言ってしまっている様子から、どうやら、それが彼の口くち癖ぐせらしい。私が「なんだ、そのネガティブな言葉は」と注意すると、彼は「うるさいですね。僕にだって、色々あるんです」と、不ふ機き嫌げんそうに返してきた。どうやら、私の猫ねこかぶりと同じように、これは彼にとってあまり触ふれてほしくない部分だったようだ。……そこだけは尊そん重ちようしてやることにする。


　私は話題を変えた。


「そうだ。地で行っていいなら、お前のこと、式見君だなんて呼んでられないぞ。お前が私を『先輩』としか呼ばないのに、どうして私がお前を苗みよう字じで呼ばねばならん。実に不ふ愉ゆ快かいだ。対等じゃない」


「先輩は先輩じゃないですか。ある意味尊そん敬けいを込めた呼こ称しようですよ？」


「でも、私は気に入らないんだ、なんとなく」


　言い切った私に、彼はげんなりして「なんとなくって……」と肩かたを落としていた。


　私は少し考え、そうして、「ふむ」と唸うなる。


「紗鳥、と私を呼ぶ気はないか？」


「絶ぜつ対たい無理です。死んでもイヤです」


「……ふん。ならば、お前が私を『先輩』と呼ぶなら……私はお前を『後輩』と呼んでこそ、対等というものじゃないか？　そうだ、そうしよう」


「後輩って……。先輩を先輩って言うのは普ふ通つうじゃないですか」


「じゃあ、後輩を後輩と言っても、文もん句くはあるまい」


「……でもそれじゃあ、僕個こ人じんのことと言うより、後輩全部を指すじゃないですか」


「『先輩』だってそうだろう。お前が私を先輩と呼ぶ限りは、私はお前を『後輩』を呼び続けるぞ。……お前が私を『紗鳥』と呼べばすむ話だ」


「……まったく。ここまでアレな人だったなんて……」


　彼が……いや、後輩が嘆たん息そくする。そう、嘆息しているはずなのに……どこか、私には、後輩のその顔が楽しそうに見えた。……おそらくは後輩にも、不機嫌そうにしているはずの私の顔は、楽しそうに見えているんじゃないかと……なんとなく、そんなことを思った。





「どーもー。お邪じや魔ましまーす」


　掘ほっ立て小屋のような野球部の部室に、後輩が入って行く。ドアを開けた途と端たんにむわっと汗あせ臭くさい臭においがして私は顔をしかめた。……男口調で男性せい格かくな私でも、さすがにこういうのは苦手だった。といっても、表の紗鳥が如によ実じつに不愉快そうにしているわけにもいかず、すぐに表ひよう情じようを取り繕つくろう。


「おお、本当に来てくれたんですか！　どうぞどうぞ！」


　後輩が挨あい拶さつしたにもかかわらず、部員と見られる男子は、思い切り私に視し線せんを合わせて室内に私達を招まねいた。他の部員達の目もらんらんと輝かがやいている。……ようやく、後輩が私に全てを丸投げしなかった理由が分かった。こんな環かん境きように私一人では……色んな意味で危き険けんすぎる。なんだかんだ言って、この後輩、案外気を遣つかっているのかもなと……ふと、そんなことを思った。


　室内に招かれるも、ボロボロのソファや土のついた絨じゆう毯たん、綻ほころびた座ざ布ぶ団とんには座すわる気もせず、私と後輩は結局立ちっぱなしに落ち着いた。……見れば、この部室、野球用具があるのはいいのだが、それ以外にも、ゲーム機やら雑ざつ誌しやらコンポやらで雑然としており……なんだか、熱い野球部の部室というイメージではなかった。陽慈が熱血なだけに、ちょっと違い和わ感がある。そういえば、この部員達からも、陽慈のような爽さわやかさや、やる気は感じられなかった。あいつはあいつで……色々、苦労しているのかもしれない。


　数分して遅おくれてやってきた部員を合わせ、とりあえず現げん在ざい被ひ害がいにあってない人間から話を聞いてみることにする。実じつ際さいは陽慈を抜ぬいて八人集まるはずだったのだが、七人しか集まらなかった。聞いてみると、「ああ、木き村むらはいつものことだから」と、軽く返されてしまったので、私も後こう輩はいも深く突つっ込みはしなかった。


　そうして、ようやく調ちよう査さは始まるも……。


「絶ぜつ対たい呪のろいだって！　この部室のある場所に、昔は処しよ刑けい場じようがあったりしたんだって！」


「いやいや、これは呪いのＤＶＤから抜ぬけ出た怨おん霊りようがだな……」


「違ちがう違う。草木も眠ねむる丑うし三みつ時に、藁わら人にん形ぎようを神社の裏うらの神木に誰かが……」


「俺おれは、他校のヤツの妨ぼう害がい電波だと……」


　やんややんやと部員達が話を盛もり上げている中……私と後輩はメモ帳とシャーペンを手にしているものの、すでにメモをとるのはやめ、二人で顔を見合わせていた。部員達が盛り上がっている間に、二人で一いつ旦たん輪を離はなれ、小声でやりとりする。


（後輩……これは……）


（あからさまに、都市伝説……どころか、ただの与よ太た話ばなしですよね、これじゃあ……。推すい理りも解かい決けつも何も、あったもんじゃない）


（陽慈の考えすぎだったんじゃないか？）


（でも、怪け我が人にんや病人が相次いでいるのは事実ですし……厄やつ介かいですね）


（噂うわさが一人歩きしているってやつか？）


（ただそうなると、怪我や病気はただの偶ぐう然ぜんということになります。そんな結けつ論ろんでは……）


（野球部の乱みだれはおさまらない……か。しかし……こうもあからさまに与太話では、説得力ある説明なんてできるはずも……）


　後輩とこそこそやっていると、部員の一人が「紗鳥さーん」と呼よんでくる。正直名前で呼ばれるのは不ふ快かいだったものの、作り笑え顔がおで「はーい」と振ふり返る。


「そういうわけで、俺達、ホント、呪いで困こまってんスよー」


「あー、そうですねー」


　どの口がそんなことを言うか。なーにが呪いだ。偶然を勝手に盛り上げて、自分の好きなように妄もう想そう膨ふくらませているだけじゃないか。まったく……。


　私と後輩が行動しあぐねていると、部員の一人……確たしか杉すぎ原はらとかいう三年が、「俺、ちょっとトイレ」と、部室から出て行く。……緊きん張ちよう感も何もあったもんじゃない。ここに居る奴やつらは本気で悩なやんでなんかいない。陽慈だけが……真しん剣けんに取り組んでいるんじゃないか。なんとなく、彼が哀あわれに思えた。後輩と陽慈は中学にあがってからあまり遊べなかったらしいが……陽慈が忙いそがしかったのは、このたるんだ野球部のせいなのではなかろうか。


　後輩もすっかり呆あきれてしまっているようで、二人視し線せんを合わせ、そうして、部員達に見られないように嘆たん息そくする。


　その、瞬しゆん間かんだった。





〈ガス、ドン〉「うっく！」





　唐とう突とつに、激はげしい音が聴きこえてくる。部室の薄うすい壁かべに何かがぶつかったのか、ドンと、ドア側の壁が鈍にぶい音を立てた。直後に、人の呻うめき声。


　部室の中は一瞬静まり返り……しかし直後、一番ドアに近い位置にいた後輩が、慌あわててドアを開けて外に出た。私もそれに続き、さらに、ぞろぞろと部員達が「な、なんだぁ？」と続いてくる。


　そうして、外に出て目に入ったものは──


「な、杉原さん!?」


「な──」


　絶ぜつ句くする。そこには……左ひだり肩かたからドクドクと血を流す、杉原がいた。地べたに座すわり込こみ、目に涙なみだを浮うかべながら、左肩を押さえている。私の背はい後ごから出てきた部員達も事じ態たいに気付き、後輩に続いて、「す、杉原っ！」と彼に駆かけ寄よっていく。


「おい、お前、いったいどうしたんだ！」


　一人の部員が先生を呼びに校こう舎しやへ走り、残りの人達で彼を囲む。彼は涙声になりながら、途と切ぎれ途切れに、返してきた。


「ボールが……飛んで……き、て」


　見れば、彼の横に、ソフトボールが転がっていた。見回してみると、傍かたわらのグラウンドで、女子ソフトボール部が活動しているようである。あちらから、「すいませーん」とユニフォームを着た女子生徒が駆け寄って来た。彼女はしかし私達の様子に気がついて、慌あわてふためき、「ど、どうしたんですか？」と訊たずねてくる。後輩がソフトボールを彼女にとりあえず返す中、杉原は、続けた。


「いきなり……ボールが飛んできて……胸むねに、当たって……。それで、よろけて、壁に寄りかかったら……そこに……釘くぎが……」


　そう言い、彼はそこを指差す。全員の視し線せんがそちらに向かう。そこには……壁から長く突つき出た、錆さびた釘が、あった。杉原の血が滴したたっている。長さにして三、四センチは出ている、その釘。私は思わず「なんでこんな状じよう態たいで放置してあるんだ……」と呟つぶやき、後輩も顔をしかめていたが……しかし、野球部部員達の反はん応のうは、まるで違った。


　なぜか全員が、顔を青あおざめさせている。私と後輩が不思議に思っていると、校舎の方から保ほ健けん医いが駆けてくるのが見えた。どうやら、連れん絡らくがいったらしい。


　とりあえずホッとして、保健医を待つ。その間……私は、近くに居いた部員に、「どうかしたか？」と訊ねてみた。軽い質しつ問もんのつもりだった。しかし……彼は、顔を真っ青にしたまま……答えてきた。


「そんな……なんで……」


「？　どうした？」


　様子のおかしさに、後輩も「どうかしましたか？」と、近付いてくる。部員達は顔を見合わせ……そうして、代表するように、彼が、答えた。





「そこの釘……危き険けんだからって、以前、部長が律りち儀ぎに、ちゃんと折り曲げたはずなんです。それなのに……どうしてまた元に……」





　それを聞いて、私と後輩は、顔を見合わせる。後輩は、戸と惑まどいの表ひよう情じようを浮うかべていた。


「先輩……本当にこれ……呪のろいの件けん……偶ぐう然ぜんですませて、いいんでしょうか……」


「…………」


　答えられず視線を逸そらした先では、錆びた釘が夕ゆう陽ひの中、ただただ赤黒い血を滴らせていた。





　　　４





　事じ故この翌よく日じつ。私と後こう輩はいは再ふたたび、放課後に待ち合わせをした。陽慈もまじえて話をしたかったのだが、彼は昨日の一件のことで未いまだにゴタゴタしており、とても世間話に呼よび出せる状じよう況きようではなかった。


「いったい、どういうことなんでしょうね……」


　人の少ない図書室の片かた隅すみで、後輩は腕うでを組んで唸うなっていた。どうやら、私にテキトーに呪いの原げん因いんを語らせればそれで問題解かい決けつと想定していただけに、目の前で事件が起こってしまったことにショックを受けているらしい。私は「ふむ」と唸ると、とりあえず、休み時間の間に陽慈から聞いた情じよう報ほうを話すことにした。


「陽慈が……これはあまり言いたくなかったらしいんだが、本当に『呪い』だとなった場合、怪あやしい人間はいるらしいんだ」


「怪しい人間？　といっても……呪いが相手じゃ、立りつ証しようも何もないでしょうに」


「まあそうなんだがな。野球部に、一人、いやいや在ざい籍せきしている二年の生徒がいるらしいんだ。根っからの文ぶん化か系けい少年らしくてな。部の生徒とも、あまり仲良くないらしい」


「そんな人がなぜ野球部に……」


「どうも、親の強きよう制せいらしいな。男は野球をやるべきだ……みたいな父親らしく」


「うわ、随ずい分ぶんと前時代的な人ですね。得意不得意はあるだろうに……」


「そういうわけだから、そいつにとっては、野球部の活動が滞とどこおるのは願ったり叶かなったりらしい。まあ……それだけで疑うたがうのも、アレなんだがな」


　私は息を吐はく。後輩はしかし、真しん剣けんな顔をしたままだった。


「いえ……陽慈はそういうことで簡単に人を疑う人間じゃありません。その彼が言うんだから……信じるには足ると思います」


　後輩のその言葉に、私は少し面食らった。コイツ……なんとなく冷たいヤツだと思っていたけど……いや、事実性せい格かくはクールなはずなんだけど……意外なほどに、友人を信じているフシがある。なんだろう……式見蛍という人間は、どこかアンバランスだ。こうして接せつしていても、「死にたい」とまで言うほどにネガティブな人間にも見えないし……相変わらずつかめない。


　私がボンヤリしていると「先輩？」と彼に覗き込まれてしまったので、私は気をとり直して続ける。


「そうそう。陽慈によると、他の部員の怪け我がも、結けつ構こう似にたりよったりの状じよう況きようらしい」


「というと？」


「つまり……なんていうんだろうな。事件とはとても呼べないが、単たん純じゆんに事じ故ことしてしまうのもまた微び妙みようという……。まあ、これは陽慈の主観らしいから、あてにはならんがな」


「いえ、陽慈はああ見えて、恋れん愛あい関係以外への観かん察さつ眼がんは鋭するどいですから。陽慈が変に感じるのであれば、そこに変なことはあるかと……と、ちょっと待って下さい、メールです」


　そう言って後輩は制せい服ふくのポケットからケータイを取り出し、操そう作さを始めた。……なんか、これもまた似に合あわない。失礼だが、友人が多い人間にも思えないし、メールをこまめにするような人間にも思えない。私はというと、番号やアドレスを訊たずねられても、サラリとかわしているため、もっぱら弟や親とのやりとりぐらいにしか使わないのだが。


「……なるほど」


　後輩はそう呟つぶやくと、ピピッと返信していた。……陽慈といい、このメール相手といい、意外とこの後輩は顔が広いのかもしれない。人を引き寄よせる体たい質しつというのか。かくいう私だって、いつの間にか彼と知り合ってしまっているのだし。……どうでもいいけど。


「で、どうだった？」


「さすがに核かく心しん的なネタはなかったですが……。でも、面おも白しろいものを見つけてくれましたよ。僕ぼく達たちは、論ろん理り的なことはいいですが、霊れい的てきな……オカルトな部分に弱いですからね。そこを補おぎなってくれるかもしれません」


「その子がか？」


「いえ、違ちがいます」


　そう答えてから、後こう輩はいはポケットにケータイをしまい、私を改めて見み据すえた。


「先輩、今から僕の家に来ませんか？」


「……へ？」


　私はガラにもなく、一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいしてしまった。しかし、自分が慌あわてているのをこの後輩には見られたくなく、とりあえず不ふ敵てきに微ほほ笑えみ、からかってしまう。


「後輩……。女じよ性せいを家に誘さそうには、もうすこし段だん階かいを踏ふんでだな……」


　私の言葉に、後輩は逆ぎやくに狼狽してくれる。……ありがたかった。彼がこういう反はん応のうをしてくれると、私はとてもやりやすい。よし……コイツと接せつする時は、私は常つねに攻せめの姿し勢せいで臨のぞもう。そうしよう、そうしよう。


「もう……違いますよ、そういうんじゃないです。ただパソコンを使いたいだけで」


「パソコン？」


「……来ないんなら、別にいいです」


　後輩はどこか拗すねたようにそっぽを向く。そうか……コイツが人を自分の家に誘うのって、意味は違えど、それはそれでよっぽどのことだったんだな……。


　私は苦く笑しようした後、彼に返した。


「そこまで来てほしいなら、仕方ない。行ってやろうではないか。……変なことするなよ？」





　　　５





「後輩……」


「なんですか」


「お前の家って……金持ちだったりするのか？」


　私は後輩に案内された彼の家の前で、少々躊ちゆう躇ちよしてしまっていた。……でかい。豪ごう邸ていとまでは言わないが、それでも、周囲の通つう常じようの民家とは一線を画している。大きさもそうなのだが、なにより、新しん築ちくなのか、デザインからしてスタイリッシュというか……別に変ではないのだが、どこか、人を圧あつ倒とうする家だった。


　後輩が、自分でも分かっているのか、嘆たん息そくする。


「父親が経けい営えい者しやで、なおかつ、こういうことに変にこだわりのある人でしてね……。僕とサン……妹は気にしていないのに、仕事でよく不ふ在ざいなのを気にしているのか、こういうことにばかりお金をかけるというか……」


「どういうことだ？　仕事で不在なのと、家が豪ごう華かなのとなんの関係がある？」


「……つまり、僕とサンのご機き嫌げん取とりですよ、悪く言うと。家に不在がちな親が、子こ供どもにお小こ遣づかいをいっぱいあげたり、おもちゃを沢たく山さん買い与あたえたりするのと同じことです。それの延えん長ちようです。……せめて生活環かん境きようだけは快かい適てきに、ってことですよ。結局、中に人がいなければ、広ければ広いほど、逆ぎやくに寂さびしいだけだっていうのに……」


　後輩は複ふく雑ざつそうな顔で、自分の家を眺ながめていた。……両親が健在でも、それ相そう応おうの悩なやみは人それぞれあるんだなと……そんなことを感じた。


　彼に促うながされて玄げん関かんに上がる。中も絵画がかけられたり花が生けられたりと立りつ派ぱなのだが……どことなく、「温かさ」が少ない気がした。生活感がないというのか。まるでモデルルームにいるみたいだ。


　靴くつを脱ぬいでいると、奥おくの方からパタパタと、足音が近付いてきた。


「お帰りー、兄さーん……と」


　小走りにやってきた少女……小学校高学年か中学一年生ぐらいの、あどけない少女が、私を見て「え、と」と戸と惑まどっている。後輩は彼女に「サン」と声をかけた。どうやら、彼女が後輩の妹らしい。サンというのは珍めずらしい名前だ、どういう漢字を書くのだろうか。


「サン。こちら、先輩の真儀瑠さん。ちょっと僕の部屋で用事あるから」


「え……用事って……何？」


　少女はなぜか少し不ふ機き嫌げんそうだった。後輩が首を傾かしげる。


「用事は用事だよ。ちょっと学校関係のことでね。どうした？」


「え？　あ、ううん。なんでもない。あ、すいません……ええと、マギル、さん？　ちらかっていて恐きよう縮しゆくですが、どうぞ、上がってください」


「え、あ、は、はい。どうもご丁てい寧ねいに」


　彼女は、後輩とは似にても似つかないほどに、礼れい儀ぎ正ただしく、よくできた子だった。


　私は先に、「あ、二階です」と、後輩に促されて、そちらに向かう。後輩が先せん導どうすると思ったのだが、どうも、妹に袖そでを引っ張ぱられているようだった。階かい段だんを上がってから、こっそりと、下の階で交かわされている兄妹のやりとりを訊きいてみる。


（ちょっと兄さん！　なにあの綺き麗れいな人！　いったいどういう関係なの!?）


（？　さっきから、何怒おこってんだ？　来客を先に言っておかなかったのは悪かったけど……。大だい丈じよう夫ぶ、迷めい惑わくかけないよう、自分の部屋でこもって作業するから）


（だ、だから、それが駄だ目めなの！）


（は？……ええと？）


（もう……。もういいよ！　兄さんのおたんこなすー！）


（おたんこなすって……初めて言われたぞ、おい……）


　そんなやりとりの後、後輩の溜ため息があり、そうして、階段を上がってくる足音。私は慌あわてて、姿し勢せいを正した。上がってきた後輩が私を見て、キョトンとする。


「あれ？　先輩、僕の部屋に先に入ってなかったんですか？」


「え？　あ、いや、部屋がどこか分からなくてな」


「……そこの、『蛍』っていうプレート貼はられた部屋ですけど……」


「あ」


　後輩が不ふ審しんそうにしながらも、結局は「まあ、いいですけど」と、自分の部屋のドアを開ける。私はほっと胸むねを撫なで下ろし、その後に続いた。


　後輩の部屋は、この家自体よりもさらになにか無む機き質しつだった。いや……何も無いわけではない。パソコンや、ベッド、机つくえ、テレビ、本ほん棚だな、それに漫まん画がと……色々ありはする。しかし……どういうわけか、その部屋に入って感じた印象は、無む機き質しつ、だった。霊れい感かんとかは全く無い私だが……ここには、プラスの感情がほとんど無いように思えたのだ。


「どうぞ、テキトーに座すわって下さい」


　後輩はそう促うながしつつ、自分は机の上に鞄かばんを置いていた。私はパソコン前の床ゆかにペタンと座り、「座ざ布ぶ団とんとか出さないのか？」と催さい促そくしてみる。後輩は嘆たん息そくし、「はいはい」と、クローゼットからクッションを取り出し、それをポイと私に投げてきた。胸むねにボフッとクッションが当たり、それを受け取る。……先輩に対する尊そん敬けいとか、女の子に対する気き遣づかいとかないのか、コイツは。


　後輩はそのまま、もう一度ドア側に向かって、バタンとドアを閉しめる。しかし途と端たん、下の階から大声で「ドアを閉しめるなー！」と妹の声が響ひびいてきたので、彼は嘆息した後、ドアを再ふたたび開けた。私は苦く笑しようしながら声をかける。


「妹に好すかれているみたいだな」


「あれは好かれているというより……独どく占せんされているんだと思いますよ。他の人に僕をとられるのが、気に食わないんでしょう」


「おや、そこらは認みとめているのか？」


「……先輩の考えているような、甘あまったるい動機じゃないですよ。昔から両親が家をあけがちでしたから……僕もサン……ああ、傘かさと書いてサンって言うんですけどね、妹。僕も傘サンも、両親への愛あい情じようより、兄妹の絆きずなの方が少し強いんです」


「自分のことなのに、妙みように客観的に評ひよう価かするんだな」


「貴女あなただって、僕と似にたり寄よったりじゃないんですか？」


　後輩はどこか見み透すかすような目で私を見た。私はクッションを自分の下に敷しきながら、「どうかな」とだけ返しておく。


　後輩は私の隣となり、パソコンの前に来ると、起動ボタンを押おす。ＯＳが起たち上がるまでの間、私は何気なく後輩の髪かみをわしゃわしゃと搔かき回したりしてちょっかいを出した。すると、彼は「ちょ、やめて下さいよぅ」と嘆息した後、ぽろりと、「死にてぇ」と、まるで口くち癖ぐせのような自然さで呟つぶやく。私は「なあ」と少しだけ顔を神しん妙みようにして口を開いた。


「お前の……それ。『死にてぇ』って、なんなんだ？　本気か？　それとも、ただの冗じよう談だんか？　正直……詮せん索さくはしたくないが、でも、自分の行こう為いでそういうこと呟かれると、やっぱり気になるぞ。髪触さわられるの、そんなにイヤだったか？」


　私の言葉に、彼は、焦ったように「あ、いえ」と手を振る。


「そういうことじゃないんです。先輩は、別に、気にすることないです」


「しかしだな……。それにしたって、死ぬだのなんだのというのは……あんまり誉ほめられた口癖じゃないぞ」


「……そう、なんですけどね」


　後輩は複ふく雑ざつな表情をして俯うつむく。……これ以上は話してくれないかと思った。しかし、意外なことに、彼はこちらを見て苦く笑しようし、「傘にはナイショですよ？」と告げてくる。


「死にたいというのは……少なくとも、冗談とか、ただの口癖とかじゃ、ありません。わりと本気の……心からの、想おもいです」


　私は息を呑む。そんな私の反はん応のうを予想していたのか、後輩は「いえ、でも、そういう深しん刻こくなものじゃなくて……」と、複ふく雑ざつそうな顔をする。


「どう説明したらいいんでしょう……。自分でもまだ戸と惑まどっている段だん階かいでして。ただ……現げん状じように凄すごい不満があるとか、そういうんじゃないんです。自然に死への衝しよう動どうが湧わいてきて……。あ、はは、ごめんなさい。罰ばち当あたりですよね、こういうの。そう責せめられて、当然だと思います。だからその……あんまり、人に言いたくなかったんですけど……駄だ目めですね。最近、もう、ちょっと抑おさえられないんです。ついつい、口から『死にたい』とかこぼれちゃうんですよ」


「おい……それは……かなりハードな問題なんじゃないのか？　なあ、辛つらいことあるんだったら……」


「いえ、だから、そういうんじゃないんですよ。……弱ったな」


　後輩は本当に戸惑った表情をしている。後輩自身が分からないものを、私が理り解かいできるはずもない。私はふざけた態たい度どを完全にかき消して、彼を覗のぞき込こむ。


「なあ、お前としてはイヤだろうが、精せい神しん科かとか行った方が……」


「……ごめんなさい。本当に、多分、そういう問題じゃ、ないんです。うまく説明できないですけど。精神科医がなんとかできるような類たぐいのものでも……ないと、思うんです。そう……まるで、生理現象というか。あ、でも、別にそんなに深刻な顔を先輩がする必要はないですよ。今すぐどうこうってわけじゃないですから。僕も、死にたがりのくせに、痛いたいのとか大だい嫌きらいでしてね。当面死ぬ予定はないですから」


　そんなことを言って笑う後輩。……私は納なつ得とくいかなかったが、しかし、彼の気持ちも理解できる。彼は、やっぱり、死にたがりだからといって、特別な対たい応おうをしてほしくはないのだろう。……私と同じだ。どんな容よう姿しだろうと、どんな嗜し好こうがあろうと、私は私で、後輩は後輩だ。それで……今は、いいじゃないか。


　私は一つ嘆たん息そくすると、「わかった」とだけ呟き、それ以上この話題に突つっ込むのはやめた。しかし……やはり、モヤモヤは残った。なんだろう、これは。私は……彼が死にたがるのが、イヤらしい。……出会ったばかりの他人なのに……変だな、私。


　ＯＳが起動し終わったのを見て、私は話を元に戻もどす。


「パソコンで、いったいなにするんだ？」


「あ、ええ。友人から、とある心しん霊れい相談サイトを紹しよう介かいされましてね」


「心霊相談サイト？」


「一部のオカルトマニアには有名らしいですよ。本当に霊のことで困っている場合、そこの掲けい示じ板ばんやメールで質しつ問もんを仰あおぐと、凄すごく頼たよりになる回答が得られるらしいです。それこそ、テレビ出ているインチキ霊れい媒ばい師しよりよっぽど的てき確かくなアドバイスをくれるとか」


「ほぉ……。いったい誰だれがそんなサイトを？　高名な霊れい能のう力りよく者しやなのか？」


「さあ？　よく分からないらしいですよ。ハンドルネームは《バンショウ》っていう人らしいですけど」


「バンショウ？　変な名前だな。……森しん羅ら万ばん象しようの、バンショウか？」


「さあ……と、起動しましたね」


　後こう輩はいはそう言ってマウスをカチカチと操そう作さし、アドレスを入力すると、そのＨホームＰページを表ひよう示じさせた。それは、実に簡かん素そなＨＰだった。黒バックに白字で、概がい要よう等が書かれているだけである。ＨＰの名前は……。


「ゴッドレス？　神が無い？　随ずい分ぶんと心霊相談サイトに似につかわしくないタイトルだな」


「別に、霊能力者だからって、全員神様を信しん仰こうしているということもないでしょう」


「それはそうだが……。それにしても、な。案外、ただ管理者が『神かん無な』とかいう苗みよう字じなだけだったりしてな。ははは」


「まさか。イマドキそんな単純な発想でサイト名つける人いませんよ」


　私と後輩はしばし笑い合う。確たしかに、その発想は安直すぎるな。もし本当にそんな由来なのだとしたら、ここの管理人はよっぽどそういうセンスの欠けつ如じよした人間か、タイトルなんて瑣さ末まつなものだと考えるマイペースな人間なのだろう。


　私達は掲示板に書き込もうとしていたが、しかし、トップページを見て、〈チャット〉という項こう目もくがあることに気がついた。


「実じつ際さいにリアルタイムで相談できる……ってことでしょうか？」


　後輩の疑ぎ問もんに、私は少し考えてから言葉を返す。


「でも、それだけ有名なサイトなら、チャットで相談したい人なんてごまんといるだろ。ごちゃついているんじゃないか？」


「まあ……とりあえず、入ってみますか」


　後輩はそう言って、〈チャット〉をクリックする。すると、意外なことに、参加者はこちら以外に一名。例の、バンショウとかいう人間だけだった。不思議に思っていると、バンショウからメッセージが入る。


〈ようこそ。『真に悩なやめる人』〉


「？　どういうことでしょう？」


「さあ……とりあえず、いい機会だし、話してみたらどうだ？」


　私に促うながされて、後輩はキーボードを操そう作さした。ハンドルネームは「ホタル」にしていた。


〈初めまして。相談したいことがあるのですが、よろしいでしょうか？〉


〈どうぞ。このチャットルームは、真に悩んでいる人のみ、意い識しきが向くように出来ています。貴方あなたの相談は私の仕事に繫つながるかもしれませんので、決して、私にとってマイナスなことではないのです。ギブ＆テイクということです〉


「オカルトなこと言っているわりには、口調が冷静で、ちぐはぐな人ですね」


「いいから、相談してみろ」


　後輩とそんなやりとりをしつつ、チャットを続ける。後輩がとりあえず陽慈の相談から、昨日の事じ件けんに至いたるまで一連のことを報ほう告こくし終えると、バンショウは、すぐに返答してきた。


〈それは、半分、呪のろいであるかもしれません〉


〈半分？〉


〈ええ。呪いというものは実じつ在ざいします。しかし、なんでもかんでも、不幸な出来事を全すべて呪いで片かた付づけられるわけでもありません。呪いがもたらすものと、呪いではもたらせられないものを、見み極きわめる必要があります〉


〈どういうことですか？　この事件は、オカルトな力が関係しているんですか？〉


〈それは、実際に見ていないので一いち概がいには言えません。霊や呪いは確かにありますが、それを妄もう信しんしてしまうのも、また、愚おろかというものです〉


　霊能力者のくせに、随ずい分ぶんと客観的な人間だなと感じた。ただ、私も後こう輩はいも、だからこそ余よ計けいに、バンショウの言葉は信じられた。呪いというものを扱あつかっているわりに、バンショウの言葉はどこか理知的なのだ。ファジーな回答をしないとでもいうのだろうか。


　後輩が質しつ問もんを投げかける。


〈では、この事件はなんなんでしょう？〉


〈呪いも確かに作用はしているのでしょう。しかしそれは、精せい神しん的な面でのみ、です。霊も呪いも、基き本ほん的には、物ぶつ質しつ的な干かん渉しようはできない要よう素そです。今回の場合ですが、呪いの効こう果かは、例えば人を不注意にさせたり、不安にさせたり、妄想を膨ふくらませたりと……おそらくその程てい度どの、軽度のものでしょう。


　素しろ人うとが生み出す呪いなんていうものは、その程度の効力が限げん度どです。呪いの発生原げん因いんは、その文ぶん科か系けい部員さんの感かん情じよう。しかし、元よりその部はあまり真ま面じ目めではない人間が多いとのことですから、おそらくは、呪いは、その一人の責せき任にんというより、怪け我がした部員一人一人が自分で助長した部分もあるのでしょう。全員、どこかで、怪我をすればサボれると思っている部分もあったんじゃないでしょうか。だからこそ、ちょっとした呪いが効果的に作用してしまった。やる気のある部長さんが被ひ害がいにあってないのも、そのためでしょう〉


〈では……今回の事件は、全すべて、ちょっとした不注意が、その呪いによって重なっただけだと？〉


〈そうですね。それも一つの側面でしょう。病気も、病は気からと申しますように、本人の気持ちによるところは大きいですから。軽く体調崩くずす程度は、呪いの範はん疇ちゆうでしょう。しかし、この回答は、やはり、事件の本質の「半分」でしかないと思います〉


〈半分？　それはいったい……〉


〈そこから先は、私達霊れい能のう力りよく者しやの領りよう分ぶんではございません。あとはそちらで解かい決けつできることと思います。では、今回はこれにて〉


　バンショウという人間はそれだけ告げると、次の瞬しゆん間かんにはチャットルームより退たい出しゆつしてしまっていた。……最初から最後まで、一方的な人間だ……。頼たよりにはなるが、友達にはなれない気がする。


　私は、しばらく画面を眺ながめたままポカンとしていた。しかし……対して後輩は、顎あごに手をあて、「ふむ……」と何か考え込んでいた。そうして、数秒後……


「なるほど、そういうことかな。ある意味じゃ……呪いでも事じ故こでも事件でもある、か」


「？　どうした、後輩」


　私が首を傾かしげると、彼は私を振ふり向き、そうして、ニコッと、不気味に笑えんだ。


「先輩。今日は解散しましょう。あとは僕ぼく一人でやりますから」
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「先輩、これで最後ですから、頑がん張ばって下さい」


　暗くら闇やみの中前を歩く後輩が私を急せかす。私はこの地味な作業にうんざりしながら、「わかってる」と不ふ貞て腐くされた口調で返した。後輩が苦く笑しようする。


　私達は現げん在ざい、学校周辺をうろうろしていた。後輩が陽慈から聞き出した全ての「事故」の現げん場ばをしらみつぶしに観察し、目もく撃げき証しよう言げんを聞き、そして、今は陽慈が疑うたがっていた文化系少年の自じ宅たく（学校の近くらしい）へと向かう最中だ。


　ちなみに、調ちよう査さして分かったことなどほとんど無かった。少なくとも、私にとっては。後輩はなにか確かく認にんしているようだったけど……。


　やったことと言えば、事故の詳しよう細さいを見直しただけだ。ある部員は、グラウンドに放置されていたバットを踏ふんづけ、転てん倒とうして、足を挫くじいた。ある部員は、雨上がりの日、なぜかそこだけ乾かわいていなかった地面に足をとられて転倒、腰こしを痛いためた。またある部員は、呪のろいの噂うわさを気にして夜も眠ねむれなくなって、結果、貧ひん血けつで倒たおれた。ある部員は、部室の掃そう除じをしようとして天てん井じよう近くの棚たなを開けたところ、無む理り矢や理り詰つめ込こまれていたボールやらスパイクやらが落ちてきて、打だ撲ぼくや擦すり傷きずだらけになり。またある部員は、部室に置いておいた、ＲＰＧのセーブデータが入ったメモリーカードを紛ふん失しつして、心が折れた……って、これは激はげしくどうでもいいが。


　まあ、結局は、私から言わせれば「事故」だ。それ以外のなんでもない。こんなの、いちいち状じよう況きようを確認するまでもない。だというのに後輩は、それらの状況を詳くわしく聞いたり、自分で検けん証しようしたりしては、「なるほど」と何か納なつ得とくしていた。


　で、本日最後のイベント。今、私達は犯はん人にんと思おぼしき少年の家に向かっている。


　もう午後九時になろうかというのに、後輩が事前にその少年に電話で連れん絡らくをいれると、後輩が何か言ったのか、意外なほどすんなりと会ってくれることになった。


　私は嘆たん息そくしながら後輩に声をかける。


「なあ……さっきから私達はいったい、何をしているんだ？　学校周辺をうろうろうろうろ……。熱心な部活動だって、こんな時間まで学校に残らないぞ」


「だから、僕は別に先輩は帰ってくれていいって言ったじゃないですか」


　後輩が呆あきれたように私を見る。私はなぜか少しムッとし、「ふん」と顔を背そむけた。


「わ、私は……そう、お前の保ほ護ご者しやだからな。仕方なく、義ぎ務むで付き合っているんだ」


「保護者って……。はぁ。いったい、なんの義務ですか」


「それは先輩としてだな……」


「先輩は後こう輩はいを夜まで見守る義務があるんですか」


「う……。い、いや、それは……」


　私は珍めずらしく詰まってしまった。実じつ際さい、自分でも分からなかったのだ。普ふ段だんなら、私は、面めん倒どうごとを避さけて……普通の幸せのために、平へい穏おんを選んだはずだ。一人で家に帰ったはずだ。なのに……どうしてか、私は、まだ、この後輩と一いつ緒しよに居いたいと思っていた。その感かん情じようが自分でも理り解かいできず、不ふ可か解かいで、もやもやして、私はついいつものように意地を張はってしまう。胸むねを張り、後輩に偉えらそうに振ふる舞まう。


「わ、私は……そう、帰宅部の、部長なんだ。お前、帰宅部だろう。そう、陽慈と同じだ。部長は、部員を見守るもんだろう？　だ、だから、私は、お前を見守る義務があるんだ。そうだ、そうだ。私は、だから、仕方なく、お前に付き合っているんだ」


「帰宅部って……そんなこと言い出したら、僕以外にも沢たく山さんいるじゃないですか」


「うるさい。帰宅部は帰宅部でも、選せん抜ばつされた、真の帰宅部の方なんだ」


「いつの間に僕は選抜されたんですか……もう、いいです」


　後輩はすっかり呆あきれた様子だったが……しかし、その表情はどこか柔やわらかかった。その表情に私は、胸が温かくなる。それは……出会った時には、私に向けてくれなかった表情だったから。陽慈や傘ちゃんには向ける、後輩の、特別な微び笑しようだったから。


　私はなぜか急きゆう激げきに恥はずかしくなってきて、慌あわてて顔を逸そらした。後輩には……弱みを見せたくなかった。コイツとは、今の距きよ離りを保たもって過すごしていきたかった。……もっと近付きたくないわけじゃないけれど……。今の私には、まだ、大切な人間を作ることが怖こわかった。弟みたいにコイツもまた……自分からあっさり離はなれて行ってしまうんじゃないかと、思うから。ある意味じゃ私も……彼を「後輩」と呼よぶことで、一定の距離をとっていたのかもしれない。後輩の私の呼び方が気に入らないなら……本当は先に、私から彼を名前で呼べばいいだけだったのだから。


　私がボンヤリしているのには気付かず、後輩はメモした住所を見ながら、歩いていく。少しして、彼が足を止めた。


「ここですね」


　そこは、後輩の家とは違ちがい、普ふ通つうの一いつ軒けん家やだった。しかし、どこか、彼の家より温かみがあるようにも思える。……家っていうのは、難むずかしいものかもしれない。


　私の反はん応のうも待たず、後輩はすぐさまチャイムを押おした。初対面の人間……しかも犯人らしき生徒の家だというのに、一つの躊躇ためらいもなかった。コイツは……普段遠えん慮りよがちのクセに、一つ目的が出来ると、他のことが目に入らない部分がある。ま、それは私も同じか。帰宅部選抜の特とく徴ちようかもしれない……と考えて、案外「帰宅部」という括くくりは便べん利りだなと、一人心の中でほくそ笑えむ。


〈ガチャ〉


　玄げん関かんのドアが開き、一人の少年が出てきた。苗みよう字じは……と表札を見て、ああ、木村だったと思い出す。木村少年は、本当に、野球部とは思えない外見だった。ひょろひょろとして、眼鏡めがねをかけ、身長も低く、さらに自信なさげ。……色々と理解できた。野球部が合わないことも、でも、致ち命めい的に合わないけれど、だからこそ両親が野球部に入れたがる気持ちも。そして……彼なら、失礼だけど、自分の周囲の環かん境きように激はげしい負の感情を抱いだいて、呪のろいが成立するほど溜ため込んでいてもおかしくはないかなと思えた。


　自信なさげに視し線せんを彷徨さまよわせ、家のドアから半分だけ体を出す彼。


「な、なんですか？」


　その瞳ひとみは不安に揺ゆれ、それだけで、なんとなく、証しよう拠こもなく彼を犯はん人にんと言える意味が分かった気がした。普通の怯おびえ方じゃない。あれは、心にやましいことがある人間の態たい度どだ。


　後輩は一歩前に出て、唐とう突とつに、喋しやべりだす。


「木村さん。僕は貴方あなたのしたことをおそらく理解しています。精せい神しん的にも、物理的にも」


「な、なにを……」


「ただ」


　後輩は、そこで表情を緩ゆるめる。


「それを責せめに来たわけではありません。どちらかというと……僕と先輩の存そん在ざいは、貴方にとって、ありがたいんじゃありませんか？」


「…………」


　私には後輩が何を言っているのかさっぱり分からなかったが……木村少年は違ったようだ。何か悟さとったように俯うつむき……そうして、ぽろぽろと涙なみだを流し始めた。私は一人置いてけぼりをくらっているようで、ぽかんとしてしまう。


「こういうことになるって……ちゃんと……想そう像ぞう……できて、なくて」


「でしょうね。でもそれは、仕方ないと思いますよ。僕だってそうだ。……人を呪うって……多分そういうことです。自分で手を下すわけじゃないから、結果を、ちゃんと想定できない。決意して自分の手で人を傷きずつけるのとは……やっぱり違います」


「う……うぅ」


　後輩と彼の会話が理解できない。しかし……私は何も言わなかった。口を出せる雰ふん囲い気きではなかった。


　後輩はそうして、謎なぞ解ときをするでも、犯人指名をするでもなく、ただ最後に一言、「ちょっとだけ反省して、何人かに謝あやまったら、それでいいと思いますよ」と軽く微ほほ笑えみかけて、それだけで、木村に背せを向けた。彼の背はい後ごでは木村が何度も頷うなずきながら、嗚お咽えつしていた。
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　後こう輩はいが歩き出してしまったので、私も慌あわててその背を追う。そうして、木村家から少し離はなれた場所で声をかけた。


「後輩、あの──」


「あ、先輩。今日、僕の家に泊とまりませんか？」


「──へ？」


　私は今、何を誘さそわれたのだろう。さすがに驚おどろいて口をぱくぱくさせていると、彼は涼すずしい顔で続けてくる。


「その、盗ぬすみ聞きみたいで申し訳わけないんですけど……先輩今日、家、一人なんですよね？」


「あ……」


　そうだった。私が遅おそくなると父に電話すると、父もまた、今日は付き合いで帰き宅たくが早朝になるという話だった。後輩は……私が溜ため息をついたのを、見ていたのかもしれない。


「余よ計けいなお世話だとは思うんですけど……。傘に話したら、『寂さびしいのは……駄だ目めだよ』って泣きそうな顔されましてね。まあ、傘がいいって言うなら、僕は問題ないですし。幸い、無む駄だに家も広いですし」


　イヤミのように言う後輩。私は少しの間ぽかんとした後……ふっと微笑んで、そうして、こちらも軽く返した。


「そうかそうか。後輩は私にベタ惚ぼれで、是ぜ非ひとももっと一いつ緒しよにいさせて下さい、お世話させて下さいと、そういうことか」


「僕、どんだけ下げ僕ぼく精せい神しんが染しみ付いているんですか……」


「そういう性せい癖へき？　死にたがりだしな、仕方ないか」


「仕方なくないですよ！　っていうかそこ直結しないですよ！……まったく。せっかく人が善ぜん意いで……」


「それは、同どう情じようということか？」


　私は目を厳きびしくする。後輩は一いつ瞬しゆんたじろぎ……しかし、すぐに真っ直すぐ私を見返し、答えた。


「いけませんか？」


「…………」


「プライドが、傷きずつきますか？　後輩やその妹に『一人で家に居いるのは寂しそうだな』って思われるのは、迷めい惑わくですか？」


「……いや。……ありがとう」


「……いえ」


　私と後輩は、そのまましばし、後輩の家に向かって無言で歩く。……不思議だった。同情されるのは嫌きらいだったハズなのに。コイツの同情は……どこか、真しん摯しに感じた。それは、私の贔ひい屓き目めからだろうか。好意を抱いだいている人間からの同情だから、気にならないだけなのだろうか。……よく、分からなかった。


　また無言で歩く。二人でただ歩くのも、それはそれでどこか満ち足りていて……帰宅部っていうのも、案外いいかな、なんて考えつつ、私は「そういえば」と声をかけた。


「呪のろいの話は……結局、なんだったんだ？」


「ああ、あれですか……。そうですね……色んな意味で、結局、呪い、でしたね」


「？　オカルトな要よう因いんってことか？」


「半分」


　後輩はきっぱり言う。私はそれに首を傾かしげ……そう言えば、バンショウも同じことを言っていたなと思い出す。


「バンショウの言っている意味が分かったのか？」


「はい。先輩と事じ故こを検けん証しようして、確かく信しんを持ちました。この事じ件けん……いえ、呪いは……」


「…………」





「五十パーセントが精せい神しん的な呪いの要よう素そ。そして二十五パーセントが偶ぐう然ぜんで、残り二十五パーセントが……人じん為い的な『罠わな』です。それらがうまく組み合わさってしまって、今回は被ひ害がい者しやが増ふえてしまった」





「罠？」


　その初めて出てくる要素に面めん食くらう。後輩は「そうです」と頷うなずいた。


「バンショウの言うことが確たしかならば、呪いというのは、精神的な作用しかもたらさない。不注意になったり、メンタルから来る病気になったり。しかし先輩……僕ぼくらは一件、目の前で変な事件を見ています。そう……陽慈が曲げたはずの釘くぎが、また、元に戻もどっていた」


「あ……」


　そこで、遅おくればせながら私にも段だん々だん理り解かいできてきた。


「成なる程ほど……呪いが原げん因いんでないならば……普ふ通つうに考えて、それは人為的なものか……」


「そうです。そして、そういうことをして得する人間って……誰だれでしょう？　人を直ちよく接せつ傷きずつけるのも怖い……だけど、自分が手を下したりはしない範はん囲いで、部員が怪け我がして部活が休止になったら嬉うれしいなと……そんな感かん情じようを抱いていた人物」


「木村かっ！　そうか……そうか、分かった。そういうことか。木村のしたことは……二つあったんだな」


「そうです。でも、それは事件とも言えないし、かといって、事故とも、しかしただの偶然とも言いがたい。……色んな意味で、木村さんは野球部を呪ったのかもしれませんね」


「そうか……。つまり……木村がしたことは……精神的な呪いは勿もち論ろん。気休めのように……釘を元に戻したりして……野球部に危き険けんな要よう素そを残しておいたんだな。


　ある時は、バットを邪じや魔まな場所に転がし。ある時はグラウンドの一部のコンディションを悪くし。ある時は、棚たなの中にぎゅうぎゅうに物を詰つめ。ある時は、部室に置かれたメモリーカードを隠かくす。


　それは決して、高い確かく率りつで誰かに作用するものではない。でも……そういう小さな怪我の要因がちりばめられていて、なおかつ、そこに呪いによる不注意があったなら。そしてそれが、偶然、重なって成功してしまったのなら」


「そう……それによってさらに不安になる人が出て、精神にダメージを受け、病気になる人もいれば、ボンヤリして罠以外で勝手に怪我する人まで出てくる。今回の事件……いえ、事象は、そういうことなんだと思います。事件とも事故とも偶然とも言いがたい。まあ……こういうことに解決も何もないですから……。あとは、陽慈にもう一度危険なものをチェックしてもらって、各自気をつけるように呼よびかける……で、いいんじゃないですか。木村さんもあの様子じゃ、これ以上人を呪うこともないでしょうし」


　後こう輩はいは語り終えると、やりきれないように空を見た。……ここにきて、木村と後輩のやりとりの意味が、ようやく分かった。木村は……辛つらかったんだ。まさかここまでの事じ態たいになるとは、思っていなかったのだろう。彼のやったことは、些さ細さいな抵てい抗こう。だけど、その被ひ害がいは甚じん大だいで……でも、誰にもそれは知られていなくて……彼は、感じなくてもいい部分の罪ざい悪あく感にまで、悩なやまされていたのかもしれない。


　だから、後輩という「真実を知っている人」が現あらわれたことで……彼は心底ホッとしたのだろう。だから、彼はあんなに泣いていたんだ。


　隣となりを無む表ひよう情じようで歩く後輩を見る。もしかしたらコイツは致ち命めい的なまでのお人よしなのではなかろうか。だって……なんでわざわざ、木村のところに行く必要があった？　呪いの原因が分かったのだったら、それで陽慈からの依い頼らいは終しゆう了りようだったではないか。


　私が一人ニヤニヤしていると、後輩は「な、なんですか、気持ち悪いですね」と顔をひきつらせていた。「いや、別に」と返すと、後輩は神しん妙みような顔で話を続けてくる。


「本当に呪われていたのは……案外、木村さん本人だったのかもしれませんね……」


「……自分の置かれた環かん境きようへの反発……か」


　私は……どうだろう。私は、両親の離り婚こんを恨うらめしく思って、家族を不幸にしたり、自分を不幸にしたりはしていなかっただろうか。


　……怪あやしく思えた。それは今回のような如によ実じつな事じ件けんとして表面化しなくても。呪のろいなんて大たい層そうなものにならなくても。私は……どこかで自分と家族を、自ら不幸にしていたかもしれない。


　後輩の顔を覗うかがう。彼は……どうなんだろう。死にたいと呟つぶやく彼は……。いや、でも、「死にたい」という言葉は、ある意味で、環境を恨んでいるのではなく、最初から自分に向けた呪いの言葉のようにも思える。彼は彼でまた……木村や私と違ちがえど、微び妙みような状じよう況きように置かれているのかもしれない。


　私はなんとなく胸むねが苦しくなり……思わず、唐とう突とつに、後輩の首をぐいっと、ヘッドロックするかのように自分の胸に引き寄よせた。


「わ、わわ、なにするんですかっ、先輩」


「なんとなく」


「な、なんとなくで背はい後ごから人の首絞しめる先輩が居いてたまりますかっ！」


「まあいいじゃないか、死にたがりなんだし」


「死にたがりにも人じん権けんはありますよー！」


「ははは」


　私は胸に無む理り矢や理り抱だき寄せた後輩の困こまった顔を見ながら……ああ、そうかと納なつ得とくした。


　環境を呪わないでいられるほど出来た人間になるのは……確たしかに難むずかしい。


　だけど……。


「ちょ、いい加か減げん放して下さいよ、恥はずかしいでしょ、先輩！」


「近所の住民に見せ付けてやろうではないか、私達のアツアツぶりを」


「僕の評ひよう判ばん落として何が面おも白しろいんだアンタはー！」


　だけど……こうして、人を呪ってなんかいられないほど……死にたがっている暇ひまなんてないほど……家族のことで悩んでなんかいられないほど……楽しく、ドタバタしていることは、簡かん単たんにできる。


　それで、いいじゃないか。それを人は逃とう避ひと呼ぶかもしれない。後輩と私がお互たがいを名前でいつまでも呼ばないのも逃避だし、お互いがお互いに抱いだく感かん情じようを「何」と定てい義ぎしないのも、やっぱり逃避だ。


　だけど……だけど、それで、皆みなが幸せなら。


　それのどこに、悪いことなんてあるのだろうか。


　そう……ならば、私は逃避のプロになろう。イヤなことから遠ざかり、安息の地に素す早ばやく辿たどり着く。そう……それは……元々は口からのでまかせで作った役やく職しよくだったけれど。


「私は誰よりも偉えらい『帰き宅たく部ぶ部長』だぞ。後輩、帰宅部のお前が虐しいたげられるのは、仕方ないというものだろう」


「理り不ふ尽じんですよー」


「そう、理不尽なんだ。世の中、理不尽なんだよ、後輩。だったら……そんなものに正面から立ち向かってやる義ぎ理りは……ないよな」


「……先輩？」


「えい」


「わー！　ちょ、胸！　胸が顔に滅め茶ちや苦く茶ちや当たってます！　っていうか、それを近所の住民が見ていることが大問題なんです！」


「二人きりならいいのか？」


「う、うううううう」


　後輩が涙なみだ目めで唸うなっている。私はそれを見てまた快かい活かつに笑い……そうして、「今夜は寝ねかさないぞー」なんて大声で言ってやって、さらに後輩を困らせたりする。後輩は本気で迷めい惑わくそうだったけれど……けど、彼は気付いているだろうか。私がこうして振ふり回している間、彼は、寂さびしそうな表情で「死にたい」なんて呟つぶやかなくなっていることを。


「後輩、今後ともよろしくな」


　私は空を見上げながら、そう呟く。後輩は「ああ、僕の平へい穏おんな中学生活が……」となにか嘆なげいていたが……私は知っている。ただ「何事もないだけ」の淀よどんだ平穏ならば……そんなものには、すがりつくほどの価か値ちなんかないのだってことを。私は……知っている。


　だって。


「あはははは、もう、後輩はホントからかいがいがあるなー」


　私は……真儀瑠紗鳥は今、こんなにも幸福なのだから。


　この、小こ憎にくたらしい……けど誰よりも優やさしく……そして愛いとおしい、私にとって唯ゆい一いつ無二の『後輩』と二人ならば。自分を作った中学生活とは比ひにならないほど、面白い毎日がやってくるのではないか。そう、今なら感じられる。





　なにげなく見上げた今日の月はやけに綺き麗れいで。ふと、後輩の家に着いたら、私は元気に「ただいま」と言ってみようかと……そんなことを、考えていた。





　　夢見る少女じゃ、結けつ構こういられる








「萌もえますか、式しき見み蛍けい？」


「…………」


「私、神かん無な深しん螺らのメイド服ふく姿すがたは、『萌える』のかと訊きいているのです、式見蛍」


「…………」


　……は？……ちょっと待て。今、どこから話が繫つながった？


　僕ぼくが記き憶おくしているこの場面最初のイメージは、目の前で深螺さんが、「萌えますか、式見蛍？」と首を傾かしげた、その瞬しゆん間かんだ。


　まさに、脈みやく絡らくない。


　それも、白い砂すな浜はまと青い海を背せにしてメイド服で僕を覗のぞき込こんできているのだから、混こん乱らんして無理はない。なのにこの目の前の無む表ひよう情じよう巫み女こときたら、当然のように僕にいつものトーンで質しつ問もんしてくるものだから、まるで、僕がおかしいみたいな雰ふん囲い気きになっている。


「式見蛍……無む視しは感心しませんね」


「あ、いや……えと」


「似に合あいますか、メイド服。私に」


「似合っています……いや、似合っているのか？　綺き麗れいだけど、性せい格かく的に似合ってはいないような……」


「綺麗なのですか？」


「それはまあ……綺麗だと思います」


「萌えますか？」


「……あの、深螺さん。さっきからその、どうして『萌え』にこだわっていらっしゃるのでしょうか」


　他にも訊きたいことは大量にあるのだが、この人は順じゆん序じよだてて話さないととりあってくれないので、とりあえずそこから訊たずねる。……そもそも僕、布ふ団とんに入って、起きたらこうなってなかったか？　夢ゆめ？　夢か？　この爽そう快かいな太陽照りつける砂浜にいるのだっておかしいし……。夢オチ？　ということは、僕が深螺さんのメイド服姿を深しん層そう心理で望んでいたということか？……それはそれで認みとめたくない。


　僕が目まぐるしく思考していると、メイド服深螺さんは、エプロンをつまんで相変わらずの無表情で答えてきた。


「父が……」


「お父さん？」


「『物ぶつ質しつ化か能のう力りよくのことはさておき、妹のクラスメイトに散々迷めい惑わくかけて、なにもお返ししてこないとは何事かっ！』と立りつ腹ぷくされまして……」


「はぁ」


「どういうお返しをしたら式見蛍は喜ぶのかと訊ねたところ、父は、自信を持ってこうおっしゃったのです。『萌えが嫌きらいな男子などおらん！　萌えさせろ、深螺！　式見蛍を、萌やして萌やして、萌やしつくしてしまえー！』……と」


「神無家の面々にまともな人間はいないんですか……」


「む。霊れい力りよくは高いですよ、父は」


「強い者こそ正せい義ぎですか！」


　呆あきれて嘆たん息そくすると共に、ゆっくりと立ち上がる。どうやら僕は砂浜に尻しりをついて座すわり込んでいたらしい。いまさらながらに、自分の服ふく装そうがトランクス型の海パン一枚まいだったことに気付く。……本当に、海に遊びに来たような感じだ。


　目の前の深螺さんを今一度見る。彼女……本当にメイドさんだった。漫まん画がで見るような紺こんのメイド服に、白いエプロン。髪かみにフリフリのカチューシャ。そして、中身は無表情で冷たい眼めの白はく髪はつ少女。彼女は立ち上がった僕に向かって、抑よく揚ようの無い声で告げてくる。


「おはようございます、ご主人様」


「うわー。ご主人様と呼よばれているのに、全く敬うやまわれている気がしない……」


「御ご用ようがあれば、なんなりとお申し付け下さいませ」


「絶ぜつ対たい気軽に命令できないよ……逆ぎやくに怖こわいよ……」


　げんなりとする。確たしかに、深螺さんは元から美人だから何を着ても似合うだろうが……そもそもの性せい質しつがメイドとは致ち命めい的にそぐわないから、非ひ常じように微び妙みようだった。ご主人様と呼ばれても、馬ば鹿かにされているとしか思えない。


　僕がげっそりしていると、深螺さんは「む」と顔をしかめた。


「おかしいですね。萌えませんか、式見蛍」


「……あのね、深螺さん。僕、別に、『萌え』とかいりませんから……。もういいですよ、無理しないで。それより、ここ、どこですか。どうやって僕、こんなところまで……」


「ああ、ここは、夢の中ですよ」


「……やっぱり夢か……。我われながら情なさけない」


　僕は深螺さんにメイド設せつ定ていを押おし付けて、なにをやっているのだろうか。


　一人落ち込んでいると、深螺さんは「いえ、貴方あなたの考えているものとは少し違ちがいます」と否ひ定ていする。


「夢は夢でも、貴方の独ひとりよがり、というわけではありません。私と強きよう制せい的に精せい神しんをリンクして、共通の夢を見ているのです」


「？　ええと？　つまり……深螺さんは、深螺さんってこと？」


「そういうことです。この浜辺の世界も私のプロデュースです。父が、『海には萌もえがいっぱいだぞー！』っと熱ねつ弁べんをふるっておられましたので」


「神無家のイメージがどんどん壊こわれていく……」


　しかし……そういうことなら、これは単たん純じゆんに夢とも言えなそうだ。幽ゆう体たい離り脱だつで人と会うのと似にたようなもんだろう。目の前にいる深螺さんも本物だし、僕も当然本物だから、実体じゃないことを除のぞけば、普ふ通つうに会っているのと変わらない。


　僕は今、つまり、夢というよりは、深螺さんの作った精神世界に招まねかれている状じよう態たいなのだろう。このフィールドは全すべて深螺さんの思い通り。いつかの幽霊屋や敷しきに似た状じよう況きようだった。まあ、あの時はとても落ち着ける精神状態じゃなかったけれど。


　じゃあ、深螺さんのこのメイド服もまた、幽ゆう霊れいのように、イメージで創そう造ぞうしているものなのだろう。ということは、僕の服ふく装そうも自分で変えられるのではないか。試ためしに制服をイメージしてみると、いつもの制服にチェンジされた。しかし「砂すな浜はまでブレザー」というのもあんまりなので、やはり、シャツとハーフパンツに変へん換かんし直す。


「……まるで幽霊になったような気分ですね」


「それはそうです。これは、幽体離脱の親しん戚せきみたいなものですからね」


「実は凄すごく便べん利りな能力なんじゃないですか、これ。共通の夢で連れん絡らくとれるって」


「いえ……実じつ際さいかなりの霊力を使いますからね。ほいほい使えるものでもありません。私ぐらいの実力があって初めてできることですし」


「……なんか、凄い力使って壮そう大だいに馬鹿げたことをしているような……」


　メイド服の深螺さんを見て、もう一度嘆息する。深螺さんもまた、嘆息した。


「ふぅ……ここまでしても、あなたを萌やすことは出来ないのですね……」


「深螺さん。『萌やす』っていう言葉は、あるようで無い気がします」


「……萌えるゴミ？」


「なんか非常に痛いたい言葉ですが、そういう使い方もないですから」


「……萌えー」


「……覚えたての言葉を使いたいだけなんですね……」


　なんかたまにこの人、異い常じように子こ供どもな時あるよな……。霊能力に特化しすぎて、それ以外の部分が全然成長していないのだろうか。


「しかし……困こまりました。私は、父の手前、なんとしても貴方を萌えさせなければなりません」


「どうしてお返しの選せん択たく肢しがそれしかないんですか……」


「むぅ……よし、ここは、増ぞう援えんを呼よびましょう」


「増援？」


　僕の疑ぎ問もんを無む視しして、深螺さんはなにやらブツブツと唱え始める。そうして、次の瞬しゆん間かん……。


「ハッ」


「な──」


　深螺さんが声をあげた途と端たん、上空から砂浜に人間が落下してきた。どしゃーんと、砂が大きく跳はね上がり、ぱらぱらと僕らの頭上に降ふってくる。


「……いった～。……って、あれ？」


「ユウ？」


　最初に落ちてきたのは、同どう居きよ人にん……というか同居霊のユウだった。しかも、なぜかうちの学校の制せい服ふく。深螺さんが解かい説せつする。


「『普ふ段だん制服を着ないキャラが制服を着る……これぞ萌えの王道！　by　父』らしいです」


「そんな知ち識しき身につけなくていいですよっ！」


　僕の叫さけび虚むなしく、ユウの隣となりに次の人物が落下してくる。砂こそ派は手でに舞まい上がるものの、そこはさすが夢の中。落ちても特に怪け我がするようなことはないようだ。


　むくりと人ひと影かげが起き上がる。


「……？　あれ？　姉さんに……蛍？……って、きゃっ」


　今度は鈴りん音ねだった。鈴音なのだが……服装が大変なことになっている。


「『巫み女こという神しん聖せいなキャラが大だい胆たんな服装をする……これもまた萌え！』らしいです」


「自分の娘むすめでも容よう赦しやないのかよっ！」


　鈴音、あろうことかバニーガールの格かつ好こうをしていた。ぴょんと長い兎うさぎ耳みみに、水着のような服と網あみタイツ。……セクシーだけど……なんでだろう。全く似合っていない。


　娘にこんな格好させてクラスメイトの男子の前に放ほうり出す親って……いったい……。


　呆あきれているうちに、またも人間が落下してくる。その様子を眺ながめて、深螺さんが高らかに叫さけんだ！


「エントリーナンバー、スリー！」


「深螺さんがノッてる！」


「……盛もり上がるかなと思いまして」


　メイド深螺さんは、変なことに気が利きいた。


「……っ？　なんだ、ここは」


　次に落ちてきたのは……大体予想はしていたけど、やはり、先せん輩ぱい……真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりだった。砂すな煙けむりの中から現あらわれる彼女の衣い装しようは……。


「『普段何事にも動じないキレイ系けいの人間が、逆ぎやくにベッタベタの可か愛わいい格好をする！　これこそ少し高等な萌もえ！』らしいです。……奥おくが深いですね」


「学ばなくていいですって！」


　ツッコミつつ、先輩を見る。彼女は、いつもはユウが着るようなかなりフリフリしたドレス衣装を着ていた。しかもピンク。もう、普段の先輩の性せい格かくからすると非ひ常じようにいたたまれないものがあるのだが、しかし、驚おどろくべきことに……。


「ふ、普通に似に合あっている……。黙だまっていれば、どこかのお姫ひめ様っぽい……」


　先輩は、どこまでいっても完かん璧ぺきらしかった。美人って……本当に得だよな。


　さて、これで僕を喜ばすためのメンバー集めは終わるかと思ったが、予想に反して、もう一人、砂すな浜はまに落下してくる。誰だれかと思って目を凝こらすと……。


「いったぁ～。な、なに～？　あれ、兄さん？」


「傘さん？……って、自分の妹に萌えたりはさすがにしないでしょう！」


「『血の繫つながった実の妹だからこそ萌える！　そういうこともあるのだよ！』と、父は特に熱く語っていました」


「そんなお父さんとは今すぐ絶ぜつ縁えんした方がいいと思います！」


　で、傘の衣装はというと……。


「…………」


　頭が痛くなる。……彼女……スクール水着だった。紺こんの水着に、胸むな元もとには「さん」となぜか平ひら仮が名な表記。……マニアックだ。


「『時にあざといほどの王道を、玄くろ人うとは好むものだよ』と、父は誇ほこらしげに語っていました」


「悪いけど、深螺さんのお父さん、一回じっくり自分を見つめなおすべきだと思います」


　実の妹のスクール水着を見て欲よく情じようする兄なんてイヤに決まっている。僕は傘に駆かけ寄より、「とりあえず他の服をイメージしろ」と言ってみたが、どうも状じよう況きようが呑のみ込めないらしく、一向に水着から着き替がえる気配はなかった。……はぁ。とりあえず諦あきらめるか。


　僕はぐるりと周囲を見み渡わたして、呟つぶやく。


「帰き宅たく部ぶ全員集合って感じですね……。あとは陽よう慈じぐらいかな」


「星ほし川かわ陽慈は萌えないので呼よびません。要いらない子です」


「ひどっ！　深螺さんひどっ！」


　陽慈が無む意い識しきにベッドで涙なみだを流している映えい像ぞうが浮うかんだ。


「父はこうも言っていましたからね。『男はハーレムを好むものだ。複ふく数すうのコスプレ美少女の中に、男は一人。これこそ……これこそ究きゆう極きよくの──』と。そこで、霊れい力りよくが高まりすぎて鼻血を噴ふいて救急車で運ばれましたが」


「絶ぜつ対たい、霊力以外のものが高まった結果ですよっ！」


「むぅ……。メイド・巫み女こ・幽ゆう霊れい・制せい服ふく・クラスメイト・バニーガール・先輩・お姫様ドレス・妹・スクール水着と……ここまでの要よう素そを取り揃そろえても萌えないとは……。式見蛍……やはり末すえ恐おそろしい男です」


「そういう感心のされかたは激はげしくイヤなんですけど！」


「あ、ナースも欲ほしかったでしょうか？」


「いえ。ナースには正直あまりいい思い出ないので、結けつ構こうです」


「？　そうですか」


　ナースと言えば、入院中毎日毒どく舌ぜつを吐はいてきた人とか、風か邪ぜを引いている時に我わが家を散々引っかき回して去って行った某ぼう幽ゆう霊れいとかしか思い当たらない。つまり、いい思い出がほとんどない。後者に関しては今でもたまに唐とう突とつに遊びに来るし。


　僕ぼくと深螺さんが話していると、ぞろぞろと、急に呼よばれて混こん乱らんしているであろうメンバー達が近ちか寄よってきた。……おそらく、彼女らも「本物」なのだろう。睡すい眠みん中ちゆう、急にこっちの夢に引き摺ずられたに違ちがいない。鈴音だけは状況を察したのか、「姉さん……」と嘆たん息そく混まじりに歩いてきて、途中で自分の服をバニーガールからいつもの私し服ふくに変へん換かんしていた。


「ケイ～！　ほら、制服だよ、制服～！　萌える？　萌える？」


「…………」


　約一名、状況が分かっていないはずなのに、非常に深螺さんにとって使いやすい駒こまと化している幽霊がいた。僕にいつものように抱だきついてくる。……しかし、確たしかに、制服を着たユウに抱きつかれると、妙みような気分だった。萌えているかどうかは知らないけど、なんか、照れる。クラスメイトに抱きつかれている気分だ。


　逆に先輩はというと、自分の服装を確かく認にんして「げ」と顔をしかめ、しかし霊感がないせいなのか、自分の服の変化方法が分からないようで、僕同様げんなりしていた。


　傘はと言うと、せっかく僕が注意したにもかかわらず、スクール水着のままだった。そして、またユウに対たい抗こう心しんでも燃もやしたのか、反対側から僕に抱きつき、「ね。萌える？　萌えるかな、兄さん」と、これまた完全に深螺さんの思おも惑わく通どおりの発言をしてきた。……まったく。


　周囲に集まった全員に対して、深螺さんが一いち応おうの説明をする。……しかし、全員、深螺さんのメイド服ふく姿すがたにずーっと目が向いていて、ほとんど説明なんて聞いてなかったけど。


　最後に、鈴音が「こほん」と咳せき払ばらいしてまとめる。


「つまり……この状況は、蛍へのお返しというか……謝しや罪ざいの意味があるの？」


「そういうことです」


　深螺さんが頷うなずく。それに対し、鈴音はしばし複ふく雑ざつそうな顔をした後、諦あきらめたように、「そうね」と嘆たん息そくした。その言葉が意外で、僕は思わず口を開く。


「お、おい、どうした鈴音。普ふ段だんなら、『こんなのは不ふ潔けつよっ』って言うところじゃないか？」


「うーん……確かにそうなんだけどね。神無家がかなり迷めい惑わくかけたことは事実だし……。仕方ない部分はあるかなって……」


「…………」


　鈴音……案外、気にしているのかもしれない。別に、彼女が気にすることじゃないのに。でも……そういうことなら、僕のことは抜ぬきにして、この催もよおしは甘あまんじて受け容いれた方がいいのだろう。金のかかるようなことをされるよりは、かえっていいし。これで深螺さんや鈴音にしこりがなくなるなら、それはそれでよし。


　僕はようやく諦める気になった。ユウや傘、先せん輩ぱいも、この砂すな浜はまが気に入ったらしく、勝手に遊んでいる。異い論ろんはなさそうだ。ユウに水をかけられて、鈴音も「もうっ」とそちらに参戦していった。きゃっきゃと少女達が波打ち際ぎわで戯たわむれる姿を見守る。……萌もえというのとは少し違うかもしれないが、僕の心は、確かに少し和なごんだ。まあ、制服幽霊と私服巫女とドレスとスクール水着で遊んでいる光景には頭が痛いたくなるが。


　しばらく遊んでいる先輩達を眺ながめていると、ふと、あることに気がついた。隣となりで僕と同じようにボンヤリしていた深螺さんに訊たずねかける。


「先輩は、夢ゆめの中でも幽霊見えないんですね？」


　状じよう況きようを見ていると、水遊びをしている様子から、ユウも傘も僕から離はなれても実体化している（というか、夢の空間に触ふれていられる）ようなのだが、それでも、先輩は彼女らの姿が見えていないようだった。ただ、海からユウ達が水をかけたりしているので、そこらに適てき当とうに当たりをつけて対たい応おうしているようだ。


　僕がその様子を見守っていると、深螺さんは「ふむ」と顎あごに手をやった。


「この空間は夢……つまり精せい神しん世界ですから、基き本ほん的に幽霊であろうと人間であろうとここでは対等の存そん在ざい。ならば、能のう力りよくが無くとも相手は見えておかしくないはずですが……」


「でも、先輩は見えてないみたいですよ？」


　僕の言葉に、深螺さんは少し考え込こみ、「ふぅ」と息を吐はく。なにやら呆あきれているようだ。


「成なる程ほど、そういうことですか」


「どういうことです？」


「彼女……真儀瑠紗鳥は確か、幽ゆう霊れいが見えないことを気にしていましたよね？　ということは……『自分にだけは幽霊が見えない』という事実を、精神に刷すり込まれてしまっている。なので、この精神世界でも……」


「思い込みのせいで幽霊が見えないと？　なるほど……難なん儀ぎな人だ」


「まったくです」


　深螺さんと僕はお互い顔を見合わせ、それから海辺で遊ぶドレス姿の先輩を眺めて、二人同時に苦く笑しようした。深螺さんが再ふたたびこちらに顔を向け、スカートを折りつつその場にそっと座すわる。彼女が手て招まねきをしたので、僕も、その隣に腰こしを下ろした。


　……先日まで、僕に自殺を薦すすめていた人物。そんな人間が隣に座っているというのに、僕の心は、なぜか安心しきっていた。深螺さんもそんなことを考えていたのか、「不思議ですね……」と呟いてくる。その横顔は優やさしげで、視し線せんの先を追うと、鈴音の姿すがたがあった。


「こんなふうに穏おだやかな気分になるのは……久ひさ々びさの気がします。それがまさか、排はい除じよしようと思っていた物ぶつ質しつ化か能のう力りよく所持者の隣で与あたえられるとは……」


「僕だって、自分を死なせようとしていた人の隣で和んでいるなんて、信じられませんから、お互たがい様ですよ」


「ふふ、そうですね」


「…………」


　自然に微ほほ笑えむ彼女に見み惚とれてしまった。それは、年とし相そう応おうの女じよ性せいそのもので。……そういえば僕は、深螺さんのプライベートな姿をほとんど知らなかったのだなと、いまさら気付く。


　僕がぼんやりしていると、深螺さんが首を傾かしげて僕を覗のぞき込んできた。


「どうかしましたか？」


「い、いえ」


　見惚れていた顔が近付いてきて、思わずどぎまぎしてしまう。……どうも深螺さんには、僕の周囲の女性メンバーと接せつするように対応できない。なぜだろう。


　僕は話を変えた。


「で、深螺さんは具体的に僕がどうなったら満足なんですか？」


「え？」


「ですから、『萌えさせる』とかいう話ですよ。正直……そういうのって、客観的に分かることじゃないと思いますよ？　僕が、『萌えた』って言えばいいんですか？」


「ふむ……そうですね。それは考えていませんでした」


　深螺さんは真しん剣けんに考え込み始める。


　メイド服で「萌え」について真剣に考え込む彼女の姿に、僕は耐たえ切れず「ふふっ」と笑ってしまった。深螺さんがこちらを向いて「な、なんですか？」と訊ねてくる。僕は笑え顔がおを浮かべたままで彼女を見る。


「ちょっと違ちがうかもしれませんけど……それで、充じゆう分ぶんですよ」


「？　なにがです？」


「いえ……。そうですね。深螺さんはそのままで充分可か愛わいいっていうことです」


「かっ──。な、なにを。ま、まったく、式見蛍はナンパな男だったのですね」


　深螺さんは頰ほおを赤くしてぷいっと、怒おこったようにそっぽを向いてしまった。……やばい。余よ計けいに可愛い。まあ、それを言うと彼女は本気で怒るので、僕は一人でくすくす笑っていたけれど。確たしかに、年上に「可愛い」は失礼だったかもしれない。


　数秒して、一つ「こほん」と咳せき払ばらいして落ち着きを取り戻もどすと、深螺さんはまだ少し頰が赤いままで、空に視線をやった。


「……萌もえというものにこだわらなくても。貴方あなたが幸せな気分になれたら、私は、それで充分ですよ」


「え？」


　今度は僕が首を傾げる番だった。深螺さんは少し寂さびしそうに微笑んで、こちらを見る。頰の赤味はもう消えていた。


「神無家は……私は、貴方に不幸を運んできてしまいましたから……」


「深螺さん……」


　目を伏ふせる彼女に、思わず言葉が詰つまる。……もしかしたら、こういうことは、僕だけに限かぎらないのかもしれない。深螺さんのような仕事をしていると、結果的に人に不幸な情じよう報ほうを与あたえることも、少なくないのかもしれない。誰よりも「死」を多く扱あつかう仕事なのだから……当然のことだ。彼女の父親だって、そうだ。萌えだのなんだのという言葉に惑まどわされがちだが、深螺さんにわざわざこんなことを命じるのだって、責せき任にん感の顕あらわれだろう。


　深螺さんの普ふ段だんのクールな様子を見ているとごまかされてしまうけれど、僕は知っている。深螺さんは、本来は胸むねの奥おくに凄すごく温かいものをもった女性だということを。だから本当は……僕に限らず、色んな人のことを気にしているのかもしれないなと、ふと、思った。


　では、僕ができることはなんだろうと考え……そして、「よしっ」と立ち上がる。


「深螺さん、僕らも遊びましょうよ」


「え？　い、いえ、私は」


　戸惑う深螺さんの手を強ごう引いんに摑つかみ、波打ち際ぎわではしゃぐユウ達に合流する。なぜか鈴音は僕が深螺さんの手を摑んでいるのを見て、急きゆう激げきにムスッとしていたけれど、とりあえず気にしない。


「せっかくなんだし、全員でなんかして遊ばないか？」


　水をかけあっていたユウ・傘・先せん輩ぱいがこちらに寄よって来て、三人とも同意の言葉を返してくる。しかし、実じつ際さい何をするかという話になると、なかなか決まらなかった。一番のネックはやはり先輩だ。先輩にはユウと傘が見えていないため、どうにも、全員で遊ぶいいネタがない。


　話し合いの間、僕はすっかり深螺さんの手を握にぎりっぱなしだったのだが、そのせいかどうなのか、深螺さんはモジモジして鈴音のように歯切れが悪いわ、鈴音は鈴音でジトッと僕を睨にらむわで非ひ常じように居い心ごこ地ちが悪かった。手を放せば全すべて解かい決けつなのだけれど、そうすると深螺さんはすぐに逃にげてしまいそうだったので、そういうわけにもいかない。なぜなら……深螺さんも一いつ緒しよに楽しんでこそだと思っていたから。気分転てん換かんした方がいいのは、僕だけじゃない。彼女にだって、たまには息いき抜ぬきがあっていいはずだと、僕は感じていて。それには今が一番だった。僕のための催もよおしという名目があるから、僕が強ごう引いんに誘さそっても、深螺さんは強く拒きよ否ひできないだろうという目算があったから。


　僕らがハッキリしないのを見かねたのか、先輩が一歩前に出て「よし！」と叫さけんだ。


「じゃあ、せっかく夢ゆめの中なんだし、そもそも後輩を『萌もやす』集まりなんだから、それに即そくした遊びをしようじゃないか！」


　先輩が高らかに告げる。ユウと傘はとりあえず「おー！」と盛もり上がり、鈴音と深螺さんは、いやな予感でもするのか、表ひよう情じようをひきつらせていた。……どうでもいいけど、「萌やす」っていう言葉はあるのだろうか。そして使い方はそれでいいのだろうか。


　僕らの思おも惑わくに構かまわず、先輩は続ける。


「私はここに、『第一回　後輩萌やし選せん手しゆ権けん』の開かい催さいを宣せん言げんする！」


「や、勝手に宣言されましても……。しかも第一回って、シリーズ化する気満々ですか」


　僕の言葉にも、先輩はまるで反はん応のうしなかった。「やるぞー！」と盛り上がり、ノリのいい傘とユウも「おおー！」と高らかに拳を掲かかげる。……僕、深螺さん、鈴音はげっそりしていたが、もはや誰だれも反はん論ろんする気にならなかった。もう止めても無む駄だだ。


　仕方ないので、僕は、「で」と先輩に話を促うながす。


「具体的には、どういうことをするんですか、それ」


　先輩はドレスを翻ひるがえしてこちらを向く。そうして、「ふふ」といつもの不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。


「そうだな……。私は別として、この空間では衣服を自由に選べるんだろう？　だったら、自分の姿を、それぞれ後輩が一番萌えるだろうと思うものに変化させ、その上で、後輩を萌やすアクション、演えん技ぎをする。全員が一人ずつ後輩にアプローチし、その中で後輩が一番『萌えた人』を、優ゆう勝しよう者しやとする。優勝者には五十万ゼニー」


「天下一武ぶ道どう会かい!?」


「というのは冗じよう談だんで、まあ、目的は後輩を萌やすことだからな。賞金とかは特になし。どうせ夢ゆめだしな。言うなれば、後輩感かん謝しや祭さいだ」


　先せん輩ぱいの説明に、鈴音と深螺さんは「はぁ……」と溜ため息をつく。……案外似にている姉し妹まいだ。僕ぼくはまあ、ただの審しん査さ員いんでいいらしいので、幾いく分ぶん気は楽だった。


「でも、先輩。それ、先輩不利じゃないですか？　服ふく装そう替かえられないし……」


　そう言ったところで、先輩は僕の唇くちびるに人差し指を当てて、妖よう艶えんに微ほほ笑えむ。僕は「うっ」と後こう退たいした。


「おいおい、後輩。ハンデが無きゃ、話にならないぞ」


「ど、どうしてですか」


「お前のことを知り尽つくした私だったら……」


　そう言って僕に体を摺すり寄よせ、耳元に顔を寄せる先輩。鈴音とユウと傘が「あー！」と何か怒おこっていたが、僕はそれどころじゃなかった。心しん臓ぞうがバクバク鳴っている。


　先輩が、耳元で囁ささやく。


「お前を落とすのなんて……楽勝すぎるだろう？」


「そ、そうですね」


　そう答えるしかなかった。確たしかに……この先輩が本気になったら、他の人間じゃ話にならない気がする。衣服選せん択たくの自由が無いぐらいで、丁度いいのかもしれない。っていうか……彼女に本気でやられたら、多分、僕がどうかする。中学時代の想おもいが再さい燃ねんする可か能のう性せい大だ。ホッとしたような、少し残念なような気分だった……って、僕は何を考えているんだか。


　深螺さんは「私が作った世界ですから、私が変えてあげることもできますが？」と先輩に提てい案あんしていたが、先輩はそれも断ことわっていた。服を替えないでも自信満々そうな先輩に、僕は軽く恐きよう怖ふを覚える。


　先輩は僕から離はなれると、全員に向かって声をあげた。


「じゃあ、解かい散さん！　各おの々おの十分間後輩を落とすシチュエーション及および衣服を思案し、十分後、審査を開始する！　順番は……そうだな。すでにやり方を決めている私を最初として、衣服のチョイスに慣なれているであろうユウが二番手、同様の理由で傘ちゃんが三番、考える時間が欲ほしいであろう巫女みこ娘むすめが四番で、こういうのに一番疎うといであろうお姉さんが最後だ。状況に集中するために、後輩とは二人きり！　後輩へのアプローチが終わった者は、次の順番の者のところに行って、交こう替たいする！　以上！　健けん闘とうを祈いのる！」


　なぜか先輩はビシッと敬けい礼れいし、ユウと傘が「イエッサー！」とそれに応こたえる。鈴音と深螺さんは二人して頭を抱かかえていた。鈴音は「ど、ど、ど、どうしよう、蛍にアプローチなんて、そ、そんな……」と一人で真っ赤になっているし、深螺さんは「も、萌えの真理とはいったい……」と深い考察に入ってしまっている。


　どうやら、僕はここに居いても邪じや魔まになるだけらしい。その場から離れようと歩き出すと、先輩が「ああ、私はもう決めているし一番手だから、一いつ緒しよに行くよ」と僕についてきた。波打ち際ぎわから離れて、浜辺の奥おく、さっきまで深螺さんと話していた場所まで戻もどった。ちなみにさらに奥に行くと砂すな浜はまが終わり、森林が見える。無人島テイストな場所だった。まあ、森林に入ってもすることないし、あちらに行くことはないだろうけど。


　先さき程ほどまで座すわっていた位置になんとなく座りなおすと、先輩もまた、隣となりに座った。それぞれ思い思いの方向に歩きながら考え込むメンバー達（先輩には鈴音と深螺さんしか見えていないが）を眺ながめ、先輩が「くく」っと笑う。よからぬ事を考えている笑みだった。


　僕は少し体を引いて訊たずねてみる。


「ど、どうしたんですか」


「いやな……うまいこといったと思ってな。この企き画かくは実じつ際さい、神無姉し妹まいのためのものなんだぞ、後輩」


「神無姉妹のため？　どういういことです？」


「考えてもみろ、後輩。私は直ちよく接せつ見たわけではないが、ユウや傘ちゃんが後輩に変な服でアプローチするなんて、正直、いつものことだろう？」


「あ、確たしかに」


「しかし、巫女娘やお姉さんがそんなことをする機会なんて、そうそうあるまい。そう……この企画は、それこそ、萌えの原点を突ついたものなんだ！　『普ふ段だんやらないことをする！』そこに、人は萌えを感じるのだよ、後輩」


「は、はあ」


　分からない。全然分からない。が、確かに、僕はユウの制せい服ふく姿すがたにドギマギしてしまったし、そういうことはあるのかもしれない。萌え云うん々ぬんは抜ぬきとして、ある意味、面おも白しろいものが見られそうだ。


　僕と先輩はその後十分間ほど雑ざつ談だんした。周囲にはもう人ひと影かげは見当たらない。待機場所は森の中に決まったようで、先輩以外がかたまっているらしい。自分の番が終わったら、そこへ戻って、交替してくるのだろう。


　先輩は「そろそろだな」と立ち上がった。スカートに付着した砂すなを払はらう。僕も一いち応おう立ち上がり、「始めるんですか？」と訊ねた。一番手は彼女だから、始めるならもう……。


　──と、瞬しゆん間かん。


「あ……」


　立ち上がった際に裾すそを踏ふんづけたのか、先輩がよろっと僕に寄よりかかってきた。僕は慌あわててそれを胸むねで抱だきとめ、「大だい丈じよう夫ぶですか？」と訊ねる。胸に抱いだいた先輩の体は軽く、ふわふわとドレスの感かん触しよくが心ここ地ち良よかった。


　先輩は僕の胸むな元もとで頭を上げる。……その瞳ひとみは潤うるみ、頰ほおは紅こう潮ちようしていた。その表ひよう情じように、僕の心しん臓ぞうがバクンと大きく鳴る。先輩のそんな顔を、初めて見た。


　先輩が、照れた表情でしっとりと濡ぬれた唇くちびるを小さく動かす。


「あ……ありがとう……」


　消え入るような声で、恥はじらうように、そんなことを言う先輩。


「な……」


　な、なんだこれは。これは、本当に先輩なのか？　潤む瞳、恥らった表情、華きや奢しやな体から伝わる体温……。僕はあまりの事じ態たいに口をぱくぱくとし、どう返したものか迷まよい、そして───


「はいっ、終しゆう了りよう！　どうだ後輩！　萌もえただろう！」


「…………。……はい？」


　急に先輩は元気よく告げると、ひょいっと僕の胸元から離はなれた。僕はしばし呆ぼう然ぜんとして……そして、ようやく気付く。


「ま、まさか、今のが……」


「私の『演えん技ぎ』、良かっただろう、後輩！」


「…………」


　へなへなとその場に座り込む。こ、この人、わざと不意打ちみたいなマネしたな……。僕の様子に先輩は「うしししし」と悪人のような笑い方をした。先程までの、ドレスに似に合あったお嬢じよう様さま然とした立ち振ふる舞まいを一転、今は腕うでを組んで僕を嗤わらっている。


「だから言ったろう、後輩。私はお前のツボ、全部心得ているんだ」


「ゆ、油ゆ断だんした……」


「身み構がまえる前に攻せめる！　これ、基き本ほん！　一番手に許ゆるされた特とつ権けんだな！」


「ぜ、全部計算通りってことですか……」


　この人、だから一番をとったのか……。その相変わらずの先輩ぶりにがっくりと膝ひざをついていると、先輩は僕の耳元に顔を寄せてきた。


「おや、私に惚ほれちゃったのかな、後輩くん」


「な、だ、誰がっ」


　僕が反はん論ろんすると、先輩はニヤリと笑い、続けてくる。


「『ああ、僕の想おもいはもう止められないっ！　込み上げてくるこの感情……も、もう！』


　式見蛍の中をドス黒い劣れつ情じようが満たし、彼は紗鳥を舐なめ回すように見た。


『ああ、やめて、後輩！　私、そんなつもりじゃ……』


　後輩の剝むき出しの欲よく望ぼうに恐きよう怖ふし、涙なみだ目めでよろける紗鳥。


『先輩っ！　僕もう……もう！　ど、どうせ夢ゆめの中なんだから！』


　式見蛍の興こう奮ふんは最さい高こう潮ちようにまで高まっていた。もはや、彼の中には目の前の美び貌ぼうの先輩を汚よごす欲よつ求きゆうしかなかったのだ。


『あーれー』


　そうして、紗鳥は背はい徳とく的な快かい楽らくに身を委ゆだねていくのであった……。


　……っていう感じになるのか？」


「なりません！　いいから、次の人を呼よんで来なさい！」


「ちぇ、つまんないの」


　先輩はそう言って意地悪そうに笑うと、「じゃあなー」と、ドレスを着ていることをすっかり忘わすれたように、手を振ふりながら走りさっていく。まったく……あの人は少しぐらい、しおらしい要よう素そを普ふ段だんから取り入れた方がいいんじゃないだろうか。


　僕は「やれやれ」と、膝ひざから砂すなを払はらいつつ立ち上がった。


　少し待っていると、先輩の去った方から、誰かが歩いてきた。順番からしてユウだと思ったのだが、どうも様子が違ちがう。遠目にも、彼女がロングヘアーなのが見えるのだ。深螺さんかなと思うもののは、その明るめの髪かみ色いろは、彼女のものとも違う。首を傾かしげていると、彼女は、僕の前までやってきた。


「……おまたせしました」


「…………」


　目の前まで来ても、見覚えが無かった。


　そこに居たのは、ウェディングドレス姿すがたの、両手でブーケを抱かかえた、綺き麗れいな大人の女じよ性せいだった。腰こしまである長い髪に、上品な顔立ち。誰かに似ている気がするのだが、どうにも、それがハッキリしない。


　いや、正直なところ。そもそも、彼女を見た時から、僕の思考力はまともに働いていなかったのだ。その姿に見み惚とれてしまって。


　先輩や深螺さんもロングヘアーの美人だし、鈴音や傘やユウだって一いつ般ぱんよりずっと可か愛わいいけれど……目の前の女性は、さらに一次元、違った。


「……ふふ。私の顔に何かついていますか？」


　女性がやんわりと微ほほ笑えむ。僕は「い、いえ」と慌てて手を振ったものの、しかし、それでもまだ見惚れたままだった。


　ウェディングドレス姿のせいだろうか……。この世のものとは思えない神しん聖せいさを持った女性だった。天使、という言葉でさえ生ぬるい。女め神がみ、聖母……いや、既き存ぞんの言葉で形けい容ようするのは難むずかしいかもしれない。偶ぐう像ぞう。空想上の存そん在ざい。いや、人間が想そう像ぞうできる範はん囲いさえ超こえたような、美しさ。……美しいという言葉だって、追いついていない。世界に現げん存ぞんする誉ほめ言葉じゃ間に合わない。……そんな、自分でも呆あきれる恥はずかしい絶ぜつ賛さんを心の中でしてしまうような程ほどの、女性だった。
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　僕はすっかりボーッとしてしまっていた。初対面の女性だというのに、失礼にも、ただただ見つめてしまう。彼女は再ふたたび柔やわらかくクスクスと笑うと、僕の方に一歩近付いてきた。瞬しゆん間かん、僕は相手がなんとなく「触ふれてはいけない存在」な気がして、怯おびえるように後こう退たいしてしまった。


「大だい丈じよう夫ぶよ」


「あ……」


　女性が僕を安心させるように微笑む。途と端たんに、体から力が抜ぬけた。次に女性が近付いてきた時には、僕はもう、後退しなかった。


　彼女はそのまま、ブーケを片かた手てに、僕の頭をふわりと抱だきしめる。顔に女性特有の膨ふくらみが当たったというのに、僕は焦あせらなかった。代わりに、異い様ようなほどの安心感が僕を満たす。……母の胸に抱かれているような感覚。しかし……やはり、自分でも訝いぶかしく感じた。いくら幻げん想そう的な女性だからって、初対面の他人に、どうして自分はここまで安心感を抱いだけるのだろう。


　息をすると、ふと、女性の香かおりに覚えがある気がした。……？　なんか……こう、自分の部屋で寝ねている時のような安心感がある？　なんでだ？　それに、よく考えると……


「どうかしましたか？」


「…………」


　この声にも、聞き覚えがある気がする。外見にすっかり騙だまされてしまっていたが、しかし、これは……この香りと、声と、抱きしめられてもしっくりくる感覚は……。


「……まさか」


　僕は女性からバッと離はなれて、もう一度、彼女をジロジロと見た。……明るい髪の色。整った顔立ち。幻想的な佇たたずまい。……一見、似ても似つかない。しかし……どこか……。


　僕がそうしていると、女性は、唐とう突とつに「あははっ」と笑い出した。今までの神聖なイメージがガラリと崩くずれる。僕が戸と惑まどっていると、彼女はお腹なかを抱えて笑いながら、声をかけてきた。


「あははっ、ケイ、今まで気付かないんだもんっ！　こんなに効こう果かがあるとは思わなかったよ！」


「……え。もしかして……ユウ？」


　その、聞き覚えのある対たい応おうに、おそるおそる訊たずねる。彼女はしばし笑った後、少し頰ほおを膨ふくらませながら答えてきた。


「そうだよっ！　私だよっ！　まったく……ちょっと外見を成長させたぐらいで気付かれないと、少しだけ悲しいものがあるよね」


「……噓うそだろ」


　僕はもう一度彼女を見る。……確たしかに、言われれば、「ユウの成長した姿すがた」とも思えなくも無い。これから数年、髪かみを伸のばして、順当に成長したら、なるほど、こうなっていてもおかしくはない。しかし……。


「…………」


「あ、ケイ、また私に見み惚とれてる～」


「べ、別に、見惚れてなんかっ」


「えへへ。嬉うれしいな。ケイ、最近抱きついても照れてくれなくなってたし。今日のケイは、凄すごく初うい々ういしくて、良かったよ～」


　からかうように僕ぼくの頰ほおを突ついて来るユウ。……大人の姿の彼女にそうされると、本当に年上のお姉さんにからかわれているようで、僕は頰を熱くしてしまった。うぅ……中身がユウでも、この容よう姿しだと、やりづらいなぁ。でも、彼女が成長したら、こうなる可か能のう性せいがあるんだよなぁ……。うぅ。


　ユウは、ウェディングドレスで肩かたが凝こったのか、「ん」と背せ伸のびをすると、大人の容姿のままいつもの無む邪じや気きな表ひよう情じようをして、「ケイ～」と抱きついてきた。途と端たん、僕は完全に真っ赤になってしまう。


「うわ、ちょ、た、タンマ」


「ん？　どうしたの、ケイ。なんか凄く体が熱いよ？」


　大人のユウのまま、すぐ近くで、彼女が子こ供どもっぽく首を傾かしげる。瞬しゆん間かん、胸むねを打ちぬかれたような衝しよう撃げき。……まずい。このユウは、凄く、まずい。


「と、とにかく、離れて」


「ん～……。ケイ、私、綺き麗れいかな？」


「……まいったよ！　僕の負けだ！　ユウは凄く綺麗だよ！」


「やたっ」


　ユウはそう言って、嬉しそうにぴょんと僕から離れる。……完全敗北だった。心の準じゆん備び云うん々ぬんの問題じゃなかった。まあ、萌もえる、というのとは少し違ちがった気がするが……。


　ユウはその姿のまま、嬉しそうに「じゃあ、次の人呼よんでくるねー！」とスキップをして去っていってしまう。……大人な容姿なのに子供っぽいその行動には、やはり、何か感じるものがあって、僕は目を逸そらした。……落ち着け、僕。相手はユウだぞ。いくら大人の姿だったからって、何をドキドキ……。


　…………。


　ユウ、成長したらああなるのか……。


　…………。


「って、しっかりしろよ僕！」


　なに思い出して呆ほうけているんだ！　……よし。もう大だい丈じよう夫ぶ。次は負けない。先せん輩ぱい、ユウと意外なところからの攻せめを体験したんだ。次からはもう負けるもんか。


　僕は決意すると、傘を待った。


「ふふふ……もう、負けないぞ。次は最初から油ゆ断だんしない。しかも、実の妹が相手だぞ、式見蛍。今度こそ……萌えないでみせる！」


　変な決意を固める僕。なんだかんだ言ってこの競きよう技ぎを楽しんでいるのかもしれない。


　僕が張はり切っているのに反して、傘はなぜかとぼとぼとこちらに歩いてきた。ユウとは違い、本当にゆっくり、肩を落としながらやってくる。服ふく装そうは、どうやら彼女の高校の制せい服ふくのようだった。別べつ段だん、珍めずらしいものではない。……どうかしたのだろうか？


　僕の前まで来た傘は、「はぁ」と溜ため息をつく。僕は彼女を覗のぞき込んだ。


「ど、どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」


「うん……。あのね、兄さん」


「？」


「兄さんの周りってさ……綺き麗れいな人ばかりだよね。あっちで待機している間、皆みな可か愛わいいなって思って……はぁ。それなのに、私って、普ふ通つうでしょ？　だから……自信なくしちゃってさ……。あーあ、もっと美少女に生まれてきたかったなぁ」


　落らく胆たんする傘。僕はどう声をかけていいものやら迷まよう。


「ええと……傘も充じゆう分ぶん可愛いと思うけど？」


「……兄さんに言われてもなぁ。家族の贔ひい屓き目めじゃん」


「う……。そ、そんなことは」


「じゃあ兄さん。私のこと、妹じゃなくて、『女の子として』、可愛いと思える？」


「…………」


　どう答えろというのだろう。僕が逡しゆん巡じゆんしていると、傘はまた嘆たん息そくしてしまった。


「はぁ……死にたい」


「そ、そんなこと言うもんじゃないぞ、傘」


「…………」


　すっごくジトッとした目で見られてしまった。確たしかに今のはまるで説得力ない言葉だったな。


　しかし……どうしたものか。我わが妹はすっかり女じよ性せいとしての自信を喪そう失しつしてしまった模も様ようだ。ううむ……。


　僕が悩なやんでいると、傘は、「じゃあさ……」と声をかけてきた。


「兄さん……私に彼氏できなかったら……代わりに、私と一生一いつ緒しよにいてくれる？」


「へ？　あ、ああ。そんなの、お安い御ご用よう……」


「兄さんとして、じゃなくて、彼氏の代わりとして、だよ？」


「ええ？……う、ううん。よく分からないけど、善ぜん処しよは、するよ」


「……分かった」


　傘はそう告げると、唐とう突とつに、僕と腕うでを絡からめた。そして、浜辺をゆっくりと歩き出す。……まるで恋こい人びと同士みたいだなと僕が思っていると、傘が、唐突に、大人びた表ひよう情じようをしてこちらを向いた。


「蛍さん……」


「なっ！」


　僕を名前で呼んでこちらを見つめてくる彼女。不覚にも、「お兄ちゃん」「兄さん」ではなく「蛍」という名前で呼ばれた瞬しゆん間かん、本当に彼女を血けつ縁えん以外の女性と錯さつ覚かくしてしまい、照れてしまった。……ん？　照れた？　普ふ段だんと違ちがう行動で？　待てよ。じゃあ、これって……。


「なーんちゃって！　萌もえた？　萌えたかな、兄さん！……って、兄さん？　なんでガックリと地面に手をついているの？」


「……や、僕も自分を見つめなおさないといけない時期に来ているかなと……そんなことを思ってね」


「兄さん？」


「ふふふ……僕、やばくないか？　騙だまされやすすぎないか？　そうか……そうだよな。なんだかんだで流されて、幽ゆう霊れいを居い候そうろうさせちゃう男だもんな……ふふふ……僕の人生、騙されるばっかりさ……ふふふ……陽慈を女じよ装そうして騙しているから、バチが当たったのかな……ふふふふふ」


「に、兄さん？　な、なんか分からないけど……つ、次の人呼んでくるねっ。……じゅ、入じゆ水すい自殺とかしちゃ駄だ目めだよ？」


　なんか心配された。僕が軽く頷うなずくだけで返すと、傘は素す早ばやく戻もどって行った。……僕はうなだれたまま、ぶつぶつと呟つぶやく。


「次は大丈夫、次は大丈夫、次は大丈夫。絶ぜつ対たい大丈夫。そう、そうだ……次は鈴音じゃないか。僕が鈴音に騙される？　鈴音に萌える？　ハッ、ありえないね。あの不器用な巫み女このどこに、僕を騙せる要よう素そがあるというのかっ！　いまさら、鈴音に可愛さなんて感じることがあるものかっ！　アイツがどんな格かつ好こうしようと、鈴音は鈴音じゃないかっ！　中身はただの挙きよ動どう不ふ審しんの巫み女こ娘むすめ！　それだけ、それだけなんだからっ！」


「あのー、蛍？」


「ああ、なんだよ！　僕は今決意を固めるのに忙いそがし──」


　力強く振ふり返る。


　目の前に、ネコ耳娘が居いた。いや、耳どころじゃない。ふわふわとした白毛のビキニ、そこから生えた白く細長い尻しつ尾ぽ、肉球つきのモコモコとした手て袋ぶくろと足袋、ぴょこぴょこと、どういう原理か分からないが動くネコ耳。それらがまた肌はだの白い鈴音に妙みようにマッチしている上、普ふ段だん大だい胆たんな衣い装しようを好まない彼女が肌をさらしていることや、恥はずかしそうにしながらも「にゃ、にゃぁ～」と、あろうことか「女め豹ひようのポーズ」で鳴いてい──


「ゲフッ」


　僕はむせた。さすがに鼻血を流すことこそなかったものの、思わず視し線せんを逸そらし、胸むねをさすって心しん拍ぱくを落ち着ける。落ち着け……落ち着け、式見蛍っ！　すでに完全に敗北していることは今は気にせず、とにかく落ち着けっ！


　そうしていると、心配になったのか、背はい後ごから鈴音が、肉球のついたプニプニとした感かん触しよくの手で僕の肩かたを揺ゆすってくる。


「だ、大丈夫？　あの……へ、変かな、私」


「変っていうか……うん……ごめん。今回は誉ほめている余よ裕ゆうが無いわ……」


　それはある意味で最上級の破は壊かい力りよくがあったという誉め言葉なのだけれど、鈴音は一人、わざわざ口で「がーん」と言い、とぼとぼと去っていった。


「……あれはなんだったんだ……。」


　まさか鈴音があんな格好をしてくるとは思わなかった。何か……そう、ユウや傘がセクシーな格好をしていてもこれほどまでに衝しよう撃げきは受けない。鈴音だからこそ、僕は、激はげしく動どう揺ようしたのだ。これもまたやはり「いつもと違うこと」なのだろう。むぅ……このジャンルがそれほどまでに強いものだとは。なるほど、最近世間で流行らしい「ツンデレ」という言葉も、これに含ふくまれる部分があるというわけか。緩かん急きゆうが大きければ大きいほど、破壊力が出る。さらに、それが予想外であればあるほど、不意打ちであればあるほど、威い力りよくは増ます。鈴音の猫ねこバージョンは……そういう意味で、エクスカリバーに匹ひつ敵てきする力を持っていた。彼女がビキニを着ている時点でヤバイのに、その上まさか……。


「やばい……思い出すと、僕の方が赤面する。うう……悔くやしい。鈴音のくせにっ」


　まるでジャイ○ンみたいなセリフを吐はく。僕にはそういう変な趣しゆ味みはないぞと、自分に自分で言い聞かせる。もう……自分に自信がなくなってきていた。


　僕は無む理り矢や理り自分を奮ふるい立たせると、ゆっくりと立ち上がった。青い海をしばし眺ながめて、心を落ち着ける。


「次は……深螺さんか。これで最後だな」


　正直、今のところ、各々甲こう乙おつつけがたい。それぞれ違ちがった魅み力りよくなので一いち概がいに比くらべることが出来ないから、非ひ常じように難むずかしい。ただ、鈴音のアレは、一いつ瞬しゆんの攻こう撃げき力りよくが高すぎて……インパクトが強きよう烈れつだった。単たん純じゆんに僕の中の印象が一番強いのといったら、アレかもしれない。まあ、インパクトだけが「萌え」の審しん査さ基準でもないだろうけど。


　しかし……。


「ふふふ……」


　僕は海を眺めながら不ふ敵てきに笑う。考えようによっては、良かった。アレだけインパクトのあるものを経けい験けんしたんだ。もう、何が来ようと、敵じゃない。それに次はあの深螺さんだ。萌えなんてものを分かっているとは言い難がたいし、先せん輩ぱいみたいな技ぎ巧こう的なこともできまい。つまり……もう僕に死角はなし！　今までの経けい験けん値ちで、すでに「萌え」に対する耐たい性せいはマックス！　今の僕なら、誰だれが来ようと、どんな衣装が来ようと、負けない！


「《世界の意思》に抗あらがった僕の精せい神しん力りよくは伊だ達てじゃないぞっ！」


　そうだっ！　世界を敵に回しても耐たえている僕だぞ！　女じよ性せいの一人や二人の行動や言動で惑まどわされるほど、落ちぶれちゃいないんだ！　自分を信じろ式見蛍！　なんかすでに競きよう技ぎの目的が僕の中で歪ゆがんでいるけど、気にするな、式見蛍！　涼すずしい顔でいつもクール！　それが僕のキャラ！　死にたがりで、冷たくて、でもたまに優やさしかったりするけど、基き本ほんは冷静！　それが僕じゃないか！


　僕が太陽に向かって両手を上げていると、遂ついに、最後の人間がこちらに歩いてきているのに気がついた。神無深螺。……確たしかに容よう姿しは文句無く美少女だ。しかし……やはり人間、性せい格かくは大事だ。彼女、素そ材ざいはいいだろうけど、基本は常つねに無む表ひよう情じよう。それだけに、容姿の力がフルに発はつ揮きはされていない。それは、今だって同じだ。


　彼女の服は、結局メイド服だった。どうやら、何も思いつかなかったようである。そのことからも、今の僕にとって注意に値あたいする相手じゃないことが分かる。彼女の頭の中には……小こ賢ざかしい作戦なんてなにもないはずだ。


　……しかし、ここで安心してはいけない。今は無表情な彼女だが……今までのパターンなら、僕のところに来た途と端たん、笑顔になったりするんだろう。ふふふ……今の僕は、今までの僕とは違ちがう。彼女のやりそうなことぐらい、分かるんだ。大方先輩達から入れ知ぢ恵えされて、「急に可か愛わいい態たい度どをする」系けい統とうの攻せめ方をしてくるのだろう。


　大だい丈じよう夫ぶ……予想できていれば、動じない。萌える萌えないは別として、今までのような不意打ちのダメージは受けない。僕のキャラは守られる。冷静な式見君でいられる。以前ピア子の一いつ件けんで崩くずれたイメージも、これで回かい復ふく。


　深螺さんは無表情のまま、ゆっくりと、メイド服で近付いてきた。スカートが風に揺ゆれ、白い髪かみがキラキラと流れる。……確かに綺き麗れいだ。それは、認みとめる。だけど……。


　僕の前まで深螺さんが来る。僕の前まで……。


「え？」


　深螺さんはしかし、僕の前で止まらなかった。そう、止まらない。そのまま僕に迫せまってくる。そうして……。


〈トン〉


　そのまま、僕に抱だきついた。両手を背せ中なかに回し、ぎゅっと、僕の胸むな板いたに頭を押おし付けている。そして……あまりに直球すぎる一言。





「好きです」





「────」


　瞬しゆん間かん、僕の今日の戦せん績せきは「全敗」と決定した。


　もうこれは、「萌え」とかそういうレベルを超こえているんじゃ……。


　しばしして深螺さんが僕から離はなれる。その時にはすでにもう僕の中で全敗が決定して、もう完全に終わったものだと思っていたのだけれど……深螺さんの行動はまだ終わっていなかった。しかしそれに気付いた時には、もう遅おそかった。なぜなら、僕がその行動を知った時にはすでに、行こう為い自体は終わっていたから。


「ん──」


「！」


　唇くちびるに感じる柔やわらかい感かん触しよくと、視し界かいを塞ふさぐ深螺さんの綺麗な顔。動どう揺ようした時には、すでに深螺さんは僕から離れていた。そうして、頰ほおを赤くしてこちらを上うわ目め遣づかいで見る。で、誰に入れ知恵されたのか、とどめの一言。
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「『……ゆ、優ゆう勝しようのためなんですからねっ。勘かん違ちがいしないでよねっ』」


「…………」


　あまりにアレで、頭がくらりとする。これで深螺さんの演えん技ぎは終わったのか、彼女はいつもの無む表ひよう情じように戻もどって、いつものトーンで……しかしどこか動揺した様子で呟つぶやいた。


「貴方あなたを誰よりも萌もえさせませんと、私も面めん目ぼくが立ちませんし……」


　深螺さんが言い訳わけする。その頃ころになって、僕はようやく声を発した。


「い、いや、だからって、いくらなんでも、キスは……」


　思わず自分の唇に手をやって、赤面する。


「？　ああ、大丈夫ですよ、式見蛍。夢ゆめの中ですから、これ。ノーカンです」


「の、ノーカンって……。実体じゃなくても、本人は本人なわけで、キスっていうのはつまりその、行為自体より気持ちが大事なわけで……」


「……式見蛍。貴方、意外とロマンチストなんですね」


「そ、そういうわけじゃないですけど」


「大丈夫です。貴方の方に気持ちが無かったのなら、『事じ故こ』で済すまされることですよ。丁度海にいることですし、人工呼こ吸きゆうされたと思えばいいじゃないですか」


「は、はぁ」


　そういう問題なのだろうか。


　僕がぼんやりしていると、そろそろ終わっただろうと予想をつけてか、深螺さんの背はい後ごからぞろぞろと他の四人がやってきた。ユウと鈴音はいつもの私し服ふくに戻っているようだ。確たしかにあの二人は色々際きわどかったからな……。


　ボンヤリしていると、ふと、いまさら深螺さんの「貴方の方に気持ちが無かったのなら」という言葉が気になった。僕の方？　じゃあ、深螺さんの方には……。まあ、今となっては問いただせるようなものでもないけれど。


　ひとしきり女子五人でなんだかんだと会話をすると、その中から先せん輩ぱいが「さて」と僕の前に出てきた。


「そろそろ結果発表といこうか、後輩」


「……はぁ」


「で、誰が一番だった？」


　先輩が体をずらして視し界かいを開ける。ユウ、傘、鈴音、深螺さんがこちらを見ていた。……うわ、なんか、凄すごくいたたまれない空気だな。複ふく数すうの女じよ性せいの中から一人を選ぶって、色いろ恋こい沙ざ汰たじゃなくても、結けつ構こうキツイものがある。


　僕はおそるおそる……しかし自分の中で答えはとっくに決まっていたので、その人の名前を告げることにした。


「優勝は……」


『…………』


　五人が無言で見守る。……っていうか、皆みな、なんでそんな真しん剣けんなの？　た、ただのお遊びじゃないの？　鈴音なんて、なんか物もの凄すごいマジな形相で僕を見ている。鈴音に限かぎらず……皆、表情が怖こわい。


　しかし……ここまで来て優勝を言わないわけにもいかない。僕は意を決して、告げた。


「優勝は……深螺さんです」


　どうやら、その答えは彼女ら全員にとって意外だったようだ。深螺さんはいつものように悠ゆう然ぜんとしていたものの、他のメンバー達は目をぱちくりしていた。鈴音が代表するように口を開く。


「え？　姉さん？　姉さんって……どんなことしたの？」


　どうやら、深螺さんはメンバー達からアドバイスこそ受けたものの、どんなことをするのかは告げてなかったらしい。僕が「言っちゃ駄だ目め！」とアイコンタクトしたにもかかわらず、彼女は無表情のまま、サラリと答えてしまった。


「告白とキスです」


「……へ？」


「キスしたら、優勝しました。……楽勝です」


　深螺さんが、非ひ常じように似に合あわない「ピース」をする。対して……女じよ性せい陣じん達は全員、固まっていた。先輩までもが、珍めずらしく硬こう直ちよくしている。ユウと傘は表情をひきつらせ、鈴音にいたっては、「な、な、な」と大噴ふん火かの兆きざしを見せていた。僕は慌あわててフォローに回ろうとするも……。


「……まずい。キスしたのは紛まぎれもない事実だから、言い訳のしようがない」


　鈴音に「不ふ潔けつっ」と言われても、「そんなことしてないって！」という今までの返しが出来ないのだ。しかし、僕は深螺さんから言われた、「夢ゆめだからノーカン」という言葉を思い出して、改めて言い訳を試みようとした。が……また、メイド服深螺さんが余よ計けいなことを言う。しかも饒じよう舌ぜつに。


「式見蛍は、私にべた惚ぼれな模も様ようです。キス前に『好きです』と告白したのですが、私の優勝という結果は彼が告白を受け容いれたことともとれ、つまり、私は今から式見蛍の彼女です。……困こまりました。私は演えん技ぎのつもりだったのですが……そうですか。式見蛍は、私の告白を受け容れてしまいましたか。そうなったら、これはもう、付き合う他ほかありません。夢と言えど、本人達が交わした言葉に噓うそ偽いつわりがあってはなりません。行こう為いはノーカンですが、言葉と想おもいは本物のはずです。というわけで……式見蛍はどうやら私のことが好きらしいので、これから、私は式見蛍の彼女となることとします。……ふむ。まあ、悪くはないと思います。面おも白しろいです。どうせなら結けつ婚こんしましょう。きっと、私達の間に産まれる子こ供どもは、かなり特とく殊しゆな霊れい能のう力りよくをもっていることでしょう。……興きよう味み深ぶかいです」


「な、なななななな、な、こ、ここここ、子供って」


　鈴音が壊こわれ始めている。


「こ、後こう輩はい、お前……」


　なぜか先輩までもが体から怒いかりのオーラを発し始めている。


「け、ケイ～」


「兄さ～ん！」


　ユウと傘については……言わずもがな。よって、見たくもない。現げん実じつ逃とう避ひ。……いや、現実逃避もなにも、この世界がそもそも夢なのだった。夢や妄もう想そうからも逃避したい場合は、いったいどこに向かえばいいのだろう。


「……仕方ない」


　僕は唐とう突とつに深螺さんに向き直ると、とりあえず、彼女の手をとって走りだした。深螺さんは戸と惑まどっていたが、今は理由を説明している場合じゃない。当然四人が全速力で追いかけてくるが、僕もまた全力で走る。……楽園のような夢だったはずなのに、今やもう、悪あく夢むの構こう図ずだった。現実世界の僕の体は、今いま頃ごろ汗あせびっしょりでうなされているだろう。


「式見蛍？」


　手を引かれた深螺さんが首を傾かしげている。僕は走りながら彼女に声をかけた。


「この世界、もう、解かい除じよできないんですかっ！　このままじゃ僕ら……というか僕、夢の中で殺されますよ！」


「それは大変です。そうしたら、現実世界では植物状じよう態たいですよ」


「大変と言うわりに凄すごく冷静そうなんですけどっ！」


「私のことじゃありませんし」


「さっき自分で伴はん侶りよ宣せん言げんしていたじゃないですかー！」


「伴侶であろうと、他人は他人ですよ。私にとって大事なのは、鈴音と両親だけです」


　キッパリと告げる深螺さんを、絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようで振ふり返る。彼女は、どこか楽しげにしていた。追いかけられて逃にげ回っている構図が、そんなに楽しいだろうか。


「深螺さん……術じゆつを解とく気、ないでしょう？」


「なぜそう思うんですか？」


「……いえ、なんとなく」


　いまさら気付いた。この人……天然の部分もあるけれど、今、この騒そう動どうに関しては、かなり意図的にやったな、と。わざと鈴音を怒おこらせたんだ……彼女。構図だけ見れば、今、鈴音と深螺さんは鬼ごっこをしているような感じだ。深螺さんはやっぱり、別に僕を好きなわけではない。ただ、僕を鈴音との接せつ点てんにしたいだけなのだろう。


「…………」


　逃げながら、少し残念に思っている自分に気がついた。まったく……僕も変だな。夢の中のせいかもしれない。


　僕は嘆たん息そくしながらも……しかし、同時に満ち足りた気分にもなって、思わず、深螺さんに微び笑しようを浮うかべながら訊たずねた。


「……楽しいですか？　深螺さん」


　僕の言葉に彼女は一いつ瞬しゆんキョトンとし……そして、次の瞬間、あの自然な笑え顔がおで僕を見返した。


「ええ、とても」


「そうですか……。じゃ、追いつかれないように、もっと本気で逃げないといけませんね」


　僕が「術を解いてくれ」と言わなかったことが意外だったのか、深螺さんは少し沈ちん黙もくし、その後、僕の気持ちを察したのか、柔やわらかく返してきた。


「そうですね。頑がん張ばらないと、捕つかまってしまいますね」


　無む邪じや気きな笑顔を見せる深螺さん。……色々あったイベントだけど。どのイメージが後々まで僕の心に残るかと言ったら、恐おそらく、この深螺さんの表情だろうと思った。……それは厳げん密みつには彼女の望む「萌もえ」とは違ちがうのかもしれないけれど。それでも……。


「深螺さん」


「はい？」


「楽しいですね」


「はい」


　抑よく揚ようの無い声で、しかし、「事実」をハッキリ言う深螺さん。僕はそれに満足げに微ほほ笑えみ返した後……走るスピードを、一いち段だん階かい上げた。


　背はい後ごでは鈴音たちが、僕と深螺さんの親しげな様子を見てまたなにか勘かん違ちがいをして怒ど気きを増ましている。……本当に、捕まったら危あぶないかもしれない。下手な悪あく霊りようよりよっぽど厄やつ介かいだ。


　本当はもう意味なんてないのだけれど、僕は、深螺さんの手を握にぎったままで砂すな浜はまを走り続けた。それは全然ロマンティックな速度なんかではなかったし、深螺さんは結局僕のことなんて好きでもなんでもないのだろうけど……それでも、いい思い出になるだろうなと、そんなことを感じていた。


　速度を上げると深螺さんがきゅっと僕の手を自分から握り返した気がするけど、多分、それは僕の勘違いだろう。


　僕らは先のことなんて何も考えず、ただただ、笑顔で走り回った。


　せめて夢ゆめぐらい、緩かん急きゆうなんて気にすることなく、こんな風に幸せなだけで終わったっていいよなと、そう、思いながら。


「式見蛍、もっとスピードアップしましょう。いっそ、飛びますか？」


「はは、それはそれでいいかもしれませんね。でも、しばらくは走りましょうよ」


　現げん実じつに戻もどったら、僕らにはまた試練の山積みだろう。それでも、今だけは……。


　ちらりと、今だけの「伴侶」を見やる。


　そこにはこの年になって初めてするのであろう鬼ごっこを楽しむ、天才霊れい能のう力りよく者しやでもなんでもない、ただ妹のことが大好きな一人の少女がいた。


　僕は「萌え」というのは結局分からなかったけど……これだけはハッキリ言える。





　大好きな人達が楽しそうな顔をしているのは、やはり最高に幸せだ。





　　　＊





　この夢には最終的に僕が女じよ性せい陣じんにボコボコにされて、精せい神しん的にげっそりと疲つかれて目を覚ますという、結果的に恩おん返がえしどころか、また迷めい惑わくかけられただけで終わるというオチがあったのだけれど……。それはまあ、本当に要いらない余よ談だんだろう。自分でも、深螺さんと逃げている場面で話を終えておけば、すごく綺麗な話だと感じるし。


　ただ、世の中、綺麗な終わり方というのはなかなかないモノらしく。


　僕は朝、布ふ団とんから上半身だけ起き上がらせ、嘆息しながら呟つぶやいていた。


「ああ、僕の女性に対するトラウマって、こうやって増ふえていくんだなぁ……」


　相手が善ぜん意いで企き画かくしたことであれ、こうなのだから。今後僕は……ちゃんと生きていけるのだろうか。


　布団の中から小鳥の囀さえずりを聞きつつ、また、嘆息。


　直後に背後から同どう居きよ霊れいの「ケイー！」というタックルを受け、完全に心が折れる。


　まったく……深螺さんと関かかわると、彼女が善意で接せつしてくれたところで、ロクなことがない。彼女には悪いけど、もう、今後しばらくは直ちよく接せつ会いたくな──。…………。


「……なぁ、ユウ」


　僕はイヤな汗あせをかきながら、背後のユウに声をかける。彼女はまだ怒っているのか、僕の脇わき腹ばらにグリグリと拳こぶしを抉えぐりこみながら、「なに？」と返してきた。


「深螺さんの言った結けつ婚こん云うん々ぬんっていうのは……冗じよう談だんだよな？」


「……さあねっ」


　ぷいっと、顔を背そむける不ふ機き嫌げんそうなユウ。しかし、数秒して「でも……」と続けてくる。


「あの人……『冗談です』という言葉をつけない時は、大たい概がい本気で喋しやべっているような……」


「うぅ」


　背せ中なかに汗をじんわりとかく。深螺さん……あの時、冗談だと言ったっけ？　どんどんイヤな予感がしてくる。──と、


〈ブルルルル〉


　枕まくら元もとにあったケータイが振しん動どうした。慌あわててそれを手にとってディスプレイを見る。……深螺さんだった。


「…………」


　ユウと二人、顔を見合わせる。……ゴクリと生なま唾つばを飲み込こみ、おそるおそる、通話ボタンを押おし、耳に当てる。瞬しゆん間かん──


『ああ、式見蛍。それで、式の日取りはどうしますか？　こちらの両親の了りよう解かいはすでにとりましたので、高校を卒業したらすぐにでも──』


「…………」


　思わず額ひたいを押さえる。隣となりで盗ぬすみ聞きしていたユウが、「な──」と絶ぜつ句くし、直後、ぷるぷると震ふるえだした。思わず、「ユウ？」と彼女を覗のぞき込む。驚おどろくべきことに彼女、目め尻じりに涙なみだを浮うかべて、真っ赤になっていた。


「うぅ……ケイのバカァ！　死んじゃえばいいんだぁ！　うわぁぁぁん！」


「え、ちょ、ユウ!?　なんで泣いてんの!?」


「うわぁぁぁぁん」


「おわ、ちょ、やめろって！　物投げるなよ！　落ち着け！　な？　とりあえず落ち着いて……って、お前、バカ、刃は物ものなんて投げたらシャレに……わぁぁぁあああああ!?」


　…………。


　どうやら、深螺さんプロデュースの悪あく夢むは、未いまだ、現げん在ざい進行形で展てん開かい中ちゆうらしかった。







あとがき







　短たん編ぺん集しゆうのあとがきとなると何かいつもと違ちがったことしたいなと思いつつも、今までのあとがきにそれほど一いつ貫かん性せいもなかったため、毎度の如ごとくだらだらお送りする葵あおいせきなです。


　さて、短編集です。いったい、何人の方が四巻かんから五巻に飛ばず、ここに立ち寄ってくれたことでしょう。願わくば全員であってほしいところですが、知って得する過か去こ話ばなし満まん載さいながら本編でないのもまた事実。なればここは、あとがきも知る人ぞ知るボーナスステージな内容でいきましょう。短編集買った人と、様子見のためにそこで立ち読みしている貴方あなただけにこっそり送る、裏話系あとがきです。





　第一の裏話。


　マテリアルゴースト原げん案あんは当初、主人公はサラリーマンで、ヒロインは駅に住み着く地じ縛ばく霊れいでした。ブログ（http://sekina.exblog.jp/）でちょこっと触ふれたことはありますけど、それでもまだまだ知られてはいないだろう裏話。


　マテゴ読者を自じ負ふするそこの貴方。明日、短編集を買う予定の無いお友達マテゴ読者に自じ慢まんしてやりましょう。そして、悔くやしさのあまり短編集を買ってしまいたくなる衝しよう動どうに駆かられるよう、心しん理り操そう作さを仕し掛かけましょう。


　さて、実際そのマテゴ原案はどんなものだったかというと、これまた意外なことに、ミステリーです。霊体物質化能力を持つ無気力サラリーマンが、通つう勤きんの際によく見かける女の子幽ゆう霊れい（ヒロイン）と関わり、幾いくつかの物質化能力が関わる霊的事件を経験した後、彼女の死んだ事件の謎なぞを解とくという、アクション要よう素そが全まつたく無い、ミステリーです。霊体物質化能力はそもそも、ミステリーに使う一ネタとして設定されたものです。ほら、これを応用して密みつ室しつ殺人とかやれちゃいますから。


　結局これがどうして自身の中でボツッたかというと、今ひとつパンチに欠かけたのと、新たに考案した主人公である式しき見み蛍けいが、自殺志願設定を持った時点でかなり濃いキャラへと昇しよう華かしたためです。今となっては、この物語の主人公は彼以外では考えられなかったと思っています。


　ただ、元々葵はミステリー好きなもので、一巻以降、二巻目からはちょこちょこと趣しゆ味み丸出しでミステリ風味のことを入れさせてもらっていますが（苦笑）。





　第二の裏話。


　マテゴには、幻まぼろしの二巻があります。これは今の担たん当とうさんも知らないかな？　一巻が出る前に、大だい分ぶ暇ひまな時間があったものですから、葵が勝手に……ホント好き勝手に書いた一巻直後の長編です。これは結局、ネットでも商業でも公開されていませんから、ホント、読んだのは私自身と、そして前の担当さんぐらいでしょうかね。


　で、どうしてこれがボツッたかといえば……。主要キャラが式見蛍以外、出てこなかったからです（苦笑）。ボツと言われて、「そりゃそうだよね」と一言で引き下がるぐらい、自分でも「駄だ目めだろ、それは」と思っていた作品です。なにせ、ユウも鈴りん音ねも紗さ鳥とりも出てきません（名前ぐらいは出てきますが）。


　あらすじとしては、ユウが鈴音宅たくに泊まりに行ってしまった数日間、式見蛍が後こう輩はいの女の子の頼みでなぜか彼女の家に用よう心じん棒ぼうとして居い候そうろうするハメになる、という話です。双ふた子ごの話です。で、これはアクションありつつも、叙じよ述じゆつトリックが入ったものでして。そういう意味では、実際の二巻や三巻にその要素は引き継つがれていますね。そのため、今読んだところで新しん鮮せん味みには欠けるでしょう。幻の二巻は、幻のままだからこそ価か値ちがある物語かもしれません。





　第三の裏話。


　今までの裏話は、ブログの熱心な読者さんならすでに知られていることかもしれません。ですので、今度は本当にここだけの話です。


　……と、裏話を書こうと思いましたが、意い外がいとブログに色々書いちゃっています。ここで明かせるようなことは、結けつ構こうしょぼいことになりがちです。ならば、ここは、未来の話でもするのが面おも白しろいでしょう。ここだけの予告。


　まず一ヶ月後に迫ったマテリアルゴースト最終巻について。主要新キャラ二名を語りましょう。安心して下さい。ブログよりも最速情報です。


　一人目。雨あま森もり沙さ里り。神かん無な家け新人お手伝いで、語かたり部べの一人です。年ねん齢れいのわりにちっこい子です。それがちょっとしたコンプレックス。五巻は語り部が多い話ですが、中でも彼女を通して描えがかれる場面は中々多いです。間違いなく主要キャラの一人ですので、注目しておきましょう、今から。


　二人目。水みず月つき鏡きよう花か。雨森を通して描かれる物語の主要キャラです。マテリアルゴーストに似合わないほど、縦じゆう横おう無む尽じんな人間です。あらゆる意味で。雨森・深しん螺ら・鏡花の三人で、かしましい話が展開されるのが、最終巻の一つの要素です。


　もちろん、帰き宅たく部ぶメンバーも活躍しますので、ご安心ください。最終巻だけに、今までの物語で一番濃い話ではありますが、今までのテンションと著いちじるしく違うということもありませんのでご安心を。





　では、謝しや辞じも裏話チックに。


　毎回美び麗れいイラストを描いて下さるてぃんくるさん。ファンの方かたには周しゆう知ちのことと思いますが、てぃんくるさんは二人で作業をされているユニットです。当然マテゴのイラストも二人の共同作業で描かれています。お二方とも、毎回本当にありがとうございます。かなり忙いそがしいご様子ですので、葵はいつも体調を心配しております。ご自じ愛あい下さい。


　次に担当さん。実は葵の担当は二巻から（本格的なのは三巻から？）代わっております。前の担当さんももちろんですが、葵ほど担当さんに無む駄だな労ろう力りよくを使わせてしまう作家はいないのじゃないだろうかと、いつも本気で思っております。現在世の中で一番葵の未み熟じゆくさ、わがままで苦労を被かぶっているのが彼らでございます。


　マテリアルゴーストがこうして本として成り立って、世に出回るのは九割方担当さんのおかげです。皆みなさん、葵だけじゃなく、たまには担当さんにもファンレターを出しましょう。いえ、ホント……その功こう績せきを知る人が少なすぎます。偉い大だいなる裏方様。それが担当さんです。


　次に家族。一年に一～二回ぐらいしか会えない（実家が北海道なのです）状況なのですが、いつも心配をかけております。マテゴにおける下らない会話の発想は、ほぼこの家で培つちかわれました。色んな意味で感謝。


　そしてもちろん読者様。もし私の提供する物語が、貴方の一瞬の笑い、涙、満足感に繫がってくれたのならば幸いです。値段分以上に楽しませることはできましたでしょうか？





　さて、そんなわけで短編集のあとがきでした。


　このマテリアルゴーストシリーズも、いよいよ次で完結。作中の時じ系けい列れつではユウと出会ってからたった二ヶ月弱の出で来き事ごとであり、現実の刊行時期にしても一年と四ヶ月だけの付き合い。巻数にして、本編だけなら五冊さつ。たったそれだけのものなのに、私の中ではいつの間にか生活の根本となってしまっていた物語。皆さんにとってはいかがでしょうか。


　この物語の終わりで皆さんに満足感を抱いだいてもらえたら幸いです。


　では、次は最終巻でお会いしましょう。……完走は間ま近ぢかです。
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